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1. 北見テニス協会創立４０周年を記念して、祝辞とお礼 

 

創立４０周年に感謝をこめて 

北見テニス協会会長 常本 秀幸 

 

北見に硬式のテニス協会を作ろうと活動を開始してか

ら４０年、北見テニス協会の充実と発展にかかわってきま

した一人として、これまでの歩みをこのような記念誌として

まとめられることになり、大変うれしく思っております。北見

テニス協会の活動の拠点は東陵運動公園テニスコートで

あり、大変利便性の良い場所で、朝早くから多くの方が朝

練に励み、日中は主婦の方、午後はジュニア層、そして夜

はナイター照明を使って社会人などがプレーを楽しんでお

り、良い汗と大きな笑い声が絶えることがありません。テ

ニスコートは市民の健康増進や交流の場として大いに活

用 さ れ て い る と 思 っ て お り ま す 。                

第１回中学校団体戦での一コマ（中央が筆者） 

北見テニス協会の４０年の歩みについては、本文に詳細に記載されておりますので、そちらを見ていただきたい

と思います。その実績を見ますと、１０万人都市のテニス協会としては優良組織ではないかと自負しております。こ

こまで成長できましたのは、会員皆さんの努力と協力が第一であり、それに加えて、北見市や北見市教育委員会

のスポーツ振興にかける高い理念があってのことであります。北見市には、施設整備や利用形態などの点で種々

ご配慮いただいており、改めて感謝申し上げます。また、北海道テニス協会や北見市体育協会からも、強化普及

活動の面でご支援をいただいており感謝申し上げると共に、引き続きご指導いただきたくお願い申し上げます。さ

らに、テニスでは先輩にあたります北見軟式テニス連盟には、施設整備やコートの管理などで連携して活動いた

だくなど、お世話になっております。今後とも両協会の発展にご協力いただきたくお願い申し上げます。 

 北見テニス協会の役割はテニスの普及と地域のテニスレベルの向上が第一です。多くの方にテニスを楽しんで

いただき、生涯スポーツとして、また、仲間づくりの場として活用いただければとも思っております。現在会員数は４

００人程度ですが、錦織圭選手の影響もあってジュニア層の会員が増えてきているものの、一般の方が減少傾向

にあります。スポーツ離れの影響が当協会にも現れており、改めて普及活動に力を入れなければとの思いでおり

ます。 

創立４０周年記念で記念誌を発行する団体は少ないと思います。協会では創立１５周年で記念誌を作っていま

すので、それから 1/4 世紀になり、記録と記憶の継続を考えると１０年後の５０周年での出版は難しくなるのではな

いかとの意見もあり、編纂作業を開始いたしました。幸い、議案書や会報などが残されており、記憶を喚起しなが

ら皆さんに多くの思い出話を寄せていただき、素晴らしい記念誌にまとめられたことに感謝しております。ご存知の

ように、テニスのカウントは６０進法の名残で、ラブ、１５、３０、４０（４５は長いので４０となった）と数えますが、偶然、

協会の記念行事もこの年度に実施されております。この流れで行くと、次は６０周年記念になるのでしょうか。テニ

スでは６０で１ゲームが終わることになり、新たなゲームが始まります。北見テニス協会もテニスのカウントと同様、

年輪を重ねながら未来に向かって歩んでもらいたいと願っております。 

後に、創立４０周年記念誌にご寄稿いただいた皆様、記念誌編纂にご協力いただいた編集委員会の皆様、

記念行事の実施にご尽力いただいた実行委員会の皆様に心より感謝申し上げ、お礼の結びとさせていただきま

す。 
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＊北見市長 

＊北見市教育長 

＊北見市体育協会長 

＊北海道テニス協会長 
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２. 歴代会長及びご遺族からの一言 

 

第二の故郷 北見 

   高谷 俊光（第４代目会長） 

 

北見テニス協会が創立４０周年を迎えられたこと、心よりお慶び申し上げます。昭和５９年札幌から初めて北見

に転勤して以来３３年間、札幌では想像もできなかった充実したテニス人生を過させて頂いた者として、関係者各

位に深甚の敬意と感謝を申し上げたいと思います。 

遊びごとよろず引き受け人を自負していた私の 後の趣味が、４２歳で始めたテニスでした。当時札幌でテニス

をするには、北見テニス協会の年会費の数倍の会費を払って民間のコートを借りるか、市営コートの利用抽選の

ために毎月並ぶしか方法がありませんでした。そんな札幌のテニス環境で３年間体験してきた私でしたが、北見に

来て、雪も解け待ちに待ったテニスシーズンの幕開け、恐る恐る東陵コートに足を運びました。すぐ一人の男性が

「初めてですか？」、と声をかけてくださり協会入会の手続その他、事細かく説明してくれたばかりか、すぐメンバー

を集めてダブルスの相手をしてくれたのです。気が付くと、その男性はコート内のメンバーのレベルに合わせ、ゲ

ームの相手や組合せを決めてあげたりしているようでした。私は北見でのテニスの１日目で、メンバーのフレンドリ

ーさに驚くほどの好印象を受けた記憶が残っています。３０年も前のことなのでお名前もはっきりしませんが、確か

竹井さんと記憶しております。お元気ならぜひお会いしたいものです。 

私の仕事は時間が不規則だったため、テニスはほとんど早朝に楽しんでおりました。早朝メンバーは毎日同じ

顔ぶれなので、一つのサークルのような感じで、日曜などはよく焼肉の話が持ち上がり、横尾歯科医院さんの駐

車場をお借りして、焼肉パーティを楽しんだのも楽しい思い出です。 

北見を離れがたくなったのは、テニス仲間のファミリーな雰囲気、暖かさが第一ですが、大都会にはない豊かな

大自然も魅力でした。カッコウの鳴き声とともに始まる春の山菜取り、アサリ採り、秋のキノコ採り、冬の氷上ワカ

サギ釣り等々、北見の環境、風土に夫婦共々舞い上がってしまったのです。 

実は、転勤４年目に本社への異動の内示があったのですが、転職覚悟で北見の関係会社に出向を願い出たと

ころ、それが認められ、北見を夫婦の老後の地と決め、札幌の住宅を捨て、北見に住宅を建ててしまったのです。

家内は５０歳近くになって車の免許を取り、市の体育指導員となって市民の皆さんと水泳や軽スポーツを楽しむよ

うになり、私も退職後、市のリーダバンクやダンスのインストラクターの資格を取り、家内共々北見での老後を楽し

んでおります。 

振り返りますと、北見転勤以降、定年までの１５年間は私のテ

ニス人生の全てが凝縮された年月でした。初めて出場した大沼で

の全道ダンロップ大会壮年の部では、岡宏先生にオンブにダッコ

でしたが３位になり、翌年は準優勝、また、毎年のように北海道都

市対抗の北見代表として出場させていただいたこと等、札幌にい

ては考えられなかった楽しい思い出です。 

また、転勤の前年、父を病気で亡くし、母一人を札幌に残してき

たこともあり、母の様子を見に札幌に行く機会も増えました。大き

な声では言えませんが、なぜかその時期が、毎   全道ダンロッ

プ大会、岡先生と 

日トーナメントや北海道ベテラン大会の時期と重なるように    （昭和６０年、右が私です） 

なってきたのです。これらの大会では自慢できる成績は挙げられませんでしたが、岡先生と組んでいただいて、３

度チャレンジして勝てなかった当時全道壮年 No.１の阿部・清田組（千歳）に、岡先生がお亡くなりになる前年の都

市対抗戦で、常本現会長とのペアーで勝利することができました。この大会では、北見市は１部８都市中、初めて

３位になったことは大きな喜びであったと共に、岡先生への餞となった唯一誇らしい想い出でもあります。 

もう一つ北見でのテニスで忘れられないことがあります。私が転勤してきた時、北見支店には３人の女子社員が

いました。その内、２人が私の誘いに乗ってテニスを始めました。当時、北見女子 No.1 であった伊藤信子さんの熱



4 
 

心な指導で、数年後二人は時期こそ違いますが北見を代表して都市対抗の選手として活躍するほど、腕を上げた

のです。その二人とは、旧姓高橋香織さんと旧姓三原一美さんです。お二人の人生に新しい１ページを付け加え

てあげられ、また少しは協会のお役にたてたか等と、手前味噌な思いでおります。 

北見テニス協会のお世話になって１０年以上の年月が過ぎ、協会の理事長と言う重責を担うようになった頃、か

ねてより北見市に要請していたクレーコートから砂入り人工芝コートへのリニューアルが現実性をおびてきました。

何しろ総工費数億円の工事ですので、コートの維持管理方法、使用料金案、等々には膨大な基礎資料が必要で

した。これらは、当時の事務局長であった伊藤陽司氏一人に、ほとんど対応して頂いた記憶があります。今私の手

元に、伊藤氏がまとめた、過去５年間の北見市の降雨日数と平均気温から、コート使用可能日数を推定した表等

が残っていますが、当時のご苦労が思い出されます。 

またそれらの資料をベースに軟式協会、北見市や市議会との折衝窓口として、大島俊之副会長に大きな役割を

担っていただき、平成１０年、待ちに待った人工芝コート１６面が完成し、翌年から我々会員は春先のテープ貼りな

どのコート整備作業から解放されることになったのです。 

人工芝コートの完成を機に、道テニス協会からの要請もあり、２０００年と言う節目の年に、第５１回北海道都市

対抗テニス大会を網走協会と共催で開催することになりました。参加４４都市、参加者８００人と言う大きな大会で、

主管するのはもちろん初めてでした。主催する道テニス協会のバックアップの下で、代表者会議を含む３日間の大

会運営を大会実行委員長の常本氏、総務委員長の伊藤陽司氏を中心とした北見テニス協会の大会役員６０名近

くが一致団結して、協会創立以来の一大イベントを大成功の内に終了することができ、実りの多い大会でした。私

の提案が受け入れられ、北見の全役員がお揃いのウインドブレーカーを着用しましたが、今でも捨てられずに持っ

ています。 

振り返ると、北見テニス協会設立から始まって、協会の大きな事業、大きな行事がある場合には、北見工業大

学の先生方が率先して取り組んでくれておりました。もちろん多くの会員にも協力いただきましたが、協会発展に

対する北見工業大学会員の貢献は多大なものであったとの思いがあり、改めて感謝申し上げます。 

終わりに、私が３０年前に北見で感じたテニス仲間と過ごす楽しい時間、そうした会員相互の親睦を原点として、

北見テニス協会の更なる発展を祈念して筆を置きます。 

 

 

＊伊東夫人 

＊厚谷氏 
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3. 北見テニス協会 40 年の概要 

 

 北見市でテニスと言うと軟式テニスを指した時代が長く続いた。北見の軟式テニスは、大正時代から現在に至る

９０年以上の歴史があり、道内でもトップクラスの実績を重ねており、北見市では硬式テニスが普及する環境にな

かった。そのような状況であったが、北見工業大学が設立され、北見外から赴任して来た教職員の中に硬式テニ

ス経験者が何人かいて、昭和４０年代後半から同好会ができ、硬式テニスを楽しんでいた。一方、上常呂にある北

海道糖業（株）（旧芝浦製糖）内にも、道外からの転勤者に硬式テニス経験者が数名いて、工場内のコートで活動

していた。 

 両者の関係者が顔を合わせる機会があり、テニス交流会の話が持ち上がり、昭和４９年から両者の交流試合が

始まっている。もっと多くの方に硬式テニスを楽しんでもらおうと、協会設立の話が出て行動を開始したが、その中

心となったのが、初代事務局長の塩田衍氏と初代理事長の岡宏氏であった。昭和５１年には北見テニス協会設立

発起人会が発足し、北見市体育協会や軟式庭球協会と調整するなどして、昭和５２年１月３０日、宮澤郁夫先生を

初代会長として、北見テニス協会が産声を上げた。 

 以来４０年、多くの方々が協会の発展に尽力いただいたおかげで、着実に歴史を刻み今日を迎えている。その

概要を以下にまとめているが、多くの方との出会があり、また、楽しいテニスの輪が広がっている。これを機会に、

さらなる発展を祈念したい。 

 

３－１ 協会創立からの１０年間（昭和５２年～昭和６１年） 

＜協会名＞ 協会の設立に当たって、協会の名称でも苦労があった。当時、軟式テニスが北見庭球協会となって

いたこともあって、当協会は北見テニス協会として北見市体育協会に登録した。しかし、道協会から庭球協会とす

るように指導があり、軟式協会に名称の変更をお願いした。軟式協会に快諾いただき、他都市にならって硬式を北

見庭球協会とし、軟式は北見軟式庭球協会となった。しかし、昭和５６年に日本庭球協会が日本テニス協会となっ

たことから、北見庭球協会も名称の変更が求められ、当初の北見テニス協会に戻っている。軟式協会には申し訳

ないことをしてしまった。 

＜事務局業務＞ 当協会設立の立役者だった初代事務局長の塩田氏が、設立総会２か月後に心筋梗塞で帰ら

ぬ人となった。協会としては大きな痛手ではあったが、常本秀幸氏が後を継いで創立初年度の活動を開始してい

る。当時の資料が残っているが、ワープロもなく、議案書などは手書きで作られており、癖のある文字の議案書や

大会日程など、当時がしのばれる。いわゆるゼロックスでのコピーが高額の時代で、青焼きというコピーや、大量

の場合は大学の輪転機を借用し、

自前で印刷していた。多くは手

書きであったが、会則や会報な

どの正式文書は和文タイピスト

に依頼した。その後、簡易和文タ

イプライターが出てきたので、そ

れを使って原稿を作ったこともあ

る。調べてみると、昭和５９年の

議案書から手書きがなくなった

ので、このころ        から

ワープロ等を使ったのだろう。印

刷も平成４年頃から外注印刷に

なっており、事務局の仕事も少し

楽になっている。         

手作りの議案書（中央は設立総会議案書） 

＜コートの増設＞ 協会設立からの１０年間で苦労したのはコートの確保であった。東陵運動公園のテニスコート

は当時クレーコート６面しかなく、軟式が使っていて硬式が使うだけの面数がなかった。協会設立と同時に市にコ

ートの拡充を陳情した結果、現在の場所に６面増設することが認められた。完成までは北見工大や北海道糖業の
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コートを借りて講習会などを行った。現在の場所は当時屋外バレーボールコートだったが、バレーは屋内が主流に

なり使われていなかったので、早期に改修に取り組んでもらえた。６面増設されたが、軟式の会員数が多かったこ

ともあり、我々が常時利用できるのは３面となった。会員が２００人を超えていたため、待ち時間が長く、皆さんに迷

惑をおかけした。当時は第２次テニスブームの影響で会員が急増しており、昭和５８年には８００人近くが登録され

ている。 

 

創立からの１０年間の年表（昭和５２年～昭和６１年） 

 

協会設立当初より、使用可能なコート数が少ないことを気にさ

れていた宮澤会長から、ナイター照明２面分の寄贈があった。管

内初のナイターコートだったと思うが、これで会員も増えたようだ。

また、昭和５４年からは４面使えるようになったが、増加する会員

に応えられるだけの面数ではなかった。そこで軟式と共同でコート

増設を市に要望した結果、昭和５９年に軟式側に１面、硬式側に

シングルスコートが１面増設された。上側７面の内１面は両協会

共用ではあったが、これで６面使えるようになり、待ち時間がかな

り改善されて 

いる。夜間照明も昭和５４年に２面分、昭和５９年にも２面   宮澤会長から市長へ照明塔の寄贈 

分を自己資金で増設し合計６面が照明され、朝早くから夜間まで多くの方に楽しんでもらえるようになった。なお、

シングルスコートは大会運営に支障があったことから、既存コートのコート間幅を少し狭くして、ダブルスコートへの

改修をお願いし、昭和６３年に完成している。 

 

年号 トピックス 年号 トピックス 

昭 49 年 

昭 51 年 

 

昭 52 年 

 

 

 

 

 

 

 

昭 53 年 

 

 

 

昭 54 年 

 

 

 

 

昭 55 年 

 

・北見工大と北糖の交流試合が始まる 

・北見テニス協会設立発起人会発足 

 

・宮澤郁夫初代会長の下、北見テニス協会設立

・コート 6 面の新設を市に要望、軟式 9 面、 

硬式 3 面でスタート 

・宮澤会長より夜間照明２面分が寄贈される 

・道協会による講習会開催 

・全道都市対抗に初参加 

・塩田初代事務局長逝去 

 

・カワサキ専属北村元延テニス講習会 

・北見庭球協会に名称変更 

・コートハウス設置を市に要望し実現 

 

・コート４面が利用可能になる 

・協会費用で夜間照明 2 面増設、合計４面 

・九鬼潤プロによる講習会開催 

・蝶間林利男デ杯コーチテニス講習会 

 

・朝日生命テニススクール開催 

・全道都市対抗戦が 2 部制になる 

・日本庭球協会公認指導員を２人取得 

・日本女子連北海道支部創設 

昭 56 年

 

 

 

 

昭 57 年

 

 

 

昭 58 年

 

 

昭 59 年

 

 

 

 

昭 60 年

 

昭 61 年

 

 

・北見テニス協会に名称変更 

・全道都市対抗 2 部で優勝、1 部に昇格 

・第１回道東都市対抗戦、網走で開催 

・加藤幸夫プロテニス教室開催 

 

・ダンロップ全道大会女子伊藤・高木優勝

・岡宏氏が島根国体に出場 

・道東都市対抗戦北見で開催 

 

・全道都市対抗１部で敗れ、２部降格 

・スポーツ指導員 9 人誕生 

 

・軟式・硬式ともにコート７面への増設を 

市に要望し実現 

・ナイター設備を増設、硬式 6 面に配置 

・全道都市対抗 2 部で優勝、再び１部 

 

・佐呂間町、紋別市に講習会講師派遣 

 

・岡氏、45 歳以上で全道ランキング 1 位 

・岡宏氏山梨県国体出場 
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＜普及活動＞ 組織の設立初期はどのような組織でも課題

が多く、多忙な時期であり、当協会もコート整備やハウスの

設置など市との交渉にかなり時間が取られた。また、初心者

講習会も大変だった。 

講習会開催と言っても、コートが少なく指導経験者がいな

い状況であった。急遽、道テニス協会に講師の派遣を依頼し

て講習会を開催してもらった。また、市内のスポーツ店など

にプロ指導者の招へいをお願いし、九鬼選手（昭和５６年、

世界ランキング７４位）など著名なプロ選手にも来てもらった。

また、プロの指導者から講習     九鬼プロによるテニス教室 

方法の指導を受けるなどして、役員が中心となって、数多くの初心者講習会を開いている。これらの詳細について

は第９章を見てもらいたい。当時の日程表を見ると、おはようテニス教室、女性テニス教室、ナイターテニス教室、

ジュニアテニス教室、初心者講習会、室内テニス教室などがあり、いずれの教室も参加者が多く、役員は球出しに

てんてこ舞していた。役員の中には、朝の講習、夜の講習の他に大会のない日曜などにもサービス講習を開催し

ており、また、指導の希望があればコートに出向くなどして、家庭サービスを忘れてしまったような人もいたようだ。

幸い、昭和５５年に日本庭球協会の２級公認指導員が２人誕生し、その後も日本体育協会指導員なども増え、指

導体制が充実し、近隣協会の講習会に講師を派遣できるまでになった。 

＜強化活動＞ テニス協会としては普及活動と併せて、競技力の向上も必要

であり、設立初年度から全道都市対抗に出場して競技力の底上げを図ってき

た。その結果、協会設立４年目の昭和５６年には１部に昇格している。また、中

標津テニス協会にいた北見工大テニス部ＯＢからの提案を受け、道東地域の

テニスの普及・強化を目指して昭和５６年から道東都市対抗戦を実施している。

当初は４都市（釧路、網走、中標津、北見）であったが、現在は１０都市以上の

参加となっている。 

この頃は当協会員の全道大会への個人参加も多く、旭川や札幌の大会に

毎回数名の選手が遠征していた。そんな中で、昭和５６年には、岡宏氏と伊藤

信子さんが全道大会で優勝しており、お二人はその後も何度も優勝している。

また、岡氏は昭和５７年島根国体に成年男子の北海道の代表となり、昭和６１

年には壮年の全道ランキングで１位になっている。このように、男子岡氏、女

子伊藤さんの競技力の向上にけん引され、北見テニス協会の競技力も他都市

に負けないまでになってきた。           道東都市対抗の北見初開催 

 

３－２ 創立１０年～２０年の概要（昭和６２年～平成８年） 

 組織も１０年経つと安定期に入るのだが、確かに昭和５７年頃のテニスブームは沈静化し、会員数も４００人程度

で推移するようになる。しかしながら、思わぬ出来事が続いた創立１０年後からの１０年間であった。 

＜悲報＞ 当協会創立時より、物心両面で協会を支えていただいていた宮澤会長から、５期１０年間を機会に会

長職をバトンタッチしたいとの申し出があった。宮澤会長には、設立時より多くのご苦労をおかけしたこともあり、申

し出を尊重し、名誉会長として見守っていただくこととなった。昭和６３年からの会長であるが、宮澤会長からの推

薦もあり、岡氏に第２代会長をお願いし、快諾を得ることができた。これで、協会の競技力などが一段と向上すると

期待していた矢先に、岡会長は長期の治療が必要であることがわかった。衝撃だったのは、岡会長と宮澤名誉会

長が平成４年に相次いで病気で他界されたことである。協会の支柱を失ったのだが、これまで、ご夫妻で当協会

の発展に尽力されていた伊東秀雄氏に第３代会長を引き受けていただき、理事長、事務局長はじめ役員が一丸と

なって、この難局を乗り越えている。 
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＜１５周年記念誌発行＞ 平成３年に創立１５

周年を記念して記念誌を発刊することになり、

伊藤陽司氏と常本氏が中心となって、冊子の編

集に当たった。岡氏からは、他界される１か月

前の平成３年１２月、病床から寄稿いただいて

いる。また、宮澤名誉会長からも心温まる寄稿

をいただいたが、このころから体調がすぐれな

かったようだ。 

記念誌表紙の表題は書道家の荒木岑翠さん

に、中表紙には画歴のある油田優子さんにお

願いして書いてもらった。また、岡会長を偲ぶ常

本氏の詩が載せられた。記念誌は、多くの企業

からの寄付もいただき、平成４年４月に完成し、

千円で販売された。話題豊富な内容で評判が

良かったが、写真の仕上がりが悪くこの点は不

評だった。 

＜テニス環境＞ 創立１０年以降の概要である

が、市内のテニス環境が一変した。平成５年に

モイワスポーツワールドに砂入り人工芝コート

が４面できた。また春光町の河川敷や豊地にも

ハードコートが作られ、無料で誰でも使えるなど、他都市に誇れるテニス環境となった。また、民間でコートを作り

スクールを開設する人も出てきており、協会設立時を考えると隔世の感がある。普及活動の点で見ると、昭和６３

年時点で日本テニス協会   平成４年７月の会報（岡氏偲ぶ会と１５周年記念誌） 

２級公認指導員が５人、日本体育協会スポーツ

指導員（テニス）が８人となり、普及活動を組織

的に行えるようになった。    

また、北海道で開催された「はまなす国体」に

向けた審判員養成があり、6 人（岡、常本、時任、

因、伊藤直、松田）が公認審判員として認定さ

れ、平成元年に行われた野幌での国体で公式

審判員を経験している。基本はセルフジャッジ

でありスコアコールが中心だが、オーバーコー

ルができるシステムだった。１人２～３試合の割

り当てであったが、緊張の３日間であったが無

事終えたそうだ。 

＜競技力の向上＞ 競技力の向上であるが、

岡氏は病気が判明する直前まで大会に出て若

手の育成に気をかけていたが、平成になったこ

ろから、岡氏と互角に戦える人材が出てきた。

特に、皆川正広氏や長谷川智仁氏は、    宮澤名誉会長の訃報（平成４年１１月会報） 

岡氏と優勝を争うようになり、また、全道大会でも優秀な成績を収めるようになった。女性陣も伊藤さんの指導の

下、石川優美子さんや皆川縁さんなど数名の方が対外試合に出て優勝できるようになった。もちろん、壮年も岡氏

の後をついで高谷氏、常本氏ががんばっており、これらの戦力で平成３年の全道都市対抗では参加４０数都市中、

３位という輝かしい結果を残している。 

 女子連についてであるが、道テニス協会の役員などが中心となって、昭和６０年に日本女子テニス連盟北海道

支部が設立された。北見では、当協会発足時より婦人部が設けられその後女子部となり、女性向けの講習会など

を行っていたが、女子連からの呼びかけもあり、平成５年に石川地区長の下、北見地区を結成され、女子連の大
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会を実施するようになった。北見の女子連の戦績は常に全道でも上位に位置しており、転勤族の夫人の助っ人も

多かったが、都市対抗等での北見の戦力アップに大きく貢献してもらった。 

創立１０年から２０年の年表（昭和６２年～平成８年） 

年号 トピックス 年号 トピックス 

昭 62 年 

 

 

昭 63 年 

 

 

 

 

 

平元年 

 

 

平 2 年 

 

 

 

 

 

平 3 年 

 

・道東都市対抗戦北見で開催 

・ダンロップ全道大会壮年で岡・常本優勝 

 

・全道都市対抗戦で 1 部 4 位になる 

・宮澤氏から岡宏氏に会長が交代 

・コート改修に合わせナイター設備移設 

・日本テニス協会指導員５人誕生 

・日本体育協会指導員 8 人誕生 

 

・はまなす国体に審判員として 6 人派遣 

・網目の荒かったフェンスの改修 

 

・宮澤名誉会長、道協会の功労者表彰 

・ウインザーカップテニス大会に 

元財務大臣中川昭一氏が参加 

・北海道テニス協会創立 50 周年記念式典 

・北見体育協会創立 30 周年記念式典 

 

・元副会長、泉氏、鎌田氏逝去 

・全道都市対抗戦 1 部で過去 高の 3 位 

 

平 4 年 

 

 

 

 

 

 

平 5 年 

 

 

 

 

 

 

平 6 年 

 

 

 

平 7 年 

 

 

平 8 年 

 

・岡会長逝去 

・創立 15 周年記念誌発行と岡先生を偲ぶ会 

・宮澤名誉会長逝去 

・岡川恵美子プロテニスクリニック開催 

・伊東秀雄氏が会長に就任 

・宮澤家、岡家より協会に寄付をいただく 

 

・道東都市対抗戦北見で開催 

・全道都市対抗戦、2 部降格 

・全天候テニスコート要望の署名活動 

・故宮澤氏、岡氏、体協功労者表彰 

・女子連北海道北見地区が発足 

・モイワワールドに人工芝コート４面完成 

 

・全道都市対抗戦 2 部優勝、1 部返り咲き 

・日本テニス女子連の幹部が来北 

≪伊達公子プロ引退≫ 

 

・市に人工芝コートの陳情 

・全道都市対抗戦 1 部残留ならず 

 

・ダンロップ道大会で皆川・坂本Ａ級優勝 

・道東都市対抗戦北見で開催 

 

３－３ 創立２０年～３０年の概要（平成 9 年～平成 18 年） 

 この１０年間でのビックイベントといえば、平成１０年に東陵運動公園のクレーコートが砂入り人工芝コートへリニ

ューアルされ、同時に１６面に増設されたこと、もう一つは、平成１２年の第５１回全道都市対抗テニス大会が北見

で開催されたことではないだろうか。 

＜人工芝コート＞ コートの人工芝化については、平成

５年ころから署名活動を開始し、軟式協会とも連携して教

育委員会や議会に要望を出すなど活動している。 大の

課題は、軟式側、硬式側ともに７面から８面に増設するこ

とであった。困難な交渉であったが、現地調査なども行い

ながら、理事長の大島氏が中心となって実現にこぎつけ

た。特に硬式側の１６番コートは変則になることから、市の

担当部署は難色を示したが、全道規模の大会を考えると

全体で１６面のコートは必須条件であることを説明し、粘り

強い意見交換を経て、軟式側、硬式側ともに８面の砂入り

人 工 芝 コ ー ト が 完 成 し て い る 。                   

砂入り人工芝コート１６面と照明７面 

夜間照明については、市の予算は軟式、硬式側ともに４面分だったことから、協会として３面追加することになり、

伊東会長に一時払いをお願いし、現在の７面照明を実現している。これまでは高いポールをフエンスの外に設置

し、４本のポールから２面を照明していたが、ライトが目に入るといった苦情があり、新しいコートにはどのようなラ
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イト配置が良いか、業者の意見や他都市の例などを基に検討を重ねた。従来より設置費が高くなったが、コートご

とにライトをつける方式が良いということになり、現在の配置となった。 

コートのリニューアル・増設によって維持管理方法や使用料金が検討事項としてクローズアップした。市担当部

署と繰り返し意見交換を行い、両協会が適正な使用料金を支払うとともに、日常の維持管理を行うことで委託費を

もらう方式となった。この交渉には、主として当時の事務局長伊藤陽司氏が当たってくれた。その結果、年会費６０

００円程度で待ち時間もなくコートが利用できている。 

＜全道都市対抗の開催＞ 北海道テニス協会では、全道都市対抗テニス大会を札幌市以外でも開催したいとの

意向があり、北見市のコートが平成１０年に１６面に拡充されたことを知って当協会に打診があった。しかし、４０都

市以上が参加する大会であり、１６面のコートでは運営が難しいことから辞退も考えた。道協会からは網走テニス

協会と共同で開催することが提案され、両者で協議した結果、平成１２年の第５１回全道都市対抗テニス大会を北

見市と網走市スポーツトレーニングフィールドテニスコートで実施することになった。主催は道協会、主管は北見テ

ニス協会と網走テニス協会としたが、６０人にも及ぶ実働の役員を北見

テニス協会で構成し、常本氏が実行委員長となって準備を開始してい

る。北見市や網走市などの関係部署への協力依頼、大会支援のため

の寄付依頼、当日の運営体制や懇親会の余興（屯田太鼓）などついて、

役員打ち合わせやリハーサルを繰り返して開催にこぎつけている。参

加都市は１部～４部ま

で各８都市、５部１２都

市 の 計 ４ ４ 都 市 で 、       

参加選手は約８００人

であった。北海道テニ

ス協会からは多くの役

員 が 前 日 か ら         

全道都市対抗開会式

と大会プログラム表紙 

来北し、バックアップし

てくれた。第１日目のブロックリーグは北見と網走のコートで実施し、２日目の順位決定戦は北見で実施している。

雨模様の天候もあったが、多くの方の協力で大きなトラブルもなく大会を終えることができ、北見テニス協会の運

営力が評価された行事であった。 

＜広報活動＞ 協会では設立直後の昭和５２年３月か

ら会報を発行しており、会員に広く読まれていた。女子

連からも平成１２年に「WEATHERCOCK」という情報誌

が発行された。編集長は文才のある鶴田直子さんで、

イラストと少し辛口のコメントが面白 

          女子連の会報例 

かった。残念ながら事務局には９号までしかないが、この後

を持っている人がいたら事務局に提供してもらいたい。なお、

協会の会報は創立１５周年記念誌で一部紹介されているが、

事務局には２２号（昭和５９年７月発行）から５６号（平成１５

年７月発行）までしか保存されていない。古い会報をお持ち

の方は事務局に譲っていただければ幸いである。なお、平

成１６年４月から山田孝一事務局長が当協会ホームページ

を開設してくれており、会報に代わって 新の情報が提供さ

れるようになった。 

    

初代ホームページの表紙画面（現在のホームページは事務局野嶋氏が担当） 
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＜会長交代＞ 岡会長の後を引き継いでいただいた伊東会長から、就任１０年を区切りで会長辞任の申し出があ

った。伊東会長には全道都市対抗テニス大会やコート改修・増設などの事業を推進していただいたが、ご意向に

沿って辞任を受け入れた。役員会において後継者の推薦を求めたところ、高谷俊光氏にお願いすることが満場一

致で決定し、本人にも快諾をいただき、第４代会長が決まった。 

＜都市対抗の戦績＞ 協会の競技力がわかるのは、全道都市対抗や道東都市対抗での戦績になる。全道都市

対抗では平成１１年を 後に一部から遠ざかっている。特に、全道都市対抗では平成１６年には４部での戦いにな

り、選手も緊張して臨んだようだ。その後、３部から２部を漂流しており、再び 1 部に上がる時を待ちたい思いであ

る。道東都市対抗でも１４年間続いた優勝が途切れ、平成１８年に優勝しているものの準優勝が多い。なお、道東

都市対抗テニス大会は参加都市が広がってきたことから、平成１８年に北北海道都市対抗テニス大会と名称を変

更している。 

 

創立２０年から３０年の年表（平成 9 年～平成 18 年） 

年号 トピックス 年号 トピックス 

平 9 年 

 

 

 

平 10 年 

 

 

 

 

平 11 年 

 

 

平 12 年 

 

 

 

平 13 年 

 

・砂入り人工芝コート 16 面へリニューアル開始 

・道東都市対抗 15 連覇ならず、釧路に惨敗 

・全道都市対抗 2 部優勝、再び 1 部 

 

・砂入り人工芝コート 16 面、リニューアル終了 

・自己資金でナイター3 面増設、合計７面 

・賛助会員制度に 24 人登録 

≪松岡修造プロ引退≫ 

 

・全道都市対抗、残念ながら 1 部陥落 

・平 12 年全道都市対抗の北見開催決定 

 

・女子連情報紙 ”WEATHERCOCK”発行 

・全道都市対抗、北見と網走会場で開催 

・道東都市対抗戦に帯広市初参加 

 

・全道都市対抗、何とか 2 部残留 

・下込電気より、スピーカーの寄贈 

平 14 年

 

 

平 15 年

 

 

 

 

平 16 年

 

 

 

 

 

平 17 年

 

 

平 18 年

 

・伊東会長、体協功労賞受賞 

・全道都市対抗、3 部に陥落 

 

・高谷俊光氏が会長に就任 

・女子連創立 10 周年記念で日本テニス

協会姫井氏によるルール講習会 

・女子連 10 周年記念大会開催 

 

・山本育史プロの講習会 

・全道都市対抗、4 部で優勝 

・台風でコート周辺の樹木が倒れる 

・協会ホームページ開設 

・女子連伊藤慧子メモリアル大会開催 

 

・道東都市対抗戦を翌年度より北北海 

都市対抗とすることになった 

 

・北北海道都市対抗戦で久々に優勝 

・全道都市対抗、3 部で優勝 

・マナー・キッズテニス教室開催 

 

＜ジュニアの活動＞ この１０年間での特徴として、高校

生会員の増加、小中学生向けの講習会の充実が挙げら

れる。北見管内の高校に硬式テニス部ができたのは、協

会設立後数年たってからだったと思う。北斗高校、柏陽高

校、藤女子高校で作られ、その後北見工業高校が加わっ

ている。近郊の都市にも広がっており、置戸高校ではテニ

ス歴のある教員の赴任を契機に活動が始まっている。そ

のほか、斜里高校、佐呂間高校が加わって、平成１５年こ

ろで１５０人近い高校生が加入している。 

小中学生の講習会であるが、高谷会長の支援があった

のと、捧直美氏のような熱心な指導者がいて受講希        

ジュニアの講習風景   

望者が増え、５０人以上の子供がテニスを楽しんでいた。このころからジュニア用ラケットや空気圧の低いボール
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なども使われるようになり、Play & Stay というジュニア向けの指導方法が取り入れられるようになった。 

                     

３－４ 創立３０年～４０年の概要（平成１９年～平成２９年） 

＜創立周年事業＞ 近の１０年間であるが、創立３０

周年記念をどのようにするかから始まって、創立４０周

年事業をどうするかで終わることになる。３０周年記念

誌の発行の話もあったが、１５周年記念誌が出ている

ので、記念誌は４０周年か５０周年に発行することにな

った。結局、資料の散逸を考えると４０周年記念誌とし

て残すことが良いということになり、常本氏を委員長に、

これまでの理事長経験者を編集委員として編集作業が

始まった。また、現在の事務局及び部門長は実行委員

会委員として、実務的な作業を行うことになった。 

３０周年記念事業であるが、プロ選手の講習会と     

４人の女子プロによる講習会開催案内 

模範試合の開催ということで、４人の女子プロを招いて講習会を開催してもらった。講師は平木理化さ     ん、

岡川恵美子さんなど、日本のトップクラスの選手４人で、模範試合や、協会員相手の交流試合など多くの会員に楽

しんでもらった。 

 

創立３０年から４０年の年表（平成１９年～平成２９年） 

年号 トピックス 年号 トピックス 

平 19 年 

 

 

平 20 年 

 

 

 

 

平 21 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 22 年 

 

平 23 年 

 

 

 

平 24 年 

・創立 30 周年記念事業のプロテニス教室

（平木、岡川、吉田、宮内各女性プロ） 

 

・山本育史テニス講習会 

・福永二郎テニス講習会 

・全道都市対抗 3 部優勝、2 部に昇格 

≪伊達公子プロ復帰≫ 

 

・休憩用カーポート設置 

・山本育史テニス講習会 

・福永二郎テニス講習会 

・全道高体連テニス大会、北見で開催 

・全道都市対抗 2 部敗退、3 部に降格 

・道テニス協会創立 70 周年に会長参加 

・女子連８地区対抗戦で優勝 

≪杉山愛プロ引退≫ 

 

・小浦武志テニス講習会 

 

・厚谷郁夫氏が会長に就任 

・小浦武志テニス講習会 

・高谷前会長、体育協会功労賞受賞 

 

・全道都市対抗 2 部に昇格 

・小浦武志テニス講習会 

平 25 年

 

 

 

 

平 26 年

 

 

 

平 27 年

 

 

 

 

平 28 年

 

 

 

 

平 29 年

・常本秀幸氏が会長に就任 

・砂入り人工芝コート改修に関する協議 

・女子連創立 20 周年記念大会開催 

・女子連 WE LOVE SRIXON 全道大会で優勝

 

・砂入り人工芝コート全面改修開始 

・北見地区中学校テニス団体戦を開始 

≪錦織圭プロ全米で準優勝≫ 

 

・伊東元会長逝去 

・砂入り人工芝コート全面改修終了 

・長谷川洋一郎ジュニアテニス教室 

・伊東家より寄付 

 

・コートハウス改築で、市に要望書提出 

・市の Jr アスリートチャレンジ事業参加 

・長谷川洋一郎テニス講習会 

・第 33 回北北海道都市対抗戦開催 

 

・全道高体連テニス大会、北見で開催 

・北見市、北見市体育協会に寄付 

・第 34 回北北海道都市対抗戦開催 

・創立 40 周年記念誌発行 

・創立 40 周年記念親睦大会開催 

・コートハウス改築 

＜施設整備＞ コートや付帯設備の改修についても触れておきたい。ハウス前に休憩所として使っていたテントは、
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支柱等が弱いので平成２１年に堅牢なカーポートを

市の許可を得て設置し、市に寄贈する形をとった。コ

ートであるが、人工芝になってから２０年近くなり、水

はけの悪いところや、バックライン付近が磨滅してい

て危険な部分が増えてきており、改修の協議が始ま

った。国の補助事業で行うことになったが、全体の張

り替えは認められないとのことであった。傷みの激し

いところだけ改修との提案であったが、両協会と市と

で何度も意見交換を行い、パッチワークのような改修

を し な い よ う 強 く 要 望 し た 。 終 的 に は 、       

人工芝の全面張り替え工事中 

市スポーツ課等から国の補助事業部門への説明が

適切だったことから、フェンス内全体に近い張替が可能となった。さらに、コートハウスの改築を申請することになり、

両協会と市の関連部門と協議を重ねた。当初、中央付近に一棟を建て、軟式、硬式で共用する案であったが、国

の補助事業としては従来の２棟建てでないと難しいことがわかり、種々検討した結果、バリアフリーに対応したハ

ウスとして、現在の倍近い面積のハウスが建つことになった。平成２９年内には姿を見せることになるが、コート及

びハウスの改修に積極的に取り組んでいただいた市のスポーツ課及び関連部署に感謝したい。             

＜会長交代＞ 会長の交代であるが、高谷会長から継続年数や年齢もあって、当協会の会長を退任したいとの

申し出があり、高谷氏から常本氏の推薦があった。しかし、常本氏が仕事の関係でしばらく北見を離れることにな

ったため、急遽厚谷郁夫氏にお願いすることとなった。厚谷氏は突然のことで固辞されたが、常本氏が戻るまでの

ピンチヒッターなら、ということで第５代会長に就任された。会長職は２年間ではあったが、北北海道都市対抗の開

催やプロコーチによる室内講習会などをバックアップされ、平成２５年に長野県から戻った常本氏にバトンタッチを

している。 

＜ジュニアの活動＞ この１０年間での小中高生の増

加と競技力の向上は目覚ましいものがある。小中学生

（ジュニア）の指導は時間と根気のいる事業であるが、

捧直美氏が中心となって基本的な流れを作り、中塚ひ

とみさんや和田喜代子さんに引き継がれ、現在は和田

さんが中心となり、指導員を増やしながら組織的な活動

を展開している。帯広や釧路で開催されるジュニアの大

会に参加したり、当協会の高校生を含む大会に参加し

ているが、高校生を破って優勝する中学生も出てきて

いる。また、日本テニス協会が目指している中体連の

正式種目への加盟に北海道テニス協会と連携しながら

活動しているが、加盟のためには実績を作る必要があ

り、北見でも教育委  北見地区中学校テニス団体戦参加者とスタッフ 

員会やオホーツク中体連の後援のもとで、北見地区中学校テニス団体戦が開催され、平成２８年には男女とも全

道大会に参加するまでになった。 

高校生も急成長しており、全道大会でベスト８に入るような選手も出てきた。確かに、球のスピード、守備範囲の

広さなど、北見テニス協会一般Ａ級クラスを脅かす存在になっている。このような若手が北見に残ってテニスを続

けてくれると良いのだが、ほとんどの若者が北見を離れるのは残念なことである。また、北見に残ってもテニスを

続けない人が多いようだ。北見テニス協会の将来を考えると、どのようにして若者に入会してもらえるか考える必

要があり、ぜひ皆さんからも知恵をお借りしたい。近くに若い人がいたら、テニスは生涯スポーツであり、仲間を増

やす場でもあることを宣伝してもらいたい。 

   

４. 北見テニス協会の会員及び財務関係 
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４－１ 会員の動向 

＜テニスブーム＞ 世界のスポーツ人口を調べてみると、１位バスケット、２位サッカー、３位クリケット、４位テニス

となっている。日本ではウオーキング、ボウリング、水泳の順で、野球が１０位、テニスは卓球の次で１５位だそうだ

（平成２４年総務省）。テニスは軟式・硬式合わせての順位と思われるが、軟式２６０万人、硬式４００万人、併せて

約６６０万人（平成２５年日本テニス協会）がテニスを楽しんでいる。スポーツを始めるきっかけは色々あると思うが、

ブームに乗って始めた人もいると思う。第 1 次テニスブームは、現在の天皇陛下と美智子妃殿下が軽井沢のテニ

スコートで出会って結ばれたことがきっかけで起こったものだ。昭和３４年頃の出来事で、北見テニス協会は設立

されていなかったが、軟式テニス協会への加入者が増えたかもしれない。 

第２次テニスブームは、当協会が設立される少し前の昭和５０年に、沢松

和子さんがウインブルドンの女子ダブルスで優勝したのがきっかけだそうだ。

本協会の会員数もこのブームの影響もあって急増しているが、ブームの要

因としては沢松効果だけでなく、女性でも打ち返せるラケットの進化も見逃

せない。重くて、スイートスポットの狭いウッドから、軽くて反発性の良いカー

ボンに変わった時の驚きは今でも忘れられない。全国でテニス人口が急増

し、特に軽井沢や山中湖畔では農地をつぶしてコートを作った時代である。

北見テニス協会でも、グラフに示したように数年で会員は４倍に急増した。し

かし、昭和５８年の８００人近くがピークで、その後は定着せず平成に入って

からは４００人程度で推移している。残念ながら、一般会員は減少傾向であ

るが、平成１２年ころから「テニスの王子様」などの影響を受け、ジュニアが

増え始めている。特に、この数年は錦織圭選手の活躍で、小中高生が多く

なっているようだ。今が第３次のテニスブームかもしれないが、スポーツも多   

当時の皇太子様と美智子様 

様化の時代を迎えているので、第２次ブームのような会員の急増は望 （昭和３３年、軽井沢での一コマめないで

あろう。                         ネットの昭和毎日より転用） 

＜会員の構成＞ 会員の男女内訳を見てみると、協会設立間もない昭和５３年では男性 57.8％、女性 42.2％と男

性が多かった。会員がピークとなる昭和５７年には、男性52.8％、女性47.2％と女性比率が増えており、このころは

男子大学生が多かったので、一般会員の女性比率はもう少し高かったと思われ、ブームをけん引したのは女性だ

ったようだ。一方、平成２８年度の会員の男女比率は大学生、高校生を含めると男性 55.8％、女性 44.2％だが、一

般だけだと男性 53.8％、女性 46.2％となっており、男性会員が減少傾向にあり、今後の課題になる。 

創立１０年目と４０年目付近での会員種別比率を調べたのが以下の図である。第 2 次ブームも終わった昭和６２

年ころの会員が４５０人程度であったが、一般会員が 90％で、大学生が 8％程度、小中高生は数人程度であった。

平成２６年を見ると、会員数は４２０人であるが、一般会員の比率が 50％を切り、高校生会員が 40％に迫っている。

また、小中学生は、教室参加者の利便性を考え、ほとんどの小中学生を準会員としているが、その人数を含める

と 10％を超えている。小中学生の増加は、多くの方が指導にかかわってジュニア教室が充実してきたからであり、

さらに増えることも予想される。小中高生の増加はうれしいことであるが、一般会員の減少が問題である。一般会

員の平均年齢が高くなっており、若者の愛好者を増やさなければ会員は減少するのは明らかである。高校生が増

えているが、卒業後北見に残る人が少ないことと、残っても継続していないようであり、会員継続に向けた取り組

みも考える必要がある。 

余談だが、会員ピーク時には、大学生が１００人近く登録されていた。北見工大と北海学園北見大学にテニス部

があり、活発に活動していた時代で、多くの大学生が大会に参加していた。現在は、大学生の登録は 3％と少ない

が、時々レベルの高い大学生が会員になっており、大学院に残ると都市対抗に出られるので、会長が大学院に残

るよう説得している場面に出会ったことがある。 



20 
 

昭和６３年  ：夜間照明移設費用、約４０万円 

平成 ４年  ：１５周年記念誌発行 

平成１０年  ：砂入り人工芝コートへの改修時に夜間照明３面分寄贈（全体で７面）、約３５０万円 

平成１６年  ：借入金の返済８０万円 

平成１９年  ：創立３０周年記念事業 

平成２１年  ：休憩用カーポート設置 

平成２９年  ：創立４０周年を記念して、北見市と北見体育協会に合わせて１５０万円の寄付 

 

なお、協会創立４０周年記念と併せて、コートの改修、ハウスの増設を行っていただけたので、これらの事業へ

の感謝をこめて、北見市と体育協会にスポーツ振興のための寄付を行った。 

 

 旧ナイター（高いポールから照明）         新ナイター（センターにもポール配置） 

当協会が寄贈した新旧ナイター設備（冬季撮影） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            北見市への寄付伝達の新聞報道 

            （平成 29 年 6 月 9 日、伝書鳩より）  
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５. テニスの思い出＆クラブ紹介 

 

５－１ 会員からの寄稿 

 テニスとともの４０年 

                                             伊藤 信子 

創立４０周年記念誌への寄稿を依頼され、書き始めたのが

４月、余寒も薄らぎ、北国北見にもようやく春が訪れました。

当時を振り返ると、この時期は雪解けを気にしながら、測量・

ローラかけやラインテープ張り等々、短期間でのコート整備

の準備で忙しい時期でもありました。現在は、そのような天

候を気にすることもなくオムニコートの良さを改めて実感し

ております。   

私が北見テニス協会発足２年前に「えっ？ これが硬式のテ

ニスボール？」と手にしてから、土曜日の午後に職場でもあ

る工大の先生方から球出しをして頂き、初めてラケットを手

にした時から４２年が過ぎました。原稿提出にあたり、１５

周年誌をパラパラと開いて見ると懐かしい顔 顔 顔。多分、掲載されていた写真の中で全員の名前を知

っているのは、私と常本会長、あと数名? しかも、その私の記憶も危うくなり、 新の議案書で各大会入

賞者一覧をみても、顔と名前の一致も難しくなりました。 

少し過去の大会での想い出を記述したいと思います。          

当時の道大会は参加人数が多く、勝ち上がると一日の試合数は３セットマッチが 大単復４試合になり

ました。３試合目の９セットに入って３時間超えの試合もありましたが、疲労感はありましたが足がつる

事はありませんでした。長時間になると足を引きずり実力を発揮できなく、無念のリタイアを余儀なくさ

れる選手も多かったのです。ランニングはしていましたが、特に食生活に気を使って制限していたわけで

もなく、むしろケーキも食べ放題。過剰摂取（大食い？）でしたので遺伝？ これは両親に感謝です。 

また、ポイントの有る道大会の試合は５～７日間を要して、車のない私は列車か誰かの車に乗せて頂い

て出場しておりました。しかも、同時に終わるとは限らず、帰りは重い荷物を担いで夜汽車に揺られて早

朝に北見駅に着き、急いで着替えて職場に向かう事もありました。常本会長・岡元会長の車にはよく乗せ

て頂きました。ある時、札幌から試合終了直後に後部座席に乗せて頂き、途中旭川で夕食をとったのです

が、あとは寝ていたようで北見に着いて起こされ“ずいぶん寝るね－”と笑われたのを記憶しております。 

同じ大会に出場していた新井歌子さんとの想い出も一つ。旭川の大会で、私の準決勝が長引いてナイタ

ーになり、その夜に遅い食事をしょうと二人である店に入ってふと鏡に映ったのは、別人かと見間違うほ

ど灼けて黒光りをしている私の顔でした。５月の紫外線は余りにも強く二人で大笑いした事を懐かしく思

い出されます。新井さんは翌日応援してくれましたが、このように私は多くの方々に支えて頂きました。

この機会に紙面をおかりして心より深謝申し上げます。 

一応順風満帆で経過していたはずがつまずきました。４５才で女性特有のリュウマチを発症して、この

病気は朝からこわばり、手首・足首・肩、とにかく関節が痛くて握力もなくなり、医者からは運動禁止令。

しかし、不思議と深刻には考えず落ち込みもしませんでした。そんな 中、救世主が… 今は亡き工大の高

橋行雄先生が研究室の学生達に、昼休みや実験終了後に球出しをしているので、信子さんもリハビリと思

って来ませんか？と声をかけて下さいました。それをきっかけとして再びコートに立ちました。その頃に

は少しはラケットを握れるまでにはなってはいましたが、ガットの真ん中に当たらないと激痛で中断、そ

れでも休み休みながら先生は球出しをして下さいました。研究室の学生達とゲームを楽しむまでに徐々に

快復して行きました。現在も低気圧の関係で朝から強い痛みの日もありますが、自分なりに調整の術も判

り、そのへんは我が儘を許して下さる寛大な方々と現在もコートに立たせて頂いております。 

昨年、女子連の講習会に参加していた人と話をする機会があり同世代と知りました。新しい事柄に挑戦
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する前向きな姿勢には大変羨ましいやら驚きも。彼女には我々のお手本となるべく何時までも大いに楽し

んで頂きたいと思っております。 

現在はひと頃のテニスブームは落ち着いているようだが、北見協会の現状はジュニア育成にも力を注い

でいるようです。近い将来は北見から大選手が出るかもしれません。やればやるほどテニスは奥行きがあ

り楽しいが難しいスポーツです。また、力強く多彩なボールを打つ人も多くなり、メディァ＆スポーツ店

の戦略なのか、ウエアは機能性が高くデザインも斬新かつカラフルで、以前と比べようもなくコート上は

たいそう華やかになりました。 

私にテニスの楽しさと厳しさ、負けない戦術 を根気よく指導して下さり、ご自身でも妥協は許さない勝

負師でもあった、岡 元会長・高橋行雄先生には、悪性の憎き病魔に倒られました。復帰することを何より

も望んでおりましたが、かえすがえすも残念無念です。「相手より一打多く繋ぐと勝てる」とよく言われま

したが、言葉の意味は理解出来たが実践になるととても難しいことでした。 

試合で成績を残したい人、休日だけラケットを握っている皆さんも、頭脳を 大限活用して『錦織 圭』

のように上手くいかないかも知れませんが、楽しんで長らえるのが一番と思っています。 後になりまし

たが北見テニス協会の益々のご躍進と、会員皆様のご健康を切望して筆をおくことにします。 

 

   ジュニア 

   ２０代 

   ３０代 

   ４０代 

   ５０代 

   ６０代 

   ７０代   

   ８０代   
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オホーツクブルーのもと汗を流した３年間 

北見柏陽高校 女子硬式テニス部 

主将 鏡 凪紗 

 

 北見テニス協会創立４０周年おめでと

うございます。 

 日々、東陵運動公園テニスコートを管

理・運営して頂き、感謝申し上げます。テ

ニス協会役員の皆様には、各種大会の開

催・準備・運営をして頂き、私達は楽しく

テニスをすることが出来ました。 

 柏陽女子硬式テニス部は、現在１年生７

人、２年生１１人、３年生１５人、男子部

員は、１年生４人、２年生７人、３年生      ２０１７年５月高体連北見支部地区予選 

１５人、計５９人で日々、部活動に励んでいます。 

人数が多い分、限られた時間・コートでの活動はとても大変でしたが、一球一球集中し一人ひとりが「強

くなりたい！」という気持ちと目標を持てば、必ずレベルアップに繋がると思います。 

テニスは、技術だけではなく精神力も重要です。試合という本番で力を発揮するために練習を頑張るの

は当然なのですが、その練習の成果を出せずに負けてしまうことも多々あります。例え負けたとしても内

容によっては全力で戦うことによって悔

しさよりも先に楽しかった！という気持

ちになることもあります。後輩達には結果

だけではなく、そういった楽しいテニスを

心掛けて欲しいです。 

 今年の全道大会は、地元北見での開催と

いうこともあり、団体・個人戦共に全道出

場を果たすことが出来ました。また、多く

の部員達は全道レベルのプレーを観るこ

とが出来、この経験を糧に自分達の足りな

いものを見つけ日々の練習にに励んでく

ださい。 

２０１７年６月全道大会（北見開催） 

 

 私達３年生は、部活を引退し

ますが、テニスを通じて学んだ

ことを活かし、これからも歩ん

でいきたいと思います。 

 今までお世話になった顧

問・副顧問・外部コーチ・北見

テニス協会役員の皆様にお礼

申上げますと共に、私達を応援

し支えて下さった皆様に感謝

致します。また、北見テニス協

会の益々のご発展をお祈り申

し上げます。               ２０１７年北見柏陽硬式テニス部３年 集合写真 
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５－２ 活動中のクラブ紹介 

 

           「KYM」と私             河合 みさ子 

北見テニス協会 40 周年お祝い申し上げます。 
「KYM」というサークルは 32 年前、当時の女子連(伊東さん、新井さん、小林さん等)の講習会に参加し

た転勤族の奥様方、そして信太さん、長さんたちと立ち上げました。サークル名の由来はメンバー全員の

名前の頭文字(恵子の K、由美子の Y、みさ子の M 等)を取って名付けられました。 
あの頃は協会員の数も多く、使えるコートも限られていたため元北見

テニス協会長伊東秀雄さん宅のコートで奥様の定子さんに教えていた

だいたり、北光 NTT のコートで石川優美子さんに指導を受けていまし

た。そのほか先輩の皆様方にお世話になりながらテニスを楽しんできま

した。 
「KYM」で初めて挑んだのは東急レディースという参加人数 128 人

の大きな大会でした。私は長さんとペアを組みコンソレでしたが優勝し

プレートを頂き今でも宝物です。豪華な景品が出ることもこの大会の魅

力でした。 
当時のメンバーはほとんど北見を離れてしまったりテニスから遠い

たり、残っているのは数人になりました。テニスの後、

持ち寄った手作りのお菓子等をほおばりお喋りを楽しん

だあの頃が懐かしく思い出されます。 
さてその後 10 数年前からは「ホワイトリリー」さんと

協力しながら夏場、冬場と通年活動しています。近年は

名前の頭文字にこだわらず、テニス好きな同志を募って

男女 15 人のメンバーに恵まれています。この中には協会

の仕事に携わっている方、試合に出て活躍されている方、

平日だけ、土日だけと様々なスタイルでテニスを満喫し

ています。 
北見テニス協会の益々の繁栄を願っております。 

（写真を一緒に撮れなかった方：阿部、伊藤、熊耳、小

俣、山野、矢代、高橋さん） 

 
 

初心者歓迎！ テニスチーム弾丸                鹿内俊一郎 

テニスチーム弾丸は 2006 年、初心者講習会に

参加したメンバーが中心になって創立されまし

た。その際に掲げた目的は「北見市に初心者テ

ニスサークルを作ろう」でした。 

すくなからず北見市にテニスサークルはあっ

たのですが、テニスを始めたばかりの初心者が

仕事を終えて夜に活動するサークルはまだまだ

少なかったのです。 

ラリーも続かぬ初心者ばかり十数名で始まっ

た弾丸も、人が人を呼んで 30 人、40 人と瞬く

間に膨れ上がり、北見市で 大級の登録人数を

誇るテニスサークルになりました。 

1992.9.8 
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まだラリーが続かない初心者から飲み会要員から遠征マニアまで、これほど様々なレベルの人がいるサ

ークルも珍しいでしょう。決して強くはありませんが、レベルに関係なく楽しいメンバーに恵まれて、テ

ニスチーム弾丸はこれからも活動していきます！ 

 

 

ポリマーてどんな団体                      代表 杉本嘉久（以下：Ｘ） 

 「ポリマー？ 何？ 車のコーティング剤？」とか、当初は聞かれたものです。（笑） 
【ショージ】 
 Ｘが北見に来た１０年前頃は、「パブリッカーズ」というチーム名でした。それは単に「公務員が多いか

ら！」という理由でした。パブリッカーズは、「村上愼一」（以下：ショージ）がまとめていたチームです。

誰よりもテニスを愛しているショージの元には、たくさんのテニス好きが集いました。そのテニス好きた

ちは、ショージのおかげでテニス仲間を増やし、テニスを楽しませてもらいました。ショージは、みなさ

んご存じのとおり、他市への異動後に病魔に冒され、残念ながら帰らぬ人となってしまいました。 
【ポリマーへ】 
 パブリッカーズは、メンバーの変化に伴って公務員でない人も多くなってきました。 近は高校の化学

教師Ｘが代表をしていたので、Ｘの独断で化学用語への改名となりました。（※例えば、「モノマー」であ

るエチレンが「重合（擬人的に言うと、腕組みしていた人が手を広げて他人と繋がるようなこと）」をする

と「ポリマー」であるポリエチレンになります。「ポリ」とは「たくさん」という意味です。） 

 
 ポリメン（ポリマーのメンバー）には、ショージの分までテニスを楽しんで、ショージに見られても恥

ずかしくないように真剣に勝負をして、ショージのようにテニス仲間を大切にして、ショージのように明

るく笑って、ショージのように・・・いや、もうちょっと少なめに美味しい酒を飲んでくれたら嬉しいで

す。ショージの人柄がたくさんのテニス好きたちを繋げてくれたように、長く北見にいる人から転勤族ま

で、プロから初心者まで、老若男女がポリメンを通じて繋がれば・・・。北見地方のテニス好きたちが「重

合」することに、ポリマーの存在が役立っていきますよう。 

  
 
 
 
 
 
 
 

北海道置戸高等学校テニス部                     顧問 杉本嘉久 

【置戸高校のテニスコート】 
 高校の敷地内に２面もある。しかし、土が死んでいる。何をしても土が固まらないので、今は放置状態。

その結果、草がボーボー生えている。「へぇ～！ここってテニスコートだったんだぁ！」と生徒談。残念っ！ 
【置戸町のテニスコート】 
 ナイター照明代を含め町民は無料！しかし、隣接する山の斜面から雪解け水が流れ続けているとのこと

で、春になってもオープンするのは６月の中旬頃。当然、高体連支部大会には間に合わない。残念っ！ 
【置戸町ファミリースポーツセンター】 
 町外の方がアリーナを使用するのが難しく、町民が板床の練習をしたい時には重宝する。しかし、昨年

度は改修工事をしていたので、ひと冬ず～っと使えなかった。う～ん、残念っ！ 
【置戸高校テニス部】 
 この１０年、テニスを一生懸命にする先生が顧問をしている。しかし、現在の部員は３年生が２人だけ
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で、６月からは活動休止。来年度からは無くなる

んじゃないかな・・・。まことに残念っ！ 

 
 残念過ぎる「置戸高校テニス部」ですが、多く

の方に支えられてこれまで活動することができま

した。生徒達には、ほとんどラケットを買わせた

ことがありません。北見テニス協会の会員の方に

お古のラケットを多数いただいて、それを使わせ

ていただきました。大会等の際にはよく声を掛け

ていただき、また相手もしてもらいました。本当

にありがとうございました。たくさんの愛情をい

ただいて、それぞれ３年間の活動をさせていただ    平成２８年高体連支部大会にて 
いた置高テニス部卒業の「介護福祉士」たちは、みな明るく元気に全道各地で頑張っています。将来、置

戸高校テニス部が復活した際には、また変わらぬご支援をよろしくお願いします。 
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６. 歴代の役員 

 

６-1 歴代会長、副会長、理事、事務局長 

 会長をはじめとした主要役員を一覧にしたが、多くの方がかかわって創立４０周年を迎えている。役員

皆さんの横顔も紹介したいところであるが、紙面の関係で会長だけとしたことにご理解をいただきたい。 

 

＜初代 宮澤郁夫氏＞ 当協会の創立に当たって、大学、北糖、市役所、市内有志で発起人会（岡、塩田、

常本、斉木、小沢、横山、伊東、公平）を発足し、規定などを定めたが、初代会長を誰にするか意見交換

があった。発起人会の中からとの提言もあったが、初代会長は協会の今後を左右することから、北見市体

育協会会長の白川久成氏（白川整形外科院長）に適任者の推薦をお願いした。早々に宮澤郁夫氏（宮澤眼

科医院長）が推薦され、岡氏が中心となって２度、３度と自宅に

お伺いした。当初は固辞されていたが、岡氏らの熱意に動かされ

初代会長を引き受けていただいた。 

オホーツク圏には眼科医が少なく、遠くから来られる患者さん

も多く多忙を極めていた。また、病院の新築などが重なり、大変

な時期にもかかわらず、会長を引き受けていただけたことに感謝

している。会長就任後は、趣味のゴルフの回数を減らし、積極的

に協会の行事に参加いただくとともに、休日には本人及び家族も

テニスを始められた。時々、長女の由紀子さんの球出しをされて

いる姿を拝見している。宮澤会長のテニスの向上はそこそこだっ

たが、由紀子さんはどんどん強くなり、高校時代に当協会の大会

で優勝や準優勝を経験している。                宮澤会長から寺前市長に寄付目録 

また、会長は会員拡充にも積極的で、特に、病院関係者や飲食関係者の女性に声をかけていただき、か

なりの方に入会してもらった。ただし、その方々の指導は当時の理事長や事務局長の役割になっており、

うら若き女性の個人指導を喜んでやっていたのか、戸惑っていたのか聞きたいものである。 

会長は、協会設立時よりコート面数の少ないことを気にされていて、夜間も使えるよう照明塔を２面分

設置され、市に寄贈された。コート不足に悩んでいた協会としても大きなプレゼントをいただいたと言え

る。５期１０年間で会長を終え、昭和６３年から名誉会長をお願いしていたが、平成２年ころから体調を

崩され、残念ながら平成４年に帰らぬ人となった。なお、宮澤名誉会長の長男夫人は、現在協会理事をさ

れ、女子連北海道支部北見地区長として活躍いただいており、親子２代で協会の発展に貢献してもらって

いる。 

 

＜2 代目 岡宏氏＞ 宮澤会長が１０年間の節目で引退されることにな

り、岡氏が昭和６３年に会長に就任している。当協会設立以来、協会運営

面での基礎を築かれ、また、競技力においては北見に岡ありと言われる方

であった。日常は北見工大教員として教育研究に励んでいたが、土日にな

ると講習会講師として、協会大会の選手としてまた大会運営者として、さ

らには対外試合への遠征など、まさにテニス中心の生活を送られていた。

もともとは柔道とか登山をされていた方で、その体力は鉄人 28号といわ

れるほどであった。その鉄人ぶりの一例であるが、斜里岳登山で高山病に

かかった話がある。高々1500ｍの山で高山病はないと思われるだろうが、

実は走って登ったため、高度順応が追い付かなかったとのことだ。この類

の話はいろいろあるが、スポーツ万能選手であり、向上心が強く、あっと

いう間に北海道の壮年部門のチャンピオンになり、国体選手としても活躍

された。ただ失敗談もある。昭和５９年の函館開催の第３５回全道都市   全日本選手権での雄姿         

対抗では、２部で戦ったが、２日目は１位、２位決定戦に進むことになった。相手が深川と決まって安心



28 
 

し、盛大に前夜祭をやってしまった。監督の岡氏をはじめ多くの選手が二日酔いの状態になり、この気の

緩みに鉄拳が下り、１部昇格を逃してしまった。それ以来、１日目のレセプションでのお酒には気を付け

るようになったそうだ。 

 岡氏は普及活動にも取り組まれ、昭和５５年には日本テニス協会の２級指導員を常本氏とともに取得し、

講習会でも中心的な役割を担っていた。また、昭和６３年には公認審判員の資格を取り、平成元年に行わ

れた「はまなす国体」の公式審判員も経験されている。しかし、その年の暮れに病巣が見つかり、 先端

の治療を受けられたが残念ながら回復には至らなかった。平成４年に他界されたが、ご遺族から多額の寄

付をいただいた。本来なら協会からお礼すべきところであっただけに感謝に耐えない。 

 

＜３代目 伊東秀雄氏＞ 岡会長の急逝を受け、この難局を引き

受けていただいたのが伊東秀雄氏である。伊東会計事務所の所長

として多忙な方であったが、快諾いただいた。当協会設立時の発

起人でもあり、その後、事務局長や副会長もお願いしている。な

お、会長には定子夫人という心強い助っ人がいらっしゃって、ま

さに会長秘書として事務的事項を引き受けていただいた。 

伊東会長は軟式テニスをされていて、すばらしい戦績を残され

ていたが、当協会ができてからは硬式テニスに夢中になられ、軟

式テニスは忘れたと言っていた。会長は軟式時代に後衛を得意と   中川代議士と試合中の伊東会長 

しており、そのプレースタイルは硬式になっても貫き、全道大会や都市対抗でも結果を残している。実は、

事務所職員の福利厚生の一環として、自宅にコート１面を作られた。職員向けと言いながら、一番はご夫

妻の福利厚生だったのではなかったかと推察している。このコート、大会で市のコートが使えない土日な

どには役員打ち合わせを理由に、おやつや飲み物付きでテニスを楽しませてもらった。 

伊東会長には、平成１０年コートが１６面になった時もお世話になった。コート改修時に市が設置する

夜間照明は軟式、硬式各々４面だけとなり、これまでの面数を確保できないことがわかった。そこで、３

面分を協会負担で設置し市に寄贈することになったが、使える資産が少なかった。その際、伊東会長から

無利子、無期限での資金の申し出があり、７面に照明を配置することができた。 

 

北見テニス協会歴代会長、副会長、理事長、事務局長 

会長 副会長 理事長 事務局長 

昭５２年 初代 宮沢 郁夫 鎌田 正甫 大野 武雄 泉 近 岡 宏 塩田 衍 

昭５４年 宮沢 郁夫 鎌田 正甫 大野 武雄 泉 近 岡 宏 伊東 秀雄

昭５６年 宮沢 郁夫 鎌田 正甫 大野 武雄 泉 近 岡 宏 大島 俊之

昭５８年 宮沢 郁夫 鎌田 正甫 大野 武雄 伊東 秀雄 岡 宏 常本 秀幸

昭６０年 宮沢 郁夫 鎌田 正甫 伊東 秀雄 岡 宏 鈴木 輝之

昭６２年 宮沢 郁夫 鎌田 正甫 岡 宏 伊東 秀雄 常本 秀幸 伊藤 陽司

平元年 ２代 岡  宏 伊東 秀雄 常本 秀幸 湯浅 健司

平３年 岡  宏 時任 重興 高谷 俊光 伊東 秀雄 常本 秀幸 湯浅 健司

平４年 ３代 伊東 秀雄 時任 重興 高谷 俊光 常本 秀幸 湯浅 健司

平５年 伊東 秀雄 時任 重興 高谷 俊光 常本 秀幸 大島 俊之 伊藤 直人

平９年 伊東 秀雄 大島 俊之 常本 秀幸 高谷 俊光 伊藤 陽司

平１３年 伊東 秀雄 大島 俊之 常本 秀幸 高谷 俊光 山口 茂利

平１４年 伊東 秀雄 大島 俊之 常本 秀幸 高谷 俊光 山田 孝一

平１５年 ４代 高谷 俊光 大島 俊之 常本 秀幸 伊藤 陽司 山田 孝一

平２１年 高谷 俊光 大島 俊之 山田 孝一 山田 孝一

平２３年 ５代 厚谷 郁夫 大島 俊之 山田 孝一 山田 孝一

平２５年 ６代 常本 秀幸 大島 俊之 高谷 俊光 伊藤 陽司 湯浅 健司 伊藤 直人

平２７年 常本 秀幸 阿部 正孝 高谷 俊光 湯浅 健司 伊藤 直人

平２９年 常本 秀幸 阿部 正孝 高谷 俊光 宮澤つぼみ 湯浅 健司 福田 哲也
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伊東会長ご夫妻には、協会設立時より多くの仲間に入会を勧誘していただき、楽しいテニスの輪を広げ

ていただいた。当時の方々は現在７０～８０歳近くになったが、今も数名の方がテニスを継続されており、

テニスが生涯スポーツであることを証明してくれている。残念ながら伊東会長は体調を崩され、平成２７

年に他界されたが、数々のご支援に感謝したい。さらに、ご遺族から協会に多額のご寄付と自宅コートで

使っていたネットも寄贈していただいたことに、紙面を借りお礼を申し上げたい。 

 

＜４代目 高谷俊光氏＞ 高谷俊光氏は、昭和５９年に転勤で札幌から北見に来られ方である。札幌の(株)

クワザワ時代は、会社の野球部の主力選手だったそうだ。社内にテニス愛好者が増え、ある時、付き合い

のつもりでラケットを握ったが、その面白さに夢中になったようだ。内緒だが、若い女性のスコート姿に

も魅かれたようでもある。テニスのスタートは４２歳と遅かったが、抜群の運動神経で、あっという間に

上達し、北見に赴任された間もない朝の大会で優勝している。その後、当協会壮年のトップとなって、都

市対抗や対外試合でも多くの結果を残している。高谷氏も２代目岡会長と同様スポーツ万能選手で、野球

のほかにもバレーボール、卓球、バスケット、ゴルフといずれも大会に出られる実力を持っていた方であ

る。また、社交ダンスや軽スポーツの指導員の資格を有しており、今もこれらの活動を続けている。 

会長の引継ぎであるが、伊東会長が１０年の節目に退任されたため、会員からの信望の高い高谷氏にお

願いすることになった。平成１９年の創立３０周年記念では、プロ選手による講習会を実施され、多くの

方に参加してもらったが、講師の接待や当日の運営など物心両面でご苦労いただいた。 

また、ジュニアや女子連などの活動を支援されて

おり、小中学生へのスクールが定着したのも高谷会

長の尽力によるものである。女子連関係では、平成

２５年の女子連の WE LOVE SRIXON テニス全道大会に

同行されているが、北見市は試合での優勝ばかりで

なく、夜の都市対抗余興の部でも優勝している。こ

の時、選手に出し物のダンスの指導をされたのも高

谷会長であった。 

また、高谷会長が施設担当だった時、スコアーボ

ードを１６面分用意することになった。市販のもの

は高価でまた使いずらかったので購入はあきらめた   ダンロップ全道大会で岡氏とペアーで戦う 

が、高谷会長は、知人の職人に教えてもらいながら現在使っているスコアーボードを手作りされ、協会に

寄贈された。作りが良かったので４０年近く問題なく利用できている。なお、スコアーカードの文字版は

現在ジュニアの指導をされている山崎隆司氏が作ったそうだ。 

会長退任後、早朝テニスや冬季の室内テニスを楽しまれているが、体力の衰えもあって長時間は無理だ

と話されているが、長くテニスを続けてもらいたいものだ。 

 

＜５代目 厚谷郁夫氏＞ 高谷会長から在任期間が長くな

ったのと、７５歳を機会に退任したいとの申し出があり、

常本氏に後継者の打診をしたようだ。ところが、常本氏が

北見を数年離れることになり、急遽お願いしたのが厚谷郁

夫氏である。 

 厚谷氏は北見工大時代からテニスを続けられており、当

協会の大会でも活躍され、ダンロップの全道大会にも出場

されている。特に若手キラーで、粘り強いテニスと時々繰

り出す左手でのボールさばきに翻弄され、負けて落ち込ん

だ対戦相手が何人かいたようだ。 

 平成２３年に会長をお願いしたが、北見工大の学長を退

任された後、オホーツク財団の理事長をなさっており、そ   ダンロップ全道大会で活躍（前列中央） 
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のほかにも北見文化連盟の会長やオクトーバーフェスティバルを実施している日独協会の会長などで多忙

な中で、常本氏が戻るまでの期間なら、ということで引き受けていただいた。 

 会長時代には北北海道都市対抗があり、その運営を統括してもらったほか、プロの講習会開催の支援も

されている。土曜日など時間を見つけてコートに来られたが、話題豊富な方でテニスより話に花が咲いて

いることもあった。ここ２～３年は、心臓に負担がかかることと、視力の低下もあってテニスをされなく

なったが、定期的に散歩をされるなど健康管理には気を使われている。 近は囲碁を楽しまれているそう

だが、勝負強い方なので、ここでも若手キラーになっているのではないだろうか。 

 

＜６代目 常本秀幸氏＞ 協会設立発起人会の中で、今もテニスを続けているのは常本氏だけになった。

自動車会社の技術者から北見工大の先生に転身したが、当時としては珍しい転職であった。昭和４９年に

大学に赴任したが、仲間がいなかったので、仲間作りに翌年からテニス同好会に加入したそうだ。３３歳

でのテニスデビューになるが、テニスに夢中になり、一時は早朝テニスで汗を流し、昼休みは大学でテニ

スを楽しみ、夕方にコートで球出しをしていたようだ。噂によると、幼稚園に行っていた長男が父親の仕

事を尋ねられた時に「体育の先生」と答えたとか。それ以来、ジャージでの出勤を止め、ネクタイをして

大学に行くようになったと言っていた。 

２代目会長岡氏とともに、テニス漬けの日々だったようだが、壮

年になってから岡氏とペアーを組む機会が増え、北海道毎日トーナ

メント選手権大会、ダンロップトーナメント北海道決勝大会、北北

海道テニス選手権大会などで優勝を重ねている。本人は、「親の七光

り」ではないが「岡の七光り」だと言っている。 

 当協会設立時より、岡氏と二人三脚で協会をけん引してきた一人

であり、協会の状況にも詳しいことから、４代目会長の高谷氏から

後任者として推薦されていた。ところが、北見工大退任後、長野県

の信州大学から声がかかり、２年間の予定で出向くことになった。

結局１期２年のつもりが、居心地が良かったこともあったのか２期

４年間となり、平成２４年に北見に戻ってこられた。 

 常本氏が帰北した１年後の役員改選に合わせて、厚谷氏からの推

薦で、６代目会長に就任している。厚谷氏と常本氏は不思議な縁が    常本氏全盛期の一コマ 

あり、大学でも厚谷氏の役職を常本氏が引き継ぐことが何度かあり、テニス協会の会長も同様な結果とな

った。常本会長は、創立４０周年記念とコートやコートハウスの改修、改築を進めることを目標にしたい

と総会でも話をされていたが、運よく、国の補助事業でコートが改修され、コートハウスも改築されるこ

とになった。まさに、創立４０周年記念のビックなプレゼントになった。 

本人は腰や肩を痛め、その上視力も衰え、思ったようなテニスができないと嘆いているが、長くテニス

を続けられるよう願っている。 

  

６－２ 歴代部門責任者 

 当協会の役員組織は、現在、会長、副会長、理事長、監事、部門理事と

部門幹事、顧問で構成されている。これまでの役員全てを記載することに

なると、ページ数が相当数増えるので、ここでは歴代部門責任者のみ一覧

表にまとめた。 

部門構成であるが、現在は６部門であるが、当初、事務局の他に総務部、

会計部を置いた。その後、昭和５５年に規定を改正し、総務部と会計部の

業務は事務局内で担当することとした。したがって、これら２部門は以下

の部門一覧表には記載せず、事務局の方に載せている。 

＜競技部＞ 協会部局の中で負担が大きいのが競技部である。設立当初の

大会数は８大会程度であったが、現在は１３大会に増えている。競技部   競技運営中のハウス内 

には、参加募集から始まり、シードの決定、組合せ抽選、ドロー表の作成、オーダーオブプレーの作成、
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スポンサーへの連絡、副賞や楯の購入、大会当日の運営、賞状作成、ポイントの付与、結果の公表などの

煩雑な業務を担当してもらっている。大会当日は、天候を気にしながら早朝から集まってもらい、ネット

の張替から始まり、大会終了後の後片付けまでお願いしている。幸い、平成２７年度からジュニアの大会

は高体連の方々に運営してもらっており、また、競技部の申合せも整理されてきたので、多くの方に競技

運営を経験してもらいたいと思っている。 

 

北見テニス協会歴代部門責任者 

競技部 強化部 普及部 施設部 少年婦人部 ジュニア関連 

昭 52 年 常本秀幸 斉木四郎 池端治雄 公平光行 本間恒行 

昭 53 年 鶴原幹也 佐々木皓几 公平光行
婦人部 

本間恒行 

学生部 

内藤明夫  

昭 54 年 鈴木輝之 佐々木皓几 田中俊幸

昭 55年 鈴木輝之 池端治雄 田中俊幸

昭 56年 鈴木輝之 池端治雄 水元尚也

昭 58年 鈴木輝之 池端治雄 大島俊之 阿部正孝

昭 60年 常本秀幸 池端治雄 時任重興 阿部正孝
女性担当 

伊東定子   

昭 61 年 常本秀幸 因 芳広 時任重興 阿部正孝 伊東定子 

昭 62 年 湯浅健司 皆川正広 因 芳広 高谷俊光 伊東定子 

平元年 皆川正広 伊藤陽司 因 芳広 高谷俊光 伊東定子 
ジュニア担当 

時任重興  

平３年 因 芳広 小俣雅嗣 土田雅人 平田茂 新井歌子 小林恒雄 

平５年 伊藤信子 湯浅健司 土田雅人 信太寿雄
女子部 

石川優美子 
小林恒雄 

 

平６年 伊藤信子 湯浅健司 皆川正広 信太寿雄 石川優美子 小林恒雄 

平７年 長谷川智仁 皆川正広 山崎隆司 信太寿雄 山野郁恵 
ジュニア部 

坂本 一 

ベテラン部

高谷俊光 

平８年 長谷川智仁 皆川正広 山崎隆司 信太寿雄 山野郁恵 坂本 一 高谷俊光 

平９年 福田哲也 長谷川智仁 皆川正広 信太寿雄 山野郁恵 坂本 一 常本秀幸 

平 10 年 福田哲也 長谷川智仁 皆川正広 信太寿雄 高橋真由美 坂本 一 常本秀幸 

平 11 年 海野 容 永山 誠 竹江仁博 平田 茂
女子連/女子部

高橋真由美 
坂本 一 山野 擴 

平 12 年 海野 容 高谷俊光 竹江仁博 阿部正孝 宮田雅代 坂本 一 山野 擴 

平 13 年 海野 容 湯浅健司 福田哲也 阿部正孝 宮田雅代 佐藤辰美 山田孝一 

平 14 年 百武欣二 湯浅健司 福田哲也 阿部正孝 宮田雅代 浅野善博 山田孝一 

平 15 年 永山 誠 福田哲也 古米圭介 阿部正孝 宮田雅代  浅野善博 

平 16 年 永山 誠 福田哲也 古米圭介 阿部正孝 宮田雅代 菅 英之 

平 17 年 徳田 奨 福田哲也 阿部正孝 宮澤つぼみ 菅 英之 

平 18 年 脇 伸一 福田哲也 阿部正孝 宮澤つぼみ 佐藤靖尚 

平 19 年 尾藤清光 福田哲也 伊藤陽司 阿部正孝 宮澤つぼみ 佐藤靖尚 

平 20 年 尾藤清光 福田哲也 佐藤振一郎 阿部正孝 宮澤つぼみ 渥美 浩 

平 21 年 永山 誠 村上慎一 阿部正孝 宮澤つぼみ 

平 23 年 熊谷淳史 福田哲也 阿部正孝 宮澤つぼみ 

平 25 年 宮澤つぼみ 中塚ひとみ 福田哲也 宮澤つぼみ 

平 27 年 宮澤つぼみ 和田喜代子 福田哲也 宮澤つぼみ 
ジュニア担当 

竹腰信介  

平 29 年 脇 伸一 和田喜代子 横山周平 宮澤つぼみ 竹腰信介  

  

＜強化・普及部＞ 強化部と普及部に関しては、合体したり分離したりしているが、強化部は対外試合の
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ための強化練習などが中心となり、普及部には講習会の企画運営を担当してもらっている。その年度の役

員の人選なども影響して、分離したり一体化したりしている面もあるが、強化責任者と普及責任者を置く

のが良いようである。 

講習会は一般向け、女性向け、ジュニア向けなど多く開催されており、詳細は協会行事のところに示し

ている。 近はジュニアへの指導が充実した反面、一般向けの講習会への参加者が減少しており、会員増

強のための活動も検討する必要がある。 

＜施設部＞ 施設部は主として年度当初のコート整備とコート納  

めが主業務になるが、適正なコート利用を啓発したり、日常のコ

ート管理にも気を配ってもらっている。クレーコート時代には、

春の一大行事であるコート整備を仕切ってもらっていた。また、

施設部には、冬季の練習場の確保や冬季練習日のシーズン券の管

理などもお願いしている。施設部は、コートの改修やコートハウス        

の改築などの関係もあり、これまでは市役所の方に責任者を担当し     冬季利用券の発行 

てもらっている。      

＜女子部・女子連＞ 協会設立時にはジュニアや女性に対する部門として、少年婦人部という古風な名前

の部門があった。翌年、婦人部と学生部に分かれたが、両方とも１年間だけの部門となった。その後、昭

和６０年に、強化・普及部内に女子担当が置かれ、平成５年に女子部として独立している。この年度に、

女子連北海道支部北見地区が結成されている。女子連とテニス協会は別組織だったことから、協会の議案

書では女子部となっていたが、平成１１年からは女子部・女子連と明記されるようになり、女子連の行事

記録も議案書に記載されている。 

＜学生部＞ 協会設立時は、大学生と高校生を意識して学生部が設けられたが、大学生は学内コートで活

動することから、短期間で廃部となり、高校生はジュニア部で担当することになった。ただ、昭和５８年

から平成１２年まで、大学生の代表を競技部理事に任命し、大会運営をバックアップしてもらっていた。 

＜ジュニア関係＞ ジュニア部門であるが、高校生と小中学

生への対応がその時々で変化している。平成元年に強化・普

及部内にジュニア担当が置かれたが、主として小中学生の指

導を想定していた。しかし、高校での部活が盛んになり、平

成７年には高校生への支援を主眼にジュニア部が誕生したよ

うだ。平成２１年にジュニア部はなくなったが、高校生の活

動が盛んになっており、平成２７年には競技部内にジュニア

担当理事を置いて、ジュニア関係の大会運営をお願いしてい

る。一方、強化・普及部の中では、小中学生を対象とした教

室を精力的に実施しており、ここ数年は部門責任者にジュニ       ジュニアの講習風景 

ア担当を兼任してもらっている。       

＜ベテラン部＞ ベテラン部が平成７年に作られた。年配者で早朝テニスをされる方とか団塊世代の方に、

テニスを通して交流の輪を広げてもらうことを目指したと思われる。１０年近い活動でその役目を終え、

平成１５年に部はなくなった。 

 

 なお、平成１５年から事務局から独立して企画部が置かれているが、事業内容としては事務局との関連

が深いので、次の事務局の行事担当・企画部のところに記載した。 

 以上のように、４０年の歴史の中で、その時代や人材に併せて組織構成が変更されているが、次項の事

務局担当者を含め人選を見ると、長期にわたって同じ方に継続してもらっており、次の時代を見据えた人

材配置が求められるところである。 

 

６－３ 歴代事務局、企画部及び監事 

＜事務局長＞ 事務局長は副理事長も兼ね、協会行事全般を支援するとともに、北見市体協や軟式協会と

の調整などを担当するが、具体的な部分は事務局内の担当理事が実行する場合も多い。 

北見 花子 
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＜庶務担当＞ 協会設立時に設けられた総務部及び改正後の事務局内庶務担当は、主として総会や理事会

のための資料作成や日程調整を行うが、各部門からのデータをまとめ、原稿作成から印刷手配、さらには

資料郵送などの業務をお願いしている。なお、昭和６２年から平成３年まで担当がいなかったが、事務局

長が兼務していた時代である。 

＜会計担当＞ 当初あった会計部も規定改正で事務局内の会計担当となったが、一般会計と特別会計の収

支を担っている。年度当初に各部局に予算案に応じた資金を配分し、年度末に調整するが、臨時の支出な

どがある場合は、理事長等と相談して対応している。また、 近は、冬季室内利用者の使用料の集金もお

願いしている。当協会は、一般会計の収支規模が７００万円と大きく、特別会計も７００万円近い余剰金

を有しており、資金規模の大きな任意団体である。会計担当には、これらの資金を細部にわたり管理して

もらっており、３月末の決算までご苦労をかけている。 

＜会報・広報担当＞ 協会の状況を会員に知

らせる活動は、設立時は会報という形で行っ

ていた。Ｎｏ．1（昭和５２年３月２８日付

け）は岡理事長の手書きであったが、協会の

現況をわかりやすくまとめて報告されてい

る。その後事務局に会報担当を置き発信して

もらったが、イラストが入った会報は面白く、

広く読まれていた。 

協会設立当初は会報の発行回数も多かっ

たが、その後は年に１～２回となった。３０

年近く続き、６０号近くまで発行されている。

なお、会報担当を置いたり置かなかったりし

ているが、置かれなかったときは理事長や事     岡理事長直筆の会報Ｎｏ．1の一部抜粋 

務局長が兼務して発信していた。会報が発行されなくなったのは平成１６年以降になると思うが、代わり

に当時の山田事務局長がホームページを開設してくれたので、情報が広く配信されるようになった。現在

は野嶋氏がホームページを管理しているが、大会の案内や結果、講習会の案内、理事会や総会の議事内容

なども配信するようになった。 

＜会員担当＞ 設立時には会員２００人程度であ

ったが、数年で８００人まで増加したので、当時

の会員担当は大変だったと思う。入会者には、団

体に加入することをお願いし、団体代表に会費を

まとめてもらい、入金を確認したのち、会員証を

発行した。協会設立当初は、会員と非会員の区別

と仲間作りもあって、会員には名札を付けてもら

った。会員担当には名札の手配なども行ってもら

ったが、この方式は長続きしなかった。           最新のホームページ 

名札に代わって、昭和６２年からはステ

ッカーを発行し、常時持ち歩くものにつ

けてもらうことにした。この方式も利用

されなくなったが、会費納入の確       

認や納入時期の早期化、また、会員外の

無断利用を避けるためなどから、平成２

７年から会員カードを発行することに

なった。会員カードのデザインや発行は       旧会員ステッカーと現在の会員証 

事務局長と会員担当にお願いした。       （左：油田さん、右：伊藤直人氏のデザイン） 

＜行事担当・企画部＞ 行事担当・企画部であるが、平成１５年までは事務局内の行事担当者がコート開

きや忘年会の開催を担当していたが、平成１６年に企画部として独立し、多くの行事を実施してもらって
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いる。近年、クラブ対抗戦、お楽しみテニス大会やテニスの日の大会などへの参加者が増えているが、特

に焼肉パーティー付きだった時代のクラブ対抗戦は人気行事で、１２０人近い参加があり、担当者は８面

での大会運営に苦労していた。 

＜監事＞ 監事の表記は、本来なら会長、副会長と同様の役

員として並べるところであるが、紙面の都合でこのようにな

ったことをお詫びしたい。監事には、会計監査をお願いして

いるが、当然のことながら協会運営全般についても意見を求

めているので、経験豊かな方が人選されている。中でも初代          

監事の小澤氏（大槻理化学株式会社会長）はテニス協会設立

時からの支援者で、初回総会の会場を提供いただいたり、職

員数名に入会を勧めてもらい、幹事として雑務を引き受けて

いただいたこともあった。残念ながら、本人は体調を崩され    平成２８年のクラブ対抗参加選手 

テニスをされなかったが、このような方の支援があって協会が成り立っている。 

＜顧問＞ 顧問を置いているが、これまでの会長、監事、理事長経験者などで、北見在住の存命者にお願

いしている。設立時には白川氏と梶浦氏にお願いしていたが、現在は小澤 實氏、荒瀬 晃氏、厚谷郁夫

氏、伊藤陽司氏、伊東秀子氏、山野 擴氏、下込宗晴氏の 7人にお願いしている。 

また、これまで協会設立や運営に尽力いただいた方で、他界された方を会友として総会議案書に記載し

ていたが、会則にないこともあり、平成２６年から廃止した。 

 

北見テニス協会歴代事務局責任者及び監事一覧 

年度 
総務部 

庶務・渉外 

会計部 

会計担当 

会報・ 

広報担当
会員担当 

行事担当・

企画部 
監事 

昭 52 年 伊東秀雄 横山省三 新井義夫 小沢 寛

昭 54年 伊東定子 内藤明夫 平山光茂  新井義夫 小沢 寛

昭 56年 伊東定子 新井歌子 平山光茂 田中俊幸 常本秀幸 新井義夫 小沢 寛

昭 58年 伊東定子 伊藤陽司 君野一郎 新井歌子 田中俊幸 新井義夫 小沢 寛

昭 60年 湯浅健司 伊藤陽司   大島俊之 新井義夫 小沢 寛

昭 61年 湯浅健司 伊藤陽司   大島俊之 荒瀬 晃 小沢 寛

昭 62年 阿部正孝   鈴木輝之 荒瀬 晃 小沢 寛

平元年 伊藤直人   大島俊之 荒瀬 晃 小沢 寛

平３年 伊藤直人   百武欣二 鈴木輝之 飛沢宏哉 伊東定子

平５年 伊藤陽司 長谷川智仁  鈴木輝之 飛沢宏哉 伊東定子

平７年 伊藤陽司 竹江仁博 鈴木輝之 飛沢宏哉 伊東定子

平９年 三原一美 伊藤直人 鈴木輝之 飛沢宏哉 伊東定子

平 10年 三原一美 伊藤直人 鈴木輝之 森 訓保 伊東定子

平 11年 阿部正孝 伊藤直人 鈴木輝之 湯浅健司 森 訓保 伊東定子

平 13年 熊耳 浩 伊藤直人 伊藤慧子 鈴木輝之 竹江仁博 森 訓保 伊東定子

平 14年 熊耳 浩 伊藤直人 伊藤慧子 鈴木輝之 堀尾恵美子 森 訓保 伊東定子

平 15年 伊藤信子 伊藤直人 鈴木輝之 田中省詞 森 訓保 下込宗晴

平 16年 伊藤信子 伊藤直人  鈴木輝之 企画部 森 訓保 下込宗晴

平 17年 熊耳 浩 伊藤直人 山田孝一 鈴木輝之 捧 直美 森 訓保 下込宗晴

平 19年 熊耳 浩 伊藤直人 横田和雄 鈴木輝之 捧 直美 山野 擴 下込宗晴

平 21年 熊耳 浩 伊藤直人 横田和雄 山口茂利 捧 直美 山野 擴 下込宗晴

平 23年 横田和雄 伊藤直人 高橋真由美 捧 直美 山野 擴 下込宗晴

平 25年 井上まゆみ 長由美子 野嶋寿之 仲西厚子 湯川寛志 岸 敏一 伊藤信子

平 27年 井上まゆみ 長由美子 野嶋寿之 長由美子 湯川寛志 岸 敏一 伊藤信子

平 28年 井上まゆみ 長由美子 野嶋寿之 長由美子 佐藤勇治 岸 敏一 伊藤信子

平 29年 井上まゆみ 長由美子 野嶋寿之 長由美子 高橋真由美 岸 敏一 伊藤信子
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7. 北海道テニス協会等受賞者及び対外試合での優勝者 

 

北見テニス協会の発展にご尽力いただいた方は多数になるが、特に功績があった方については北海道テ

ニス協会あるいは北見市体育協会に推薦し、功労賞などの表彰を受けている。また、対外試合で優秀な成

績を収めた方々も北見市体育協会に推薦し、有功賞の表彰を受けている。 

 

７－１ 北海道テニス協会関係 

 北海道テニス協会の表彰規定では、北海道や地域のテニス普及に貢献されてきた方に功労賞を、全国レ

ベルの競技で優秀な成績を収めた選手に競技者賞を与えられるようになっている。そのほかに、国際大会

や創立記念などの際に特別表彰を行っているが、本協会ではこれまで以下の方が功労賞表彰されている。 

 

平成 ２年  北海道テニス協会設立 50周年記念 功労者賞  宮澤 郁夫 

平成 ６年  北海道テニス協会 功労賞  岡 宏 

平成１４年  北海道テニス協会 功労賞  伊東 秀雄 

 

７－２ 北見市体育協会関連 

北見テニス協会の表彰規定は何度か改正されているようであるが、古くは、功労賞、功績賞、有功賞、

奨励賞となっていた。近年の規定では、功労賞、有功賞、奨励賞となっており、功労賞は北見市の体育・

スポーツの普及発展等に貢献し、その功績が顕著な方に与えられる。また、全国、全道大会で優秀な成績

を残した方には有功賞が与えられるが、特に全国大会での成績優秀者には優秀賞が与えられている。なお、

以前の功績賞は優秀賞に準ずるかと思われる。奨励賞はジュニアで実績を上げたジュニアに与えられてい

るが、現在、当協会で功労賞、功績賞を受けられた方は以下のとおりである。 

 

平成 ２年 北見市体育協会設立 30周年記念 功労者賞 

宮澤 郁夫、 岡 宏、 鎌田 正甫、 伊東 秀雄 

平成 ５年 北見市体育協会 功労賞 宮澤 郁夫 

      北見市体育協会 功績賞 岡 宏 

平成１４年 北見市体育協会 功労賞 伊東 秀雄 

平成２３年 北見市体育協会 功労賞 高谷 俊光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      北見体育協会功労賞とメダル            北見体育協会有功賞 

       （高谷俊光氏から借用）             （伊藤信子氏から借用） 
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７－３ 対外試合での優勝者と北見市体育協会有功賞受賞者 

 北海道テニス協会が主催あるいは共催する大会は、一般とベテラン及び団体戦を含めると２３大会あり、

札幌を中心に、千歳、旭川、帯広、釧路などで開催されている。ジュニアに関しては１５試合で、札幌が

中心となるが、旭川や帯広でも開催されている。 

 以前は、これらの大会への申し込みは当協会の事務局経由で行っており、対外試合出場者がわかってい

たが、 近はネットでの申し込みとなっており、事務局では大会出場者や試合結果が把握できていない。

以下に全道大会優勝者を一覧表にまとめているが、事務局として把握できた範囲であり、記載漏れの可能

性もあるがご理解いただきたい。 

一覧表を見ると、近年、全道大会での優勝者が少なくなっており、対外試合への参加を促進し、競技力

の向上を図る必要がある。 

 なお、全道大会での優勝者は、当協会から北見市体育協会に有功賞候補者として申請をすることができ

るが、この申請も年度によっては行われていないことがあったようである。当協会の有功賞の実績を見る

と、岡宏氏の 9 回を筆頭に、伊藤信子さん、石川優美子さん、皆川正広氏の５回が際立っている。なお、

優勝回数では岡氏の２９回が断トツで、次いで長谷川智仁氏の１４回、皆川正広氏、石川優美子さんの１

０回となっている。蛇足であるが、北見市体育協会の有功賞では賞状とメダルがもらえるが、残念ながら

複数回受賞してもメダルは一度だけだったと記憶している。 

   

全道大会での優勝者及び北見市体育協会有功賞受賞者 

年度 氏 名 大会名 体育協会 

有功賞 

昭 56 年 岡 宏 

岡 宏 

伊藤 信子 

第 11 回室内テニス選手権大会壮年 S 

第 11 回北海道社会人テニス大会男子 S 

同 上           女子 S 

岡 宏 

伊藤 信子

昭 57年 

 

 

 

 

 

 

岡・平野 

岡・平野 

岡・平野 

岡 宏 

岡 宏 

伊藤・高木 

伊藤・石川 

第 2回北海道社会人室内 Dテニス大会壮年 D 

北海道毎日テニス選手権大会壮年男子 D 

第 42 回北海道テニス選手権大会壮年 D 

第 12 回北海道室内テニス選手権大会壮年 S 

第 37 回国体テニス道予選成年男子 2部 S 

第 4回ダンロップテニストーナメント北海道決勝大会女子 D 

第 12 回北海道社会人テニス大会女子 D 

岡 宏 

 

 

 

 

 

 

昭 58 年 石川・小山田 

石川優美子 

岡 宏 

表 明子 

第 3回北海道社会人室内 Dテニス大会女子 D 

第 13 回室内テニス選手権大会女子 S 

第 13 回室内テニス選手権大会壮年 S 

第 29 回北海道 B級テニス大会女子 S 

岡 宏 

伊藤 信子

昭 59年 信太・下田 北海道ジュニアテニス選手権大会女子 U14D 岡 宏 

信太 寿子

昭 60年 岡 宏 

岡 宏 

信太 寿子 

伊藤（直）・皆川 

伊藤（直）・皆川 

第 14 回北海道毎日テニス選手権大会男子 45 歳以上 S 

第 40 回国体テニス道予選成年男子 2部 S 

第 9回ヤマハカップ北海道ジュニア大会女子 U16S 

第 36 回北海道 B級テニス大会男子 D 

第 7回ダンロップテニストーナメント北海道決勝大会 B級男子 D 

岡 宏 

信太 寿子

伊藤 直人

皆川 正広

 

昭 61 年 岡 宏 

岡 宏 

伊藤 信子 

伊藤（直）・皆川 

第 1回北北海道室内テニス選手権大会男子 45歳以上 S 

第 2回北北海道テニス選手権大会男子 45歳以上 S 

同 上           女子 40 歳以上 S 

第 2回北海道知事杯テニストーナメント男子 D 

岡 宏 

伊藤 信子

伊藤 直人

皆川 正広

昭 62年 岡 宏 

岡 宏 

第 2回北北海道室内テニス選手権大会 45歳以上 S 

第 17 回北海道室内テニス選手権大会男子 45 歳以上 S 

岡 宏 

伊藤 信子
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岡 宏 

岡 宏 

伊藤 信子 

岡・渡辺 

岡・常本 

岡・常本 

岡・常本 

第 3回北北海道テニス選手権大会男子 45歳以上 S 

第 42 回北海道テニス選手権大会男子 50歳以上 S 

第 16 回北海道毎日テニス選手権大会女子 40 歳以上 S 

第 17 回北海道室内テニス選手権大会男子 45 歳以上 D 

第 16 回北海道毎日テニス選手権大会男子 45 歳以上 D 

第 3回北北海道テニス選手権大会男子 45歳以上 D 

第 9回ダンロップテニストーナメント北海道決勝大会壮年 D 

常本 秀幸

昭 63年 岡 宏 

岡 宏 

岡 宏 

岡 中川 

井嶋千恵子 

井嶋・菅野 

五十田順子 

五十田・矢後 

第 3回北北海道室内テニス選手権大会 45歳以上 S 

第 18 回北海道室内テニス選手権大会男子 45 歳以上 S 

第 4回北北海道テニス選手権大会男子 45歳以上 S 

第 3回北北海道室内テニス選手権大会 45歳以上 D 

第 4回北北海道テニス選手権大会女子 S 

 同 上           女子 D 

 同 上           女子 40 歳以上 S 

 同 上           女子 40 歳以上 D 

岡 宏 

平元年 岡・中川 

岡・渡辺 

岡・常本 

岡・工藤 

岡・工藤 

伊藤・石川 

第 4回北北海道室内テニス選手権大会 50歳以上 D 

第 19 回北海道室内テニス選手権大会男子 45 歳以上 D 

第 18 回北海道毎日テニス選手権大会男子 45 歳以上 D 

第 27 回北海道テニストーナメント男子 45歳以上 D 

第 49 回北海道テニス選手権大会男子 45歳以上 D 

 同 上          女子 40 歳以上 D 

岡 宏 

伊藤 信子

常本 秀幸

石川優美子

平 2年 石川優美子 

石川・高木 

第 20 回北海道室内テニス選手権大会女子 40 歳以上 S 

朝日レディース北海道予選 

 

平 3年 皆川・山下 

石川優美子 

第 13 回ダンロップテニストーナメント北海道決勝大会男子 D 

第 28 回北海道テニストーナメント女子 40歳以上 S 

石川優美子

平 4年 皆川 正広 

皆川・不明 

石川優美子 

第 21 回北海道毎日テニス選手権大会男子 35 歳以上 S 

第 45 回北海道ベテランテニス選手権男子 35 歳以上 D 

第 21 回北海道毎日テニス選手権大会女子 40 歳以上 S 

石川優美子

平 5年 石川優美子 

皆川・石川 

第 46 回北海道ベテランテニス選手権女子 40 歳以上 S 

 同 上            男子 35 歳以上 D 

石川優美子

皆川 正広

平 6年 石川優美子 

日下・西条 

第 21 回北海道毎日テニス選手権大会女子 40 歳以上 S 

第 45 回北海道 B級テニス大会男子 D 

石川優美子

平 7年 長谷川・徳丸 第 11 回北北海道室内テニス選手権大会男子 D  

平 8 年 長谷川・広瀬 第 12 回北北海道室内テニス選手権大会男子 D  

平 9 年 長谷川・鮭川 

長谷川・小林 

第 13 回北北海道室内テニス選手権大会男子 D 

道東テニストーナメント男子 D 

 

平 11 年 石川優美子 第 28 回北海道毎日テニス選手権大会女子 45 歳以上 S  

平 13 年 石川・小田 第 26 回札幌テニス選手権女子 50歳以上 D  

平 14 年 長谷川智仁 

三原 一美 

高橋・松浦 

寒河江詩乃 

第 31 回北海道毎日テニス選手権大会男子 35 歳以上 S 

第 18 回北北海道テニス選手権女子 40歳以上 S 

支部長杯 B級レディース＆桑名杯レディーステニス道大会 D 

旭川オープン秋季大会女子 U12S 

長谷川智仁

三原 一美

高橋真由美

松浦 恵子

平 15年 長谷川智仁 

長谷川一美 

第 33 回北海道室内テニス選手権大会男子 35 歳以上 S 

第 18 回インドアテニストーナメント女子 40 歳以上 S 

長谷川智仁

長谷川一美

平 16年 

 

荒井・岩原 

長谷川智仁 

第 10 回道東オープンテニストーナメント女子 45 歳以上 D 

第 20 回北北海道テニス選手権男子 35歳以上 S 

長谷川智仁

荒井 雅代
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平 16年 長谷川智仁 第 33 回北海道毎日テニス選手権大会男子 35 歳以上 S 

平 17 年 荒井 雅代 第 11 回道東オープンテニストーナメント女子 45 歳以上 S 荒井 雅代

平 18年 長谷川智仁 

長谷川・荒井 

長谷川・坂田 

皆川・北川 

皆川 正広 

第 22 回北北海道テニス選手権男子 40歳以上 S 

 同 上          女子 45 歳以上 D 

第 31 回札幌テニス選手権男子 40歳以上 D 

第 45 回北海道テニストーナメント男子 50歳以上 D 

第 12 回帯広の森オープンテニストーナメント 

男子 50 歳以上 S 

長谷川智仁

長谷川一美

荒井 雅代

皆川 正広

 

平 19 年 長谷川一美 

長谷川・寺坂 

 

村上 慎一 

第 20 回北海道インドアテニストーナメント女子 45歳以上 S 

第 12 回帯広の森オープンテニストーナメント 

女子 45 歳以上 D 

第 23 回北北海道テニス選手権男子 35歳以上 S 

 

平 20 年 村上 慎一 

村上・前田 

皆川・佐藤 

長谷川・徳丸 

第 21 回北海道インドアテニストーナメント男子 35歳以上 S 

第 61 回北海道ベテラン選手権男子 35歳以上 D 

同 上           男子 50 歳以上 D 

第 13 回帯広の森オープンテニストーナメント 

男子 40 歳以上 D 

村上 慎一

皆川 正広

平 21年 村上 慎一 

村上・八木沢 

第 24 回北海道インドアテニストーナメント男子 35歳以上 S 

第 25 回北北海道テニス選手権大会男子 35歳以上 D 

 

平 22 年 村上・山原 

長谷川・徳丸 

第 25 回北海道インドアテニストーナメント男子 35歳以上 D 

 同 上               男子 45 歳以上 D 

 

平 23 年 村上・佐藤 

長谷川・徳丸 

第 63 回北海道ベテラン選手権男子 35歳以上 D 

第 63 回北海道ベテラン選手権男子 40歳以上 D 

 

平 25 年 長谷川智仁 第 28 回北海道インドアテニストーナメント男子 45歳以上 S  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第１７回北海道毎日テニス選手権の優勝カップ    第３回北北海道テニス選手権の優勝カップ 

              （常本氏の手元にあった優勝カップ） 
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８. 協会創立当時からのテニス環境の変化 

 

８－１ テニスコート環境の変遷 

 北見市のスポーツ施設整備は、近年目を見張る勢いで進められている。カーリング場、陸上競技場、武

道館、温水プール、スケートリンク、そしてテニスコート及びコートハウスの全面改修などである。その

他、市内の体育館、ゴルフ場、あるいはスキー場の数や利便性を考えると、北見市のスポーツ環境は、他

都市に誇れる優れたものだと言える。 

 テニス環境については、平成２７～２８年度の砂入り人工芝コートの全面張替、平成２９年度にコート

ハウスの改築が行われている。唯一、観覧席が整備できなかったものの、素晴らしい施設になったと言え

る。昭和５２年にコートを整備してもらって以来、市のスポーツ課や軟式協会とも連携しながら、コート

環境の整備に取り組んできたが、その概要と併せて、コートの特徴などについてまとめてみた。 

 

1）テニスコート環境の変遷 

コート整備の変遷については、第３章で説明したので、ここでは事項だけを一覧表にした。設立当初は

利用できるコートが少なく苦労したが、北見市や軟式協会のご理解もあって全体で１６面、ナイター設備

の整ったテニスコートとなり、多くの市民がテニスを楽しめるように整備された。 

＜砂入り人工芝コート＞ 現在利用しているコートは砂入り人工芝コート、通称オムニコートと言われて

いるサーフェスである。日本では昭和６０年頃から使われ始めており、北見市では

平成５年にモイワスポーツワールドのテニスコートに採用されたのが初めてだっ

たと思う。東陵運動公園には平成１０年に導入さ

れたが、その後多くの市町村で採用されており、

今ではテニスコートの主流になっている。このよ

うに砂入り人工芝コートが多くなったのは、クレ

ーコートの維持管理が難しくなったことも大きい

が、軟式と共用ができる点も見逃せない。また雨

の多い日本では、クレーコートだと雨の場合中断する    オムニコートの構造（住友ゴムＨＰより） 

ことが多いが、人工芝コートは少々の雨なら試合が続行できるのも利点の一つである。このようなことか

ら、砂入り人工芝コートは軟式の盛んな日本での採用が拡大したが、外国ではニュージーランドなど一部

で使われている程度である。また、国際的に活躍する選手育成を考えると、ボールスピードの遅い人工芝

は適切でなく、国内の主要大会ではハードコートが使われているようだ。 

＜ハードコート＞ 世界的にはコンクリートの上にコーティングしたハードコートが主流で、全米オープ

ン、全豪オープンなど多くのビッグ大会がハードコートを利用している。ハードコートも表面のコーティ

ング材によってスピードやはね方が変わるが、国際大会が行われる日本の有明コートは、ソフトなハード

コートと言われている。 

＜グラスコート＞ もちろん、グラスコートでのウインブルドン大会、クレー（アンツーカー）コートで

の全仏オープンと、歴史のあるコートでの大会もある。コートサ

ーフェスごとに、そのコートを得意とする選手がいて試合を面白

くしている。今後もこれらのコートでの試合が継続されるであろ

うが、全米、全豪もグラスコートの時代や特殊なクレーコート（グ

リンクレー）の時代があったそうなので断定はできない。グラス

コートであるが、日本では佐賀県でウインブルドン九州大会とい

うのがあるようだが、維持管理が大変で、冬のある北海道では芝

生コートは無理だと思う。グラスコートで一度は打ってみたいが、

そんな願望もあったのか、北見テニス協会の英語表示は「Kitami 

Lawn Tennis Association」とグラスコートを意識したものになっ  ウインブルドンセンターコート  

ている。もちろんグラスコートを作るつもりはなかったが、人工芝  （Wikipedia より） 
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コートが完成したので、KLTA の表示でもよいかと思っている。        

＜コートの特徴＞ 各コートの特徴であるが、球の速さはグラスコートが も速く、次にハードコート、

クレーコートの順になり、砂の量にもよるが、人工芝コートが一番遅いようだ。体への負担は、ハードコ

ートが大きく、人工芝、芝生、クレーの順番だと思うが、コートにあったシューズの着用で幾分緩和でき

る。ボールの摩耗であるが、ハードコートが も早く摩耗し、クレーコートが次で、人工芝コートが一番

長持ちしている。また、クレーコートはボールが汚れて見えづらくなるが、人工芝コートはボールの汚れ

ずらい点でもすぐれていて、初心者をはじめ、多くの方がテニスを楽しむのに適していると言える。 

北見市内のコートであるが、モイワスポーツワールドと東

陵運動公園は砂入り人工芝コートになっているが、中学、高

校のコートはまだクレーコートがほとんどである。市内には

河川敷にハードコートがあったが、平成２８年の台風で使え

ない状態になっている。ハードコートは、その他、民間で３

面、北見工大に２面あり、球の速いコートで練習をしたい場

合は申請すれば利用が可能である。なお、冬期間は屋内コー

トがないため、道立体育館や市立体育館を中心にフローリン

グコートでの練習や試合が行われている。体育館の場合、明

るさやスピードに慣れるのが大変であるが、テニスに開放し    コート３面が取れる室内体育館 

てもらっていてありがたい。 

 

テニスコート及び付帯設備の改修経緯 

 年 度          コート環境の整備内容 

昭 52 年 

 

昭 53 年 

 

昭 54 年 

 

昭 59 年 

 

 

昭 63 年 

平元年  

平９年  

 

 

平 21 年 

平 27 年 

平 29 年  

・バレーコートを改修しクレーコート６面を増設、軟式と硬式で３面づつ利用 

・夜間照明２面、会長より市に寄贈 

・コートハウスの設置 

・壁打ちボードを設置 

・硬式の会員数増加で４面の利用が可能となる 

・夜間照明を２面増設し（全体で４面）市に寄贈 

・軟式側コート７面に拡張、併せて硬式側もダブルス６面に加えシングルス１面増設、 

１面だけが軟式との共同利用となる 

・夜間照明をさらに２面増設し（全体で 6面）市に寄贈 

・シングルスコート１面をダブルスコートに改修、併せて照明ポールの移設 

・フェンスを全面改修 

・クレーコートから砂入り人工芝コートにリニューアル、併せて軟式側、硬式側とも

に８面に増設、当協会管理コートも８面となる 

・新タイプの夜間照明３面増設し（全体で７面）市に寄贈 

・休憩のためのカーポートを設置し市に寄贈 

・砂入り人工芝コートの全面張り替え 

・コートハウス増床改築 

 

2）クレーコートとその整備 

＜クレーコート＞ 当協会では昭和５２年から平成１０年までの２３年間クレーコートを利用していたが、

大変だったクレーコートの整備についても触れておきたい。 

クレーコートは、通常その色からイエロークレーとも呼ばれているようだが、北見の場合、イエローよ

りグレーに近かった気がする。世界的に多いクレーコートはアンツーカーで、レッドクレーと言われてい

る。アンツーカーはレンガを粉にした土で、透水性が良いことから雨にも強く、雨の多いフランスで利用

され世界に広がった。その流れで、今でも全仏オープンがアンツーカーコートでの大会となっている。北

海道にも札幌の中島コートにアンツーカーコートがあるが、乾燥するとひび割れが入るなど管理が難しい
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と聞いた。また、時々土の補充が必要になるが、高額であり負担も大きいようだ。さらに、乾燥している

と靴や靴下が汚れるなどの欠点もあり、全国的にも使用しているところは少ない。 

 平成９年まで使っていた東陵運動公園のクレーコートであるが、コートの基盤層は砂利が混じった火山

灰で、上層部は黒土に火山灰を混ぜて粘着力を高めた作りになっていて、水はけのよいコートだった。し

かしながら、春のコート整備には大変な労力を費やした。 

＜コートの整地＞ 春のコート整備では皆さんに２回参加してもら

っている。１回目は４月の雪解けを待ってラインテープを剥がし、

冬期間に凍上で浮き出た小石を拾う作業である。テープと釘を一緒

に抜くのだが、土を起こさないように気を使って抜いていた。毎年

結構な小石が出てくるが、小石だけかと思ったら、大きな石が出て

きてびっくりすることもあった。石拾いが終わると、役員が中心と

なってコート面の整地になる。コート整備の先輩である軟式からは、

毎年コートを起こしてから整地するよう言われた。これが大変な作

業で、耕運機を借りてきて起し、レイキやトンボと称するものを使

って平らにするのだがうまくいかず苦労した。しかもネットライン  ラインテープ剥がし（ネットより） 

を中心に水はけのための勾配を付けるように指導された。２～３年は先輩の意見に従ったが、当協会員に

は土質の専門家もおり、毎年起す必要はないとの意見を尊重し、水がたまりやすかったところに土を入れ

るなどして起さずに転圧を行うこともあった。結局何年も起さないで転圧したように記憶している。 

＜コートの転圧＞ コートの転圧であるが、コートが３面

のときは手引きのローラーで何度か往復して仕上げていた。

管理面数が増えてからは会員だった水元建設から大型のロ

ードローラーを借り、岡氏、常本氏、伊藤（陽）氏などが

運転して転圧していた。特殊車両の免許を持っていたのだ

ろうか、事故がなくて良かったと思っている。転圧もタイ

ミングが重要で、土が乾燥していると締りが悪く、湿りす

ぎだとローラーに付着するので、表面状態の良い日を狙っ

て、朝早くとか夕方にローラーをかけていた。       転圧用のロードローラー（ネットより） 

＜コート面の測量＞ 転圧が終わると２回目の皆さんの出番になる。「軍手と金槌を持参」と書いているの

だが、手ぶらの人も結構いて、協会でも１０人分くらいの金槌を用意していた。役員の一部の方には早朝

からラインテープ位置の測量を行ってもらった。巻き尺を使ってバックラインの位置などを決めるのだが、

２～３年は安定せず、バックラインの位置がコート間でずれていてやり直ししたこともあった。その後、

測量の専門家が重要なポイントをトランシットという測定器で決め、あとは巻き尺を使って位置決めをし、

正確で真っ直ぐなライン貼りができるようになった。 

＜テープの釘打ち＞ 次はラインテープの釘打である。沢山の高校生が参加してくれるのだが、新人が多

く、釘の間隔とか、千鳥打ちがわからなかったり、釘を斜めに打ち込むためにラインにゆがみが出たりと、

あとの修正に苦労もした。毎年、テープと白釘は市が提

供してくれたが、釘が不足して急遽市販の釘を買ってき

たこともあった。釘打ちには１００人近い会員が集まり、

７面を３時間近くで完成できたが、これが終わるとまた

役員の出番である。表土の飛散と土の結合力を維持する

ために塩化カルシュームを散布する。１コートに８袋く

らい撒いたと思う。土の水分が少ない時は塩化カルシュ

ームを撒いた後に水を散布し、融解を速めたこともあっ

た。このような作業の後、表面にまんべんなく砂をまい

て完成である。                  ラインテープ釘打ち風景（ネットより） 

 

春の作業はこれで終わるのだが、夏場には乾燥するために散水してから使うことも多かった。当初、コ
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ート内に散水栓がなかったので、ハウスから長いパイプを使って散水していた。数年後になるが、コート

内に散水栓を付けてもらい便利になったのを記憶している。また、秋口になるとラインテープが切れてし

まうところがあるために補修も行っている。雨が多い場合には、雨上がり後に手引きのローラーかけも必

要だった。とにかく、クレーコートは維持管理に苦労もあったが、コート整備を通して、会員の一体感も

あり良き時代だったかもしれない。 

 

８－２ テニス関連用具の変遷 

1）ラケット 

思えば昭和５６年、初めてラケットを握ったのが友人から借りたバンクラフト社製ボルグモデルのウッ

ドラケットだった。友人に誘われ今は亡き伊東秀雄元会長宅のハードコートでの初テニスは、それまで５

年間ほど病気のせいで全く運動しなかったこともあり、何度も空振りをしたのと、次の日の筋肉痛ととも

に足の裏が血豆で歩くのもままならなかったという記憶が残っている。その当時のラケットの主流は合板

製でガット面は今と比べるとかなり小さく（７０平方インチ位？）、しかも重く（３８０ｇ前後）、初心者

にはスウィートスポットに当てることがなかなか難しかった。それがこの４０年間で大きさは１２０平方

インチまで可能になり、重さが２５０ｇ程度にまで軽量化されている。このようにラケットはこの数十年

で大きく進化したが、その変遷を振り返ってみたい。 

 

テニスの歴史は古く古代エジプトまで遡るが、近代テ

ニスの始まりはイギリスで、１８７３年頃にルール化さ

れ、１８７７年にはウインブルドンテニス大会が開催さ

れている。もちろん木製フレームにガットが張ってあり、

芝生の上で競技が行われたようだ。ラケットの大きさや

長さのルールにも変遷があるが、現在はハンドルを含め

全長で７３.７ｃｍを超えない、全幅で３１.７ｃｍを超

えない、ストリング面は全長で３９.４ｃｍを超えない、

全幅で２９.２ｃｍを超えないことになっており、その条

件の中で、各メーカーが特徴を出すために日々競い合っ

ている。                           初期のテニス風景 

出典：IPA「教育用画像素材集サイト」 

＜フレーム素材と軽量化＞ ラケットフレームの素材は第２次世界大戦前までは、木を曲げて作っていた

ため飛びが悪く、強度も足りず、折れてしまうこともたびたびであったろうと推測される。打球は現在の

ようにスピンをかけて打つことなどなく、フラットに当て打ち出し、失速して入るような状況だった。大

戦後は合板の技術が進歩し、ラケットの耐久性アップだけでなくボールの飛びも飛躍的に上がったことは

容易に想像がつく。その後、昭和４２年頃にスチール製、アルミ製が登場し、昭和４９年頃に炭素繊維を

用いた複合素材のラケットが初登場している。北見テニス協会が設立された昭和５２年頃の主流は合板で、

ダンロップ・マクスプライ・フォート、ウイルソン・ジャッククレーマーオートグラフ・スタンスミスと

いったラケットを懐かしいと感じる方もいるだろう。 

広く普及していた合板ラケットから複合材料ラケットへの切り替わりはあっという間であった。協会設

立後数年の間に、バトミントン型の合板フレームから Y 字型の複合材料フレームとなった。その後も改良

が重ねられ、衝撃の少ないラケット、スイートスポットの広いラケットが３００g程度で作られている。

近では２５０ｇ近くまで軽量化ができており、非力な人でもテニスを楽しめるようになった。 

＜ラケットの大きさ＞ 昭和５１年、プリンス社より革新的なラケットが発売された。ストリング面が１

１０平方インチのアルミ素材テニスラケット「クラシック」である、当時７０平方インチの合板製ラケッ

トが主流の中、キワモノ扱いをうけ初心者向けとされていたラケットではあったが、昭和５３年に、当時

１６歳の少女パム・シュライバー選手が使用して、全米でいきなり準優勝したことで一躍脚光を浴びるこ

とになる。その後もナブラチロワ選手と組んだダブルスでは無敵といえる強さを示すのである。日本では

デカラケと言われ、プリンス・グラファイトなどのデカラケは一世を風靡し、フレーム面積の変化のきっ
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かけとなった。昭和６０年頃、北見でもプリンスのデカラケを見かける

ようになったが、この頃、多くのプレーヤーは９０平方インチほどのグ

ラファイト系の薄ラケを使用していたと記憶している。見慣れない大き

さに、まるでうちわのようだと言われたものだ（私も１１０、１２０平

方インチを一時期使い、恩恵にあずかった）。現在、超デカラケの愛用

者は少なく、１００平方インチ程度を使う人が多いのではないか。 

＜ラケットの厚さ＞ 昭和６２年ウイルソン社より発売されたウイル

ソンプロファイル（９５平方インチと１１０平方インチ）は、ラケット

フレームの幅が３５～４１ミリもあり、フレーム強度が高く反発力に優

れ、飛びすぎるぐらいであった。このラケットも奇異な目で見られたが、

後に中厚、厚ラケの流れのもとになるラケット（新しいもの好きな私の

愛用ラケットとなり随分活躍してもらった）で、これも革新的変化と言

えよう。現在では２５ミリ前後が主流で、薄ラケを使っているプレーヤ

ーの方が少数派になった。 

＜ガット＞ ガットとは腸を意味する英語だが、テニスでは、羊の腸  合板製からデカラケ、厚ラケへ 

（シープ）や、牛の腸をより合わせた天然素材のストリング（一般的にナチュラルガット）を意味する。

ナチュラルガットは食いつき感が良く、シャープに弾くのと、張った後の状態が長続きするという特性が

あるが、総じて価格が高く切れやすく、また雨に弱く不均一等の弱点があった。現在では様々な加工技術

で耐久性を増し、多少の湿気や雨に濡れたぐらいでは切れづらい優れたものになっているようだ。現在多

く使われているのは、ナイロン、ポリエステルなどの非天然素材からつくられている物で、比較的安価で

均一性や耐久性に優れており一般プレーヤーに愛用されている。それにしても切れなくなった。でも反発

性など考えると時々張り替えた方が良いようだ。 

 

2）その他の用具 

近代テニスの進化はラケットだけではなく、ボールやコートサーフェス、シューズ、ウエア等の変化も

大いに寄与しているが、このうちのボールとシューズについても触れておきたい。 

＜ボール＞ テニス創成期のボールは、布切れを巻いて球状にしたものだったが、その後皮のボールに羊

の毛や羽、もみ殻、金属、あるいは人の髪の毛を詰めて使われた。１９世紀後半からゴムの表面にフェル

トを巻き付けた現在のスタイルになったそうだ。ボールの色は長い間白色であったが１９７０年の全豪か

らボールの色が白から黄色に変わり、白を基調としたウエアやシューズ（練習でも）でなければならない

ウインブルドンでも、１９８６年を 後に黄色いボールになり現在に至る。これは黄色が白より視覚認識

に優れるだけでなく、カラーテレビの普及でテレビ映りが良かったためといわれている。 

 日本で硬式テニスが広がらなかったのはボールが高価だったためと言われている。確かに協会発足当時、

ラーメンが２５０円程度だった時代に、ボール２個で６００円は高かった。幸い、所得倍増時代で、ボー

ルの価格は変わらないが、給料が上がって相対的に安くはなった。その後、海外生産などによって安価に

できるようになり、２個で６００円程度は維持されている。さらに、メーカー間競争や製造方法の工夫に

より２個で３００円台でも十分な性能を持ったボールが作られている。 

＜テニスシューズ＞ テニスシューズはスニーカーから派生した靴のようだ。スニーカーの語源は英語の

「Sneak」（忍び寄る）で、柔らかい素材でできており、音もなく「忍び寄る」ことのできる靴のイメージ

があった。この忍び寄るとの表現を嫌った良識ある「オトナ」？はこれを「テニスシューズ」と呼んだ・・・

と wikipedia にあるが、実際にはどうだったのか疑わしい気もする。２０世紀初頭の話であるが、いずれ

にしても当時では他の革靴等と比べ、テニスをするうえで 適なものであったろう。現在ではそれぞれの

コートサーフェスに合わせてグリップ性はもとより衝撃吸収性や足を守る機能もあり進化を続けている。 

 テニスシューズも以前は白を基調としていたが、今はカラフルになり、デザインを競っているようにも

思えるが、選ぶ楽しみが増えたのではないか。 

 

 



44 
 

８－３ テニススタイルの変遷 

北見テニス協会が発足した１９７０年代前半にはローズウォール、ニューカム、アッシュ、スタン・ス

ミスといった数々の有名選手がいたが、いわゆるきれいなフォームの時代の選手であった。１９７０年代

後半からは両手打ちバックハンドのコナーズ、少し遅れて同じく両手打のボルグと両手打ちの時代がやっ

てきた。そして１９８０年頃からマッケンローが現れ、３強時代が来るが、この頃からスピン系の打法が

主流になったのではないか。その後、多くの選手が両手打ちとなる中、片手打ちのフェデラーが２００４

年頃から２３７週もの間ランキング１位を続けた実績もあり、片手打ちでも戦えることを示している。 

 

1） フォアハンドストローク 

合板技術が進歩しウッドラケットの剛性が上がり、ボールがより飛ぶようになった１９７０年代は、ビ

ッグサーバーが多くなり、単調な試合が多くなった。フォアのストロークはフラットか多少スピンのかか

ったドライブが主であるが、スライスも多く使われていた。当時の映像を見るとフォアのグリップはイー

スタンのように見える。 

 フォーム的には後ろから前へのスイングが主なので、ボールを運ぶといったイメージが強い。１９７０

年代後半から８０年前半はコナーズ、ボルグ、マッケンローなどが活躍したが、特に、ボルグは大きくラ

ケットを回す「ループスイング」が特徴で、スピン量の多いストロークを打ち、新しいスタイルの選手が

登場したと言える。後に好敵手となったマッケンローはあまり後ろに下がらず、相手の時間を奪うテニス

でタッチが良くネットプレーが際立つ選手、コナーズもベースラインからあまり下がらずアグレッシブな

テニス（スピン量はあまり多くない）であった。 

私がテニス協会に入会した昭和６０年頃は、北見でもウッドラケットから炭素系素材のラケットに進化

しデカラケも出てきた頃である。講習会では「フォアのグリップはイースタン、ラケットは振り回すので

はなく後ろから前へ運ぶように打ち、バックのグリップはコンチネンタルで、とにかく当てて返すように」

と習ったものである。多分どこの講習会でもそういった教え方ではなかったかと思う。 

その後ラケットはさらに進化し、プロ選手ではボールが飛びすぎるようになったため、強い回転をかけ

てコントロールするようになった。進化したラケットは球離れが早くボールが当たってからの操作は不可

能となっていたので、「ラケットの面に乗せ

て運ぶように」という言葉もしだいに消え去

って行った。１９９０年代から２０００年代

のアガシ、クーリエなどの選手はセミウエス

タンやフルウエスタングリップで、体の回転

を利用したストロークはスピンが効き、ボー

ルスピードが格段に速く、一発のストローク

でエースを決めることも多くなり、また、パ

ッシングショットの確率も高くなったので、

サーブ・アンド・ボレースタイルからグラン

ドストローク主体の攻撃的な試合内容になっ

た。この結果、サーブ・アンド・ボレーの聖

地のように言われていたウインブルドンでさ

え長いラリーの応酬が多くなり、芝生の禿げ     昭和時代と平成時代のフォアハンドの違い 

方がマッケンロー、サンプラスの時代とはず         （モデルは当協会永山氏） 

いぶん変わってきた。このような変化はアマチュアプレーヤにも影響し、特に若い世代の打法はトッププ

ロによく似てきているのではないだろうか。 

 

2） バックハンドストローク 

ストロークの大きな変化は、バックハンドの主流が両手打ちになったことであろう。それ以前のバック

ハンドストロークは殆ど片手打ちで、スライスが主体であり、アプローチショットにも多く使われた。相

手のネットプレーに対しては、スライス以外に時々フラットかドライブ、またはロブを使うというのが当
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時のテニススタイルである。現在では、両手打ちでドライブボールのラリー

が続くが、ペースを変えるためにアンダースピン量の多い（サイドスピンも

かなりかける）スライスを打つこともある。ただし、アプローチショットと

してのスライスは少なくなった。なぜならスライスは滞空時間が長い、つま

り遅い（昔はネットに詰める時間が稼げるといわれたが・・・）ので追いつ

かれてパッシングショットの餌食となってし

まう。それほど現在のストロークは両手打ち

によって早くてスピンのかかった強いパスが

打てるようになったと言える。 

子供のころからテニスを始める場合、重い

ラケットでバックハンドを打つことは難しく、

必然的に両手で振ることになるだろう。体が

成長してからシングルハンドに戻すことも以  両手打ちのバックハンド 

前はあったと聞くが、 近では成長しても両手打ちバックハンドのままとい

う選手が圧倒的に多い。技術的には利き手主導、非利き手主導、肘を曲げて、

或いは伸ばしてと様々だが、現在では腕の間に五角形を保って打つことが主

流となっているように思う。もちろんシングルハンドでもフェデラーやワウ 

片手打ちのバックハンド   リンカいった素晴らしいバックハンドショットを打つ選手もいるが、今や  

（モデル当協会湯浅氏）  少数派になった感がある。 

 

3） サービスとボレー 

サービスの変化もラケットの進化と共に大きく変わった部分だ。ビッ

グサーバーが増えた１９７０年代、残念ながら日本人で良いサーブを打

っている選手はいなかったようである。私がテニスを始めた１９８０年

代でもサーブは腕（肘）を伸ばして高い打点で打つようにと教えられた

ように思う。ストロークにも共通するが腕を伸ばすのと曲げて打つので

は非常に大きな差が出る。腕を伸ばして打つサーブでは肩の後ろから前

への可動範囲と肘の伸展が主になり、パワーはあまり期待できない。そ

れに対して腕を曲げて打つ場合は、肘が両肩の延長線上からあまり上が

らず、それ故に回旋（捻り）が主体となってスイングされ、ラケットの

軌道は大きくパワーにあふれ、スピン量も多いボールを打つことができ

る。その結果、ビッグサーバーと言われる選手のボールスピードは男子

で２５０ｋｍ/ｈ、女子で２００ｋｍ/ｈを超えており、サービスだけで

ゲームを取ることもある。このように回旋動作を多く使い、ファースト

サーブ、セカンドサーブともに同じだけのパワーで打ち、回転を変え、   ひじを使ったサーブ 

コースを変え、スピードを変えることでゲームを組み立てているようだ。  （モデルは当協会宮澤さん）       

 今やサービスやストロークで有利な展開をつくり、苦しい状況で返球された相手のボールを 後に仕留

めに行くのがボレーである。８０年代までのようなスライスのアプローチショットを打って前に出ていき

深いボレーを打ち、時にはダイビングまでしてボレーを決めるなどというのは 近あまり見かけなくなっ

てきた。ボレーの技術もラケットの進化で、体の前で合わせるだけ（ドライブボレーも増えてきた）とい

うシーンが多くなったのだと思う。 

 

以上述べたように、ラケットは、素材や形状等の進化で打球のスピードアップが図られ、しかも軽量に

なったため非力な女性や子供でもスイングスピードが上がり、早くてスピンのかかったボールが打てるよ

うになった。フォームも「後ろから前へ運ぶ」時代から「捻りと捻り戻しという回転或いは回旋運動」へ

と変わり、ラケットの進化は新しい技術や戦略を生み出し、テニスそのものの質を大きく変えてきたとい

える。 
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９. 北見テニス協会行事 

 

９－1 各種講習会 

1） 協会指導員による講習会 

北見テニス協会を設立し、多くの方に協会員になってもらったが、テニスを生涯スポーツとして長く続

けてもらうことが重要である。そのためには初心者への指導ばかりでなく、中級程度の人への講習も欠か

せない。と言いながら、協会設立当初は役員の中に講習会を実施できるような経験者がいなかった。その

ため、北海道テニス協会の方々に初心者の講習会をお願いするとともに、指導方法についても講習しても

らい、普及活動がスタートした。そのようなひよこ講師による講習会ではあったが、おはようテニス教室、

ナイターテニス教室、女性テニス教室、室内テニス教室、ジュニアテニス教室など、熱心に指導していた

だき、その当時の受講者の方が今もテニスを継続されているのはうれしいことである。 

＜指導者養成＞ 講習会での指導には多くの方に協力いただいたが、やはり一定の技術力とテニスに関す

る知識が必要であり、指導員資格の取得を奨励した。 初に資格を取得したのは岡氏と常本氏で、昭和５

５年に取得している。取得のための講習と試験は札幌で行われ、延べ４～５日を要し、実技と筆記試験を

受け日本テニス協会指導員２級の資格を得ている。２人に続いて、昭和６２年には因芳広氏、伊藤直人氏、

昭和６３年に時任重興氏が取得している。また、日本体育協会にもテニスの公認指導員制度があり、この

資格試験が昭和５８年に北見市で実施され、時任重興氏、大島

俊之氏、伊藤陽司氏、藤池保夫氏、池端治雄氏、元村勲幸氏、

新井歌子さん、伊東定子さん、小川政子さんが取得した。平成

７年頃に指導員資格制度の見直しがあり、普及・育成に重点を

置いた公認指導員の認定は日本体育協会が行うことになった。

その後、上記以外の人で資格を取得した方、転勤してきた方で

指導経験者の方々にも指導に取り組んでもらった。なお、指導

員資格は有効期間が４年間であり、更新には札幌などに出向き

一定の実績を積むことが必要なことから、継続している人は少   当時のスポーツ指導員の登録証 

ないのが現状である。    

＜一般向け講習会＞ 初級・中級向けの講習会としては、おはようテニス教室、ナイターテニス教室、そ

して冬期に行われる室内テニス教室がある。なお、女性テニス教室については、女子連の活動の中で触れ

ることにする。 

協会設立当初、おはようテニス教室は人気があり、早朝にもかかわらずコートハウス付近に黒山の人だ

かりができていて驚いた記憶がある。記録に残る中で一番受講者が多かったのが昭和５７年で、延べ８０

０人も参加している。早朝６時から７時３０分までの講習を連続 6 回で実施していたが、１日１３０人以

上の受講者が集まったことになる。これらの受講者を数名のコーチで指導するのだが、コート１面に３０

人近くが入り、まさにすし詰め教室であった。できるだけ均一な指導ができるよう、指導方針やその日の

メニューをコーチに事前に渡して実施するのだが、クラス分けはしているものの、個人差が大きいのでコ

ーチは苦労したと思う。また、受講者も球に触る機会が少なく満足感が低かったのではないだろうか。お

はようテニス教室はその後も多くの受講者があったが、平成１０年ころから受講者が１０人程度のことも

あり、平成１８年には受講申し込みがなかったこともあって、その後中止となっている。 

ナイターテニス教室も人気があった。当初は年１回の開催であったが、ナイター設備が６面に増設され

た昭和５９年から年２回開催している。この頃が受講者の多い時期で、延べ７００人程度が受講しており、

１９時から２１時までコートは賑やかであった。 近は受講者が少なくなっており、年１回の開催となり、

受講者が１０人程度のこともある。１９時のスタートなので、コーチも受講者も職場から直行する人も多

いと思うが、職場でのストレスが発散でき、また一汗かいた後のビールも楽しめたのではないか。 

室内テニス教室は道立体育館のコートを使って行っている。屋外とは異なり、床面ではボールが速いの

で初心者には難しい条件であるが、多くの方が参加している。北見市には網走や釧路のような室内コート

がないが、市立体育館や道立体育館がテニスに開放されており、講習会の開催や冬季の練習に利用できる。
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室内テニス教室も年２回開催した時期もあったが、 近は受講者も少ないことから年１回になっているが、

冬場の運動不足の解消には良い機会になっている。 

＜ジュニア向け講習会＞ 記録を見るとジュニア向けの講習会は昭和５６年から始まっている。当時は小

学生が中心で、２日間程度の講習会であった。受講者の親から継続的に指導してほしいとの要望もあり、

希望者を集めて指導していたこともあるが、中学生になると他の部活を始めるため継続できないことを経

験している。そのようなこともあって、平成になってからしばらくはジュニア講習会は開催されなかった。

ジュニア育成の課題はテニスの面白を知り、継続してもらうことにあり、平成１７年ころから「Tennis Play 

& Stay」システムが導入されている。この指導法は、子供の成長に合わせ、ラケットの大きさやボールの

硬さ、ネットの高さを変更し、早い段階から試合を経験できるようにしたものである。平成１８年ころか

ら本協会でも捧氏がこの方式での指導を始めており、それ以降、小中学生への講習会が継続されるように

なった。 

数年前からは、小中学生の受講者を初中級、上級、育成クラスに分け、女子連の協力も得て年間を通し

て指導する体制をとってもらっている。受講者の延べ人数は年間３０００人を超えており、そのような努

力が実って、北見ばかりでなく他都市の大会で勝ち上がる選手も増えてきた。 

北見の現状を見ると、小学生と高校生のテニス人口が増えてきたが、中学生が増えない。その理由は中

学校にテニス部がないためで、協会としては、テニスを中体連の正式種目に認定してもらい、部活動と同

等の扱いになることを目指している。そのため、北海道テニス協会の活動に呼応し、北見地区中学校テニ

ス団体戦を北見市教育委員会やオホーツク地区中体連の後援を得て進めている。幸い、平成２７年から札

幌で開催される全道中学校テニス団体戦大会に参加できるよう

になった。また、平成２８年の北見地区大会では、市内の東陵、

南、北中学校と遠方の斜里中学校からも参加があったが、さら

に多くの中学校でテニス愛好者が増えることを願っている。 

平成２８年度から始まった北見市教育委員会主催の「Jr アス

リートチャレンジアカデミー」事業にも参加し、７０人近い小

学生にテニスの楽しさを体験してもらった。フィジカルトレー

ニングとテクニカルトレーニングの詳細なプログラムを作って、

２日間指導してもらったが、指導方法や指導者の配置など、教

育委員会からも高い評価を得た取り組みであった。        Jr アスリート講習の一コマ 

 

2）プロ選手や外部指導員による講習会 

 協会の発展は会員の熱意がまず第一であるが、それを支援してくれる周囲の環境も重要である。北見市

や北見市体育協会の支援もあったが、市内のスポーツ店の協力も大きかった。４つの市内スポーツ店（茂

藤スポーツ、クマザキスポーツ、コンスポーツ、阿部スポーツ）との共催大会が開催されているが、さら

に、スポーツ店の支援を受け有名選手やプロの指導者による講習会が多く開催されている。そのほかにも、

朝日生命とか東急デパートがプロ選手や指導者を招いてくれており、まとめてみるこの４０年間で述べ５

０人以上の方々に講習会を開催してもらっている。 

＜道テニス協会後援講習会＞ 協会設立初年度と翌年は、北海道庭球協会（当時の名称）から強化指導部

や役員の方に来てもらい講習会を開催している。初年度は市のコートが使えなかったため、北見工大のコ

ートで実施したが、４日間の講習会に５人の指導者（葛岡、渡辺、八木、本田、芹沢）を交代で派遣して

もらった。翌年は強化指導部長の小山先生（当時、北大の法学部長）と北海道女子チャンピオンの沢田さ

んが来ている。これらの方々は、北海道テニス協会の運営上の重鎮でもあり、その後もテニス指導者の資

格審査や、審判員の資格審査などでお世話になった。北見に来られる場合、道協会から旅費の支援があっ

たが、ボランティア精神で指導に当たってもらっており、道協会役員の普及活動にかける思いが伝わった。 

＜カワサキ後援講習会＞ 昭和５３年に来北した北村プロは、カワサキラケットの専属で、(株)茂藤スポ

ーツが呼んでくれたように記憶している。カワサキは軟式ラケットで有名であったが、いち早くグラファ

イト系の硬式用ラケットを開発している。グラファイトルーラーというラケットで、この宣伝も兼ねて講

習会が開かれたと思う。 
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＜ダンロップ後援講習会＞ ダンロップと美津濃の講習会は(株)クマザキスポーツの支援を得て実施して

いる。ダンロップに派遣してもらった蝶間林氏は横浜国大の先生で、日本デビスカップチームのトレーナ

ーもされていた。北見の食べ物や川湯付近の温泉に魅かれてのか、３度も来ていただいた。蝶間林氏は現

在も横浜でテニス Labo を運営されており、また、「科学の目で見たテニスレッスン」などの著書もあり、

新のテニス指導方法を実践されている。 

＜美津濃後援講習会＞ 美津濃(株)がラケットの宣伝のため、全国で講習

会を開催していることがわかり、クマザキスポーツにコーチ派遣を依頼し

た。なんと、世界ランカーの九鬼氏が来ることになりびっくりした。昭和

５５年に全日本で優勝、翌年ＡＴＰに参戦し、ＡＴＰランキング７４位に

なっている。まさに現役バリバリの世界ランカーに指導してもらえること

と、知名度の高さから多くの受講者で盛り上がった。記憶に残る一言を今

でも記憶している。「テニスの打法は８の字を描くのが基本である」と教

えていたことである。当時、北見テニス協会では、ストロークの基本はラ

ケットを早く引いて打ち出すようにと教えていたので戸惑った。すぐには

九鬼方式に移行できなかったが、 近の若い人のストロークを見ると九鬼

氏の打法に近いかもしれない。九鬼氏も２度来北されている。昭和２０  九鬼氏と同行者のサイン 

年生まれであるが、現在もジュエ・インドアスクールの校長としてジュニア等の指導をされている。九鬼

氏の後、美津濃専属の加藤プロや古橋プロが継続して来北しているが、古橋プロは昭和５５年の全日本テ

ニス選手権女子の優勝者であり、加藤プロは昭和５２年のデ杯選手と、そうそうたるメンバーであった。 

＜朝日生命後援講習会＞ 朝日生命テニススクールは、ス

ポーツで健康な体を作ることを支援する事業として、各地

でテニススクールを開催していた。要は、病気もせず元気

でいてくれることが保険会社にとってもメリットが大きい

ということのようだ。普通、遠方まで指導に来てくれるの

は１～２人であるが、なんと５人ものスタッフに指導して

もらった。その一人である内山氏は昭和５５年の全日本の

男子ランキングのトップであり、川口氏や鷲田氏もランキ       朝日生命テニス教室 

ング１０位以内の選手であった。当協会会員の中に朝日生命勤務の方がいて、このような豪華なメンバー

による講習会の機会を作ってもらったと思うが、事前の宣伝も功を奏し、１２０人もの受講者が楽しく指

導を受けていた。 

＜ウインザーテニス後援講習会＞ 昭和６０年頃の北

海道テニス協会副会長は衆議院議員の中川昭一氏であ

った。東大時代からテニスをされており、国会議員を

しながら暇を見つけては議員仲間や皇族の方などとも

テニスをされていたそうだ。選挙区は十勝なのでオホ

ーツク圏は票田ではないが、新宿の大手スポーツ店で

あるウインザーテニス(株)との共催での親睦大会と講

習会を開催してもらった。講習会講師は全日本のラン

カーであった田辺兄弟で、中川氏に同行してきて指導

してくれた。平成２年から数回開催したのだが大会記  前列左３人目が中川氏、４,５人目が田辺兄弟 

録は残っていない。雨で大会ができなかったが、北見工大の体育館を借りて交流試合をしたこともあった。

また、前日雨が激しかったので、あきらめて飲みすぎた中川氏であったが、翌日のコート整備に驚きなが

ら親睦試合を楽しんでいた。懇親会を開催したこともあるが、普段聞けないようなオフレコに近い政治や

皇室の裏話もされており、豪華景品よりその方が思い出深い。中川氏は、財務大臣や農林水産大臣なども

歴任され、将来の総理候補でもあったようだが、残念ながら、平成２１年に心筋梗塞で帰らぬ人となった。 

＜ＮＴＴ後援講習会＞ 北海道にはテニスの実業団チームが何社かあるが、ＮＴＴ北海道が活躍していた。

会社が社会貢献事業としてコーチの派遣を行っていることがわかり、札幌に転勤した当協会員を通して講
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習会の開催をお願いした。ナイターでの講習会や女性向けの講習会を２回開催してもらった。 

＜東急デパート後援講習会＞ 北見唯一のデパートである東急デパートが平成４年に開店１０周年を迎え、

それを記念して東急レディーステニス大会を開催してくれることになった。道内で３か所目になるが、そ

れに合わせてテニスクリニックも計画してもらった。講師は岡川恵美子さんで、昭和５７年、平成２年に

全日本テニス選手権で優勝しており、ＡＴＰツアーにも参戦しているトッププレーヤであった。全日本 Jr

監督の松原さんも同行されており、２人に指導してもらったが、この大会に合わせ岡川プロは３度足を運

んでくれている。暑い東京を離れられるので楽しみにしていたようだ。また、当協会３０周年記念の講習

会にも来てもらったので、都合４回の来北になり、 も多く北見に来られたプロ選手である。 

＜自主開催講習会＞ 平成１３年から網走テニス協会が賞金の付いたオホーツクオープンテニス大会を開

催することになり、日本のトップクラスの選手が参加していた。その一人に平成３年、４年の全日本選手

権の覇者の山本氏がいた。網走協会から講習会開催の打診があり、平成１６年に北見でも実現している。

さらに、平成２０、２１年にも来てもらっているが、ジュニアの指導で活躍している福永氏を同行されて

おり、ジュニアや一般を対象に熱心に指導されていた。 

北見に大手のスポーツ店が進出してきたため、地元のスポーツ店はその影響を受け、プロ選手による講

習会の後援が難しくなった。そんな状況であったが、平成１９年に当協会が創立３０周年を迎えるので、

その記念事業の一つとしてプロ選手による講習会を企画した。これまでのつながりの強い岡川プロにお願

いして４人の方に来てもらっている。岡川さんをはじめとして、皆さん日本のランキング上位の方で、４

大大会にも参戦した選手である。特に平木理化さんは平成９年の全仏混合ダブルスで優勝するなど、ダブ

ルスのトッププレーヤーである。基本的な講習の他、４人による模範試合や受講者との交流試合なども行

ってもらった。 

山本育史プロの講習会           左から吉田、岡川、吉田、平木プロ 

 

＜体育協会等との共催講習会＞ 当協会主催の室内講習会は協会指導員が毎年行っているが、プロの指導

者にお願いしたことがなかった。北見市体育協会が講師を招いての講習会を支援していることがわかり、

著名な指導者である小浦武志氏にお願いをして冬季の室内講習会を企画した。小浦氏は伊達公子さんをジ

ュニア時代から育てた方として有名であり、また、キッズテニスの発案者でもある。幸い、３年間続けて

補助事業に採択してもらい、高校生の上級者に対する練習方法の指導とか、指導者層のコーチング方法な

どについて指導を受けた。                        

近の講習会であるが、平成２７年１２月に道立体育館をテニスの日として１日開放してくることにな

った。急なことであったが、強化普及部と検討し、ジュニア講習会を開催することにした。早速、北海道

テニス協会にコーチの推薦をお願いしたところ、北広島市で「テニスＰＯＴＡ」を運営されている長谷川

洋一郎氏の推薦があった。長谷川氏は大学時代はインカレでも活躍した方であるが、北海道に戻ってジュ

ニア等の指導に取り組んでいる。当日は、小中学生の部と高校生の部に分けて指導いただいたが、北海道

メディカル・スポーツ専門学校の講師の方を同行され、コート３面を使ってフィジカル面とテクニカル面



50 
 

の指導をユーモアを交えながら、しかも厳しく教えてい

ただいた。受講者の好感度も高かったことから、平成２

８年の北見市体育協会の補助事業に申請し、砂入り人工

芝コート改修記念テニス教室として採択してもらった。

前日から一部の方に指導方法の基礎を教えてもらい、翌

日の球出しなどの補助に当たってもらった。当日は北見

入りした北海道メディカル・スポーツ専門学校の講師と

学生数名がきめ細かなフィジカルトレーニングを実施し、

７面を使っての指導は見事であり、満足度も高かったと

思う。 

                            長谷川洋一郎氏による練習方法の指導 

 

               当協会の講習会に来北されたプロの選手など 

年度 外部からの講師氏名 

昭５２年 道テニス協会指導者による講習会（葛岡、渡辺、八木、本田、芹沢） 

昭５３年 北村元延プロ講習会（カワサキ）、道テニス協会講習会（小山昇、沢田久美子） 

昭５４年 蝶間林利男（デ杯コーチ）ダンロップテニス教室、九鬼潤プロ講習会（美津濃） 

昭５５年 朝日生命テニススクール（内山悦男、細野明角、川口晶、横澤重信、鷲田則之） 

昭５６年 加藤幸雄プロ講習会（美津濃）、蝶間林利男（デ杯コーチ）ダンロップテニス教室 

昭５７年 九鬼潤プロ講習会（美津濃） 

昭５９年 蝶間林利男（デ杯コーチ）、熊本昌宏（ダンロップテニス） 

昭６２年 古橋富美子、加藤幸夫（美津濃）プロテニス教室 

昭６３年 加藤幸夫プロ講習会（美津濃） 

平２年 田辺清、正兄弟によるプロテニス教室 

平３年 田辺清、正兄弟によるプロテニス教室 

平４年 
高木氏（ＮＴＴ）、小原氏（ＮＴＴ）のナイターテニス講習会 

岡川恵美子プロ（東急）、松原慶子（全日本Ｊｒ監督）テニス教室 

平５年 辻氏（ＮＴＴ）、宮尾氏（名古屋）のナイターテニス講習会 

平７年 岡川恵美子、野村 勉（東急）プロテニス教室 

平８年 岡川恵美子、野村 勉（東急）プロテニス教室 

平１０年 東急レディーステニス教室 

平１５年 ルール講習会（ＪＴＡ 姫井義也） 

平１６年 山本育史（ダイワ精工）講習会 

平１８年 田辺、溝口プロによるマナーキッズテニス教室 

平１９年 ３０周年記念プロテニス講習会（平木理化、岡川恵美子、吉田友佳、宮内美澄） 

平２０年 山本育史（プリンス）講習会、福永二郎（アメアスポーツ）講習会 

平２１年 山本育史（プリンス）講習会、福永二郎（アメアスポーツ）講習会 

平２２年 小浦武志テニス講習会 

平２３年 小浦武志テニス講習会 

平２４年 小浦武志テニス講習会 

平２７年 長谷川洋一郎ジュニアテニス講習会 

平２８年 長谷川洋一郎テニス講習会 

 

９－２ 会員交流行事 

 テニスコートで汗を流しているのは、健康のためとか仲間との交流を深めるためといった方が多いと思

うが、やはり試合を通して一球一打に歓喜するためでもある。初心者とか体力に自信がなくなった人など、

ポイントの対象となる公式の試合に出るのにためらいがある人でも、気楽に参加できるよう企画したのが 
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お楽しみテニス大会やクラブ対抗戦などである。 

 

1）お楽しみテニス大会 

協会が設立された翌年からコート開き、コート納めと併せて、

親睦を兼ねた紅白戦が行われていた。抽選で紅組と白組に分かれ、

主将はペアーやオーダーを考えて対戦に臨み、勝敗数で勝利を決

める。勝組には賞品が当たったと思うが定かではない。紅白戦の

夜には懇親会を行って交流を深めていた時期もあった。 

お楽しみ大会となったのは平成７年からで、女子連がやってい

た「お楽しみ女性テニス大会」を見習って、紅白戦とは別に夏と

秋に行っていた。当初は個人戦で、B クラス及び C クラス、壮年、

混合のダブルスで一般大会と同様に優勝者を決めていた。もっと

幅広く参加してもらえるようにするために、平成１６年頃から夏

はチーム戦に変更している。なお、秋は混合ダブルス戦を実施し

ていた時期もあったが、夏と同様の形になったのは１０年前くら

いからのようだ。 

現在は、春のコート開きに併せて行われる「テニスフェスティ

バル＆お楽しみ大会」が 初である。この大会には会員外も参加

ができ、しかも入会する場合は入会金が無料となる特典付きであ

る。毎年数１０名が参加しているが、簡単な講習会を行った後に、

初級、中級、上級にクラスを分けてチーム戦を行っている。クラ

スは自己申告を尊重し、男女関係なしのダブルスの対抗戦となる

が、参加費無料で、豪華（？）賞品もあたるので参加者も多いよ

うだ。平成２８年のこの催しでは、砂入り人工芝コート全面改修

を記念して、札幌からプロの指導者である長谷川洋一氏を招き、

フィジカルトレーニングやテニスの基本的練習方法を学んだり、

試合での戦略などについて指導してもらった。          テニスフェスティバルの募集 

秋のお楽しみ大会は「テニスの日記念お楽しみテニス大会」に   と指導風景（2017.5.3） 

なる。平成１０年に日本テニス協会がテニスの普及のために設けた記念日で、９月２３日の秋分の日に全

国のテニス協会で普及活動を行うことになった。当協会もその趣旨に賛同してお楽しみ大会を開催してい

る。混合ダブルス戦を行ったときもあったが、現在はチーム戦になっている。チームメンバーは当日発表

され、老若男女入り乱れたペアーでのチーム戦であり、名前も知らない者同士がペアーを組むなど、良い

親睦の機会になっている。もちろん、お弁当も用意されており、全員に賞品が当たる。 

 後のお楽しみ大会はコート納めの前週に行わ

れれる「紅白・納会テニス大会」である。個人で

申し込みができ、先のテニスの記念日と同様、に

わかチームを作りじゃんけんでペアーを決めるな

ど、まさに親睦のための大会と言える。順位は決

めるが、優勝したチームが良い賞品をもらえる訳

ではなく、選択の優先権があるだけなので、賞品

袋を開けるまで勝負が続く。１１月３日の休日に

開催することが多いが、なんと、平成２８年は午

後から雪になり、当協会初の雪中テニス大会とな

った。コートも真っ白になったが、ボールも白く

見え、雪合戦のようだった。北見の初雪の時期と

しては異例の早さであるが、その後に降った雪が       雪の中の紅白・納会試合 

３０ｃｍを超えており、まさに異常な大雪だった。 
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2）クラブ対抗戦 

協会が設立された年から職域・職場対抗戦が開催されている。当時副会長であった鎌田氏（北見塗装社

長）、大野氏（北見工大教授）、泉氏（北糖所長）の３氏から優勝旗の寄贈を受け、優勝旗争奪戦としてス

タートした。しかし、職場・職域と限定すると参加にためらいのあるチームもあり、昭和５９年からはク

ラブ対抗戦となり、主として団体登録したグループでチームを作って参加している。平成６年くらいまで

は議案書に記録が残っており、北見工大チームとグランドスラムチームの優勝回数が際立っていた。しか

し、このころからスポンサー付きの大会が増え、日程に余裕がなくなったためか平成８、９年には開催さ

れていない。 

平成１０年のテニスの日に再開され現在も継続しているが、今では当協会行事の中で も参加者の多い

交流大会となっている。そのきっかけは、お昼に焼肉パーティーをするようになってからではないかと思

う。公園内は火気厳禁なので、温水プール裏の温水パネルの隙間を利用して１０数チーム、１００人近い

仲間が焼肉を突っついていた。煙が舞いあがり、笑い声の絶えない楽しい時間であった。平成２７年に温

水プールの取り壊

しによって焼肉が

できなくなったが、

参加チームは減る

ことがなく、優勝

チームに与えられ

るビールなどを目

指して激しい応援

合戦が繰り広げら 

れている。 

 

 

初期のクラブ対抗戦パンフ      焼肉パーティーに一段と盛り上がる  

 

3）忘年会 

もう一つの会員交流の場は忘年会である。協会設立時

は参加者も多く、ホテルで実施したり、ボーリング大会

の後に行ったりしたこともあった。テニスコートでは利

用時間帯が違っていたり、大会に出ることがない人など

も忘年会に参加していて、いろいろな人と交流できる機

会になっている。ただ、職場などの忘年会を優先するた

め、参加者が少なくなっているのは残念なことである。

担当者がいろいろ工夫してくれており、ビンゴゲームや

くじ引き、あるいはじゃんけん大会などで皆さんに素敵

なプレゼントを用意してくれている。ぜひ、多くの方に

参加してもらいたい。                      平成２８年忘年会と豪華賞品 
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１０.都市対抗テニス大会 

 

 当協会が選手団を編成して派遣している対外試合には、北海道都市対抗テニス大会と道東都市対抗（後

に北北海道都市対抗と改称）テニス大会がある。これらの大会の概要を以下にまとめてみた。 

 

１０－１ 北海道都市対抗テニス大会 

 北海道都市対抗デニス大会へは、当協会が設立された昭和５２年に札幌市で開催された第２８回大会か

ら出場している。この頃の大会は Aクラス男子チーム、Bクラス男子チーム、女子チームで参加できるもの

で、北見市は B クラス男子チーム（男子ダブルス 3 ペア：斉木、佐々木、岡、常本、伊東、鶴原）のみで

出場した。戦績は小樽市・留萌市・北見市の 3 都市からなるブロックリーグ戦で留萌市には３勝したもの

の、小樽市には２分け 1 敗であり、ブロック２位となって決勝リーグに駒を進めることはできなかった。

しかし、昭和５２年 1 月末に設立総会を終えたばかりで、コート条件なども整っていない中、５月末の大

会へ選手団を派遣し、しっかりと戦績を残していることは驚くばかりである。昭和５３年の第２９回大会

は函館市での開催で、遠距離であったためであろうか欠場しているが、第３０回以降の大会へは継続して

選手団を派遣している。 

＜１部都市への挑戦＞ 大会への参加都市が増えたことから、昭和５５年の第３１回大会からは 1 部都市

と２部都市に分かれての対戦となった。また、１部 下位都市と２部優勝都市が翌年入れ替わるという方

式になった。この第３１回大会では２部に出場した北見市は室蘭市に次いで２位であったが、事前の北海

道協会の説明が不明瞭で混乱があった。我々は２部上位２都市が 1 部下位２都市と入れ替わるものと理解

していて、翌年は 1部昇格と大喜びした。しかし、１部－２部の入れ替えは 1都市のみという通知があり、

北海道協会とずいぶん熱いやり取りをしたが、結局１部への昇格は叶わず昭和５６年の第３２回大会は２

部出場となった。しかし、第３２回大会では前年の悔しい思いが力となって２部優勝を果たし、昭和５７

年の第３３回大会では 1 部で出場できた。その後、惜しくも２部降格となってもすぐに 1 部へ返り咲く状

況を１４年間続け、エスカレーター都市と言われたこともあったが、それだけにエピソードも多い。岡会

長の紹介のところで触れたが、翌日の対戦相手を甘く見て、前夜祭で飲みすぎ１部昇格を逃した第３５回

函館大会、また、帯広での第３７回大会ではオーダーミスにより、ブロック 下位になり１部昇格は難し

いと思われたが、翌日の 下位決定戦で強豪小樽市を破って、土俵際から１部残留を決めた大会もあった。

４０回の参加の中での 高順位は全道３位である。平成３年の第４２回大会では岡氏が病気治療中で戦力

的に厳しかと思ったが、ブロックでは札幌に負け２位となったものの、順位決定戦では千歳に勝ち３位と 

  地獄と天国を経験した昭和６１年帯広大会       全道第３位となった平成３年の大会 

なった。一方、 も厳しかったのは第５５回旭川大会である。４部に降格してしまい１部を目指した挑戦

が始まった。会報５８号に監督福田氏が顛末記を載せているが、留萌との決勝戦を４対１で快勝し、胸を

なぜおろしたそうだ。このように大会では一喜一憂を経験しているが、レセプションになると、北見はい

つもブレークして会場を盛り上げていた。 

1 部の対戦は一般男子ダブルス４ペア、45 歳以上男子ダブルス 1 ペア、一般女子ダブルス２ペアで勝ち

抜く必要があり、選手層が十分ではない状況にありながらも、全道レベルの大会で上位の戦績を残す選手
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を数多く擁する道央の都市と互角に戦っていたと評価できよう。なお、現在の１部対戦は、一般男子２ペ

ア、一般女子２ペア、４５歳以上男子 1 ペア、４５歳以上女子１ペア、５５歳以上男子１ペアとなってお

り、高齢化に対応したチーム編成となるが、北見に有利かどうか一度挑戦したいものだ。 

     ４部での厳しい戦いが会報に載る           懇親会ではいつも元気いっぱい 

＜派遣選手層＞ 協会設立当初より、北海道都市対抗大会への派遣選手になることは憧れであった。これ

らの人は技術力・競技力が優れ、協会内の大会で常に上位の戦績を残していることだけではなく、シーズ

ン初めのコート造成、シーズン中の大会運営や講習会などにも快く応じてくれた方でもあった。当時は講

習会への参加者が早朝、ナイター問わず５０～１００人の規模で、３～４面のコートを使用しての講習会

を開催していた。ボール出しなどには派遣選手が総出で、ボランティアで担っていた。派遣選手は対戦や

強化練習を通じて得た技術やちょっとしたコツを伝えようと一生懸命であったし、受講者もそれらを会得

しようと熱心で、協会全体として「会員の良い関係」が底流にあったように思われる。 

 平成１１年の第５０回大会では残念ながら 1 部 下位となり、翌年の大会以降２部や３部での出場が続

いている。これにはさまざまな要因が挙げられようが、派遣選手確保という面では①転勤してきた選手に

頼ることが大で、転入時には戦力アップもあるが、数年後の転出による戦力ダウンが不可避である、②転

勤してきた選手も４月に移動してきて５月下旬に休暇を取っての出場が難しい、③大会日程が市内小学校

の運動会と重なっている、などがある。昨今はどの都市も、とくに地方の市町村にあっては協会会員の減

少、協会運営の弱体化、選手の高齢化などで出場が困難になってきているようであるが、当協会にあって

は出場のメリットを今一度確認し合い、1 部での対戦へ

と飛躍できるよう期待している。 

＜全道大会の開催＞ 北海道都市対抗テニス大会につい

ては出場だけでなく、「３－３ 創立２０年～３０年の概

要」でも記しているように、平成１２年の第５１回大会

の北見市・網走市開催が思い起こされる。前年の第５０

回大会時に選手団とともに視察員も派遣して大会運営方

法を確認したり、逆に北見へ北海道協会から役員やレフ

ェリーに来ていただいて細部（例えば、ネットの下に隙

間ができないようにセンターストラップを留めるなども）

を打ち合わせしたりしながら準備をし、北見市と網走市   前日のキャップテン会議（中央宮野さん） 

の両コートでの大会であることから６０人を超える実働

役員を当協会の会員の方々に担っていただいて開催を支

えてもらった。参加都市４４都市、参加選手は約８００

人となり、５月２６日：代表者会議（道立北見体育セン

ター1階講堂）、５月２７日：１部～３部ブロックリーグ

戦（北見市東陵運動公園テニスコート）、４部・５部ブロ

ックリーグ戦（網走市スポーツトレーニングフィールド

テニスコート）、開会式・懇親会（オホーツクビアファク

トリー）、５月２８日：順位決定戦（北見市東陵運動公園

テニスコート）、閉会式をやり遂げた。この大会成功は、  北見の応援風景（ユニフォームを作った） 
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集う会員と協会の運営体制が全道でもトップクラスであることを示していると言っても過言ではないと今

でも思っている。また、この時の大会プログラムには会員の愛犬も応援している微笑ましいページ（掲載

は有料だった）も設けられ、これは後の他都市の大会でも取り入れられたように記憶している。 

 

１０－２ 道東都市対抗テニス大会・北北海道都市対抗テニス大会 

＜参加都市の拡大＞ 網走市では北見市よりも早く、開発局などへの転勤者を中心に網走テニス協会が活

動しており、昭和５０年頃、北見工業大学や北海道糖業㈱の方々に交流試合の申し入れや大会へのお誘い

があった。それらが昭和５２年 1 月の北見での協会創立の契機となったが、この交流試合の輪を広げ、昭

和５６年７月１２日、北見市、網走市、釧路市そして中標津町の代表選手が網走市に集って第 1 回道東都

市対抗（道東 4 都市対抗と称していた）テニス大会が開催された。昭和６２年の第６回大会から紋別市が

加わって５都市対抗となり、開催地も５都市の持ち回りとなったが、紋別だと釧路圏からの移動が大変な

ので、結局、北見、網走、釧路でローテーションすることになった。 

オホーツク圏においても硬式テニス協会の設立が進み、道東都市対抗テニス大会への参加希望も増え、

斜里町、美幌町、小清水町、遠軽町、女満別町（大空町）、別海町、根室市など近隣市町の協会が参加する

ようになった。さらに、十勝地区からの参加希望もあり、運営上の都合もあって、平成１８年の第２３回

大会からは北北海道都市対抗テニス大会と改称し、 近では１１の都市・チームの対戦となっている。な

お、平成１５年の２０回大会は北見で開催したが、夜の懇親会を開催しており、遠くの市町村の方は一泊

されたようだ。 

＜対戦成績＞ この大会の戦績は第 1 回大会から平成 8

年の第１４回大会まで北見 A チームが連続優勝を記録し

ている。しかし、北海道都市対抗テニス大会でも１部か

ら２部へ降格となり、その中での対戦成績も厳しい状況

になっており、また、残念ながらこの大会でも優勝から

遠ざかるようになった。北海道都市対抗テニス大会への

出場も含めて、協会の若手強化について派遣選手の意見

も聞きながら再検討する必要があるようだ。 

＜試合形式など＞ 本大会は、当初男子４ペア、女子３      円陣を組む平成２８年チーム 

ペアでの対戦だったため、小さな都市では選手がそろわないこ

とから他都市に助っ人をお願いすることがあった。現在は男子

３ペア、女子２ペアの対戦となったが、都市間の懇親の機会で

もあり、今でも選手資格には柔軟な対応をしている。大会要項

を見ると、大学生は認めていないが、地区協会会員と関連のあ

る方は認めている。また、平成４年の第１０回大会からは選手

の強化育成もあって 1 都市２チームの出場も可能としたり、平

成１６年から平成２２年までは、１部と２部にクラス分けした

こともある。現在は、開催都市は２チーム登録できるようにし

ているが、２部制については意見が分かれていて採用していな

い。 

それにしても雨に見舞われる大会で、これまで雨で３回中止

となっており、雨の中で試合をしたことも何度かあった。平成

２４年の北見での大会では、美幌と北見の決勝戦は雨の中で行

われ、雨のためか、助っ人が強すぎたのか、美幌に負けて準優

勝であった。平成２８年、２９年は北見開催であったが、平成

２８年も雨で一時中断している。当番都市の大会運営委員の方は、   平成２８年パンフレット 

朝の５時の時点で実施か中止の連絡をしなければならないので、   （伊藤事務局長デザイン） 

毎年天気予報と睨めっこしながら頭を痛めることが多い。 
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全道都市対抗、北北海道都市対抗での戦績一覧 

北海道都市対抗テニス大会            道東都市対抗及び北北海道都市対抗テニス大会 

回 数 
年 度 開催 

都市 
1 部 2 部 3 部 4 部 回 数 

年 度 主管 

都市 

北見 

 Ａ 

北見 

 Ｂ 
都市数

第 28 回 昭 52 年 札幌 2 位 

第 29 回 昭 53 年 函館 欠場 

第 30 回 昭 54 年 小樽 3 位 

第 31 回 昭 55 年 帯広 2 位 

第 32 回 昭 56 年 旭川 優勝 第 1 回 昭 56 年 網走 優勝 4

第 33 回 昭 57 年 札幌 6 位 第 2 回 昭 57 年 北見 優勝 4

第 34 回 昭 58 年 千歳 8 位 昭 58 年 雨天中止 

第 35 回 昭 59 年 函館 2 位 第 3 回 昭 59 年 釧路 優勝 4

第 36 回 昭 60 年 小樽 優勝 第 4 回 昭 60 年 中標津 優勝 4

第 37 回 昭 61 年 帯広 7 位 第 5 回 昭 61 年 網走 優勝 4

第 38 回 昭 62 年 旭川 7 位 第 6 回 昭 62 年 北見 優勝 5

第 39 回 昭 63 年 江別 4 位 第 7 回 昭 63 年 釧路 優勝 5

第 40 回 平元年 旭川 4 位 第 8 回 平元年 紋別 優勝 5

第 41 回 平 2 年 江別 7 位 平 2 年 雨天中止 

第 42 回 平 3 年 江別 3 位 第 9 回 平 3 年 中標津 優勝 5

第 43 回 平 4 年 江別 6 位 第 10 回 平 4 年 網走 優勝 4 位 8

第 44 回 平 5 年 旭川 8 位 第 11 回 平 5 年 北見 優勝 9

第 45 回 平 6 年 江別 優勝 第 12 回 平 6 年 釧路 優勝 9

第 46 回 平 7 年 江別 8 位 第 13 回 平 7 年 網走 優勝 3 位 8

第 47 回 平 8 年 江別 3 位 第 14 回 平 8 年 北見 優勝 7 位 10

第 48 回 平 9 年 旭川 5 位 第 15 回 平 9 年 釧路 2 位 9

第 49 回 平 10 年 苫小牧 優勝 平 10 年 雨天中止 

第 50ｊ回 平 11 年 江別 8 位 第 16 回 平 11 年 網走 2 位 

第 51 回 平 12 年 北見 3 位 第 17 回 平 12 年 北見 2 位 13

第 52 回 平 13 年 帯広 4 位 第 18 回 平 13 年 釧路 9 位 10 位 14

第 53 回 平 14 年 札幌 7 位 第 19 回 平 14 年 網走 5 位 3 位 14

第 54 回 平 15 年 札幌 7 位 第 20 回 平 15 年 北見 2 位 7 位 14

第 55 回 平 16 年 旭川 優勝 第 21 回 平 16 年 釧路 2 位 8

第 56 回 平 17 年 帯広 6 位 第 22 回 平 17 年 網走 4 位 9

第 57 回 平 18 年 札幌 優勝 第 23 回 平 18 年 北見 優勝 9

第 58 回 平 19 年 札幌 8 位 第 24 回 平 19 年 釧路 2 位 12

第 59 回 平 20 年 札幌 優勝 第 25 回 平 20 年 網走 優勝 7

第 60 回 平 21 年 札幌 8 位 第 26 回 平 21 年 北見 2 位 7

第 61 回 平 22 年 札幌 3 位 第 27 回 平 22 年 釧路 2 位 7

第 62 回 平 23 年 帯広 2 位 第 28 回 平 23 年 網走 2 位 9

第 63 回 平 24 年 旭川 6 位 第 29 回 平 24 年 北見 2 位 雨 11

第 64 回 平 25 年 江別 7 位 第 30 回 平 25 年 釧路 4 位 11

第 65 回 平 26 年 江別 4 位 第 31 回 平 26 年 網走 3 位 11

第 66 回 平 27 年 旭川 6 位 第 32 回 平 27 年 釧路 2 位 11

第 67 回 平 28 年 江別 5 位 第 33 回 平 28 年 北見 2 位 6 位 11

 

  平成 12 年全道大会 山田さんの音頭で乾杯        平成 29 年全道大会、2部で準優勝のメンバー 
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１１. 北見テニス協会主催大会 

 

１１－１ 春季北見選手権テニス大会 

 長い冬が終わりテニスシーズンの到来を告げる春一番の大会であ

る。第１回目と２回目は春季北見庭球選手権として、塩田杯（男女 S）、

鎌田杯（壮年 S）、北見市杯（男女 D）が同時に開催されている。参

加者が多かったので、第３回大会からは北見市杯（男女 D）を別日程

で開催するようになった。 

当初塩田杯は一般男女ダブルスだけであったが、平成２１年から

は B 級男女種目が加わった。鎌田杯については、当初は参加者も多

かったが、 近では大会が不成立になることがある。男子に加え、

女子のベテランにも枠を広げているので、参加者が増えることを願

っている。雨天での中止が一度あるが、４０回続いている協会の主

要な大会である。 

 塩田杯、鎌田杯と個人の名前の付いた大会であるが、お二人につ

いて簡単に紹介したい。北見工大の教員であった塩田衍氏は、北見

工大赴任間もなく学内にテニス同好会を作り、その仲間を中心に北 

見テニス協会を設立するために奔走された。まさに、協会設立の立役者であり、北糖の協力も得、軟式と

の調整などを進め、昭和５２年１月には設立総会を開催し、協会を誕生させてくれた。残念ながら、その

直後の３月に３２歳の若さで他界された。その功績に報いるよう、ご家族の了解を得て大会名に残すこと

とした。 

 鎌田正甫氏であるが、若いころに硬式テニスをされた経験があり、北見市に硬式テニス協会ができるこ

とを熱望していた一人である。北見塗装(株)を経営されていたが、会社の入り口には北見ローンテニス協

会と書いた看板があったと聞いている。協会設立に向け、会員拡大や印刷関連のお世話をボランティアで

請け負っていただいた。当時で７０歳を超えていたかと思うが、 長老でしかも影の協会設立者でもあり、

敬意を表して壮年の大会に名前を残した。 

 

北見春季選手権（塩田杯、鎌田杯）戦績一覧 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 昭 52 年 
一般男子 小林 久人 常本 秀幸 岡  宏 32 

一般女子 伊藤 信子 森谷久美子 河合 貞子 16 

壮年 泉 近 鎌田 正甫 本間 恒行 7 

第 2 回 昭 53 年 
一般男子 岡  宏 常本 秀幸 森 雅夫 45 

一般女子 伊藤 信子 新井 歌子 伊東 定子 17 

壮年 伊東 秀雄 平山 光茂 本間 恒行 8 

第 3 回 昭 54 年 
一般男子 岡  宏 常本 秀幸 伊東 秀雄 56 

一般女子 伊藤 信子 新井 歌子 宮澤由紀子 20 

壮年 平山 光茂 荒瀬 晃 大野 武敏 8 

第 4 回  昭 55 年 
一般男子 岡  宏 鶴原 幹也 前田 寛之 56 

一般女子 伊藤 信子 新井 歌子 内藤 郁子 12 

壮年 伊東 秀雄 荒瀬 晃 泉 近 6 

第 5回  昭 56 年 
一般男子 岡  宏 枝川 滋 常本 秀幸 43 

一般女子 伊藤 信子 平野 容子 寺前 信子 18 

壮年 伊東 秀雄 新井 義夫 加藤 3 

第 6回  昭 57 年 
一般男子 岡  宏 常本 秀幸 藤池 保夫 40 

一般女子 伊藤 信子 高木 厚子 伊東 定子 18 

壮年 鎌田 正甫 加藤 2 

第 7回  昭 58 年 
一般男子 岡  宏 池端 治雄 常本 秀幸 58 

一般女子 伊藤 信子 小山田博子 伊東 定子 19 

壮年 新井 義夫 鎌田 正甫 2 

第 8回  昭 59 年 一般男子 常本 秀幸 尾花 仁康 岡  宏 50 

一般女子 伊藤 信子 石川優美子 荒瀬 拓代 22 
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第 9回  昭 60 年 一般男子 岡  宏 源 和雄 長谷川智仁 39 

一般女子 森 幸子 信太 寿子 加藤 幸子 14 

第 10 回  昭 61 年 
一般男子 長谷川智仁 皆川 正広 岡  宏 32 

一般女子 信田 寿子 金一きみ子 山野 郁恵 15 

壮年 高谷 俊光 伊東 秀雄 厚谷 郁夫 4 

第 11 回  昭 62 年 一般男子 長谷川智仁 皆川 正広 岡  宏 24 

一般女子 信太 寿子 矢俊八重子 五十田順子 16 

第 12 回  昭 63 年 一般男子 長谷川智仁 土田 雅人 岡  宏 23 

一般女子 皆川 縁 山野 郁恵 高橋 香織 8 

第 13 回  平元年 一般男子 渡辺 次彦 町田 求 伊藤 直人 25 

一般女子 五十田順子 山野 郁恵 新里 順子 16 

第 14 回  平 2年 一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 土田 雅人 34 

一般女子 山野 郁恵 長谷川香織 下田 幸江 14 

第 15 回  平 3年 一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 土田 雅人 31 

一般女子 皆川 縁 柴崎紀美子 山野 郁恵 16 

第 16 回  平 4年 
一般男子 皆川 正広 土田 雅人 湯浅 健司 27 

一般女子 皆川 縁 山野 郁恵 下田 幸江 17 

壮年 田崎 純 信太 寿雄 宮下 忠 4 

第 17 回  平 5年 一般男子 土田 雅人 湯浅 健司 高谷 俊光 17 

一般女子 山野 郁恵 皆川 縁 三原 一美 16 

第 18 回  平 6年 一般男子 坂本 一 皆川 正広 中野誠二郎 42 

一般女子 三原 一美 皆川 縁 山野 郁恵 22 

第 19 回  平 7年 一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 柴野 貴聡 16 

一般女子 長 由美子 三原 一美 山野 郁恵 7 

第 20 回  平 8年 雨天中止 

第 21 回  平 9年 一般男子 永山 誠 脇 伸一 高谷 俊光 9 

第 22 回  平 10 年 一般男子 脇 伸一 永山 誠 望月 剛 17 

一般女子 三原 一美 芳形 可奈 宮田 雅代 12 

第 23 回  平 11 年 
一般男子 長谷川智仁 永山 誠 湯浅 健司 8 

一般女子 三原 一美 芳形 可奈 高橋真由美 14 

壮年 高谷 俊光 川森 勉 山田 孝一 6 

第 24 回  平 12 年 一般男子 江間 修 皆川 正広 林  吾朗 14 

一般女子 高橋真由美 松浦 綾乃 鶴田 直子 18 

第 25 回  平 13 年 

一般男子 永嶋 秀樹 林  吾朗 永山 誠 19 

一般女子 三原 一美 中川美奈子 渋谷由紀子 12 

壮年 伊藤 陽司 山田 孝一 山口 茂利 4 

４５歳女子 高橋真由美 幡鎌満里子 矢代 千春 4 

第 26 回 平 14 年 一般男子 永山 誠 北野 宏幸 伊藤 陽司 17 

一般女子 三原 一美 高橋真由美 永山 恭子 15 

第 27 回 平 15 年 一般男子 永山 誠 中島 鉄男 宮城 雅章 17 

一般女子 岩原 裕美 脇 優子 和田喜代子 11 

第 28 回 平 16 年 一般男子 山原 光広 内田 雅人 妹尾 一誠 14 

一般女子 脇 優子 木谷二三代 堀尾恵美子 7 

第 29 回 平 17 年 一般男子 長谷川智仁 宮城 雅章 藤木 敏也 32 

一般女子 長谷川一美 永山 恭子 脇 優子 7 

第 30 回 平 18 年 一般男子 長谷川智仁 脇 伸一 亀山 大貴 22 

一般女子 長谷川一美 永山 恭子 植松 美保 7 

第 31 回 平 19 年 一般男子 村上 慎一 長谷川智仁 皆川 正広 24 

一般女子 村上 香 長谷川一美 堀尾恵美子 10 

第 32 回 平 20 年 
一般男子 村上 慎一 長谷川智仁 山原 光広 17 

一般女子 長谷川一美 鈴木 結華 下司 知世 8 

壮年 山田 孝一 尾藤 清光 前田 寛人 3 

第 33 回 平 21 年 
一般男子 村上 慎一 杉本 嘉久 徳田 奨 5 

Ｂ級男子 福島 直宏 斎藤 英彰 宮澤 航太 7 

壮年 宮城 雅章 北野 宏幸 小林 隆 3 

第 34 回 平 22 年 

一般男子 村上 慎一 長谷川智仁 杉本 嘉久 9 

Ｂ級男子 山田 孝一 上地 直昭 福島 直宏 9 

Ｂ級女子 脇 優子 渡辺 総 松井 知佳 3 

一般女子 長谷川一美 脇 優子 越田 菜月 3 

Ｂ級男子 平井 久文 上地 直昭 内田 雅人 7 

壮年 児玉 忠司 山田 孝一 斎藤 勇 3 

第 36 回 平 24 年 一般男子 玉井 啓博 長谷川智仁 日下部 隆 13 
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一般女子 長谷川一美 平野 晴菜 3 

Ｂ級男子 高橋 克己 松井 太 熊谷 淳史 6 

Ｂ級女子 高橋 和 早坂 総 4 

壮年 山田 孝一 児玉 忠司 4 

第 37 回 平 25 年 

一般男子 平野 拓馬 日下部 隆 竹口 尚孝 29 

一般女子 狩野 繁子 島宮 佳苗 樋口いずみ 5 

Ｂ級男子 菊地 亮 佐々木諒太 丸山 幸輝 16 

Ｂ級女子 安原 千尋 福士 陽子 赤澤 佑衣 5 

壮年 北野 宏幸 3 

第 38 回 平 26 年 
Ａ級男子 平野 拓馬 柴田 大輔 藤井 満 27 

Ａ級女子 樋口いずみ 狩野 繁子 三國谷真弓 6 

Ｂ級男子 徳岡 秀樹 澤野 勝三 高橋 皓也 15 

第 39 回 平 27 年 

Ａ級男子 川浪 諒 武田 陸 関澤 佑介 17 

Ａ級女子 小川 椎菜 青山 美幸 安原 千尋 5 

Ｂ級男子 後藤 範夫 畠 一凱 児玉 忠司 13 

Ｂ級女子 鏡 凪紗 堰代 夏海 4 

ベテラン男子 杉本 嘉久 山田 孝一 4 

第 40 回 平 28 年 
Ａ級男子 藤井 満 大石 将己 関澤 佑介 26 

Ａ級女子 岡本 真理子 三國谷 真弓 久原 美那 5 

Ｂ級男子 前田 敏貴 山田 孝一 長澤 拓哉 13 

 

１１－２ 北見市杯から阿部スポーツ杯、そして春季北見ダブルス大会 

協会創立時に北見市より北見市杯を寄贈いただき、北見市

杯争奪ダブルス大会の名称でスタートした。その後、阿部ス

ポーツ(株)からスポンサーの申し出があり、管内からの参加

が可能な阿部スポーツ杯争奪ダブルス大会となった。 

阿部スポーツ(株)は網走に本店があって、スポーツ全般を

扱っていたが、北見店ではテニスにかなりのスペースを割き、

普及にも取り組んでいただいた。当初は現在の市の駐車場ナ

ップス付近にあったが、その後三輪町に移転、一時期、市内

で一番大きなスポーツ店だったと思う。社員の中にもテニス

の上手な人がいて、用具の選定でも適切なアドバイスをして

くれた。しかし、本州資本のスポーツ店が出店してからは勢 

いがなくなり、平成１８年でスポンサーを下りられたので、その後、この大会は協会単独開催の春季北見

ダブルス選手権として現在に至っている。なお、平成２０年までは一般の男女ダブルスだけであったが、

平成２１年から B 級男女ダブルスも加わり、参加者数も増え、平成２４年の大会では１３６人が参加して

いる。 

 

北見市杯争奪ダブルス大会戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 昭 52 年 一般男子 岡・常本 小林・鶴原 岩原・角谷 34 

一般女子 森谷・伊藤 河合・和田 浦田・山崎 16 

第 2 回 昭 53 年 一般男子 岡・森谷 池端・田中 常本・鈴木 52 

一般女子 伊東・新井 平山・小林 伊藤・宮沢 18 

第 3 回 昭 54 年 一般男子 岡・千葉 大島・森谷 常本・小畑 56 

一般女子 伊藤・宮沢 新井・内藤 伊東・小林 20 

第 4 回 昭 55 年 一般男子 岡・常本 鈴木・小畑 枝川・小幡 56 

一般女子 伊藤・田中 新井・伊藤 小林・内藤 16 

第 5 回 昭 56 年 一般男子 岡・常本 枝川・小幡 池端・田中 54 

一般女子 伊藤・田中 新井・伊東 小山田・石川 22 

第 6 回 昭 57 年 一般男子 岡・常本 大野・新田 奥屋・山内 50 

一般女子 小山田・石川 伊東・小林千 新井・内藤 16 

第 7 回 昭 58 年 一般男子 岡・常本 池端・藤池 桂川・関村 36 

一般女子 小山田・石川 新井・伊東 小沢・菅原 18 

第 8 回 昭 59 年 一般男子 岡・常本 池端・伊藤陽 源・町田 46 

一般女子 伊藤・石川 伊東・新井 小林・宮浦 26 
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第 9回 昭 60 年 一般男子 池端・伊藤陽 岡・常本 源・町田 26 

一般女子 伊藤・石川 金一・森 小林・加藤 20 

第 10 回 昭 61 年 一般男子 皆川・伊藤直 岡・常本 大島・伊藤陽 32 

一般女子 伊藤・石川 皆川・信太 新里・小林 22 

第 11 回 昭 62 年 一般男子 岡・常本 湯浅・土田 岩橋・町田 24 

一般女子 石川・皆川 菅原・矢後 山野・五十田 14 

 

阿部スポーツ杯争奪ダブルス大会戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数 

第 1回 昭 63 年 一般男子 皆川・長谷川 湯浅・渡辺 岩橋・土田 40 

一般女子 石川・伊藤 皆川・高橋 五十田・山野 18 

第 2 回 平元年 一般男子 町田・長谷川 皆川・渡辺 伊藤陽・岩橋 44 

一般女子 石川・五十田 皆川・長谷川 山野・樋口 28 

第 3 回 平 2年 一般男子 皆川・長谷川 湯浅・土田 菊池・岩原 34 

一般女子 石川・伊藤 五十田・柴崎 下田・山野 28 

第 4 回 平 3年 一般男子 湯浅・土田 皆川・平井 長谷川・町田 52 

一般女子 石川・伊藤 姫田・樋口 下田・山野 34 

第 5 回 平 4年 一般男子 湯浅・土田 町田・長谷川 中野・山田 42 

一般女子 石川・伊藤 山野・皆川 下田・姫田 30 

第 6 回 平 5年 一般男子 皆川・中野 土田・湯浅 長谷川・町田 30 

一般女子 石川・皆川 柴崎・渡辺 三原・五十田 20 

第 7 回 平 6年 一般男子 皆川・坂本 土田・湯浅 伊藤直・平田 38 

一般女子 石川・皆川 山野・渡部 三原・岩原 24 

第 8 回 平 7年 一般男子 湯浅・坂本 平田・伊藤直 永山・脇 36 

一般女子 山野・渡辺 石川・皆川 三原・長谷川 26 

第 9 回 平 8年 一般男子 皆川・坂本 湯浅・海野 山本・良知 22 

一般女子 山野・渡辺 皆川・石川 小野・高橋 16 

第 10 回 平 9年 一般男子 望月・前田 伊藤・海野 大島・伊藤 48 

一般女子 山野・渡辺 長・信太 古田・大桜 68 

第 11 回 平 10 年 一般男子 皆川・坂本 長谷川・脇 伊藤・佐藤 64 

一般女子 石川・皆川 山野・渡辺 三原・佐藤 56 

第 12 回 平 11 年 一般男子 坂本・福田 海野・津田 湯浅・伊藤 56 

一般女子 山野・渡辺 高橋・幡鎌 石川・岩原 60 

第 13 回 平 12 年 一般男子 坂本・皆川 湯浅・伊藤 林・菊地 44 

一般女子 石川・皆川 山野・渡辺 高橋・幡鎌 44 

第 14 回 平 13 年 一般男子 長谷川・海野 皆川・山本 菊地・林 32 

一般女子 三原・渋谷 高橋・岩原 荒井・菊谷 38 

第 15 回 平 14 年 一般男子 皆川・山本 伊藤陽・田中 永山・脇 44 

一般女子 荒井・菊谷 渋谷・中川 高橋・松浦 26 

第 16 回 平 15 年 一般男子 山本・鈴木 百々・伊藤 永山・脇 56 

一般女子 荒井・中川 高橋・古田 長谷川・渋谷 28 

第 17 回 平 16 年 一般男子 永山・脇 北野・山原 今野・城崎 44 

一般女子 荒井・菊谷 中川・山野 長谷川・長橋 24 

第 18 回 平 17 年 一般男子 北野・山原 今野・妹尾 永山・脇 80 

一般女子 荒井・和田 永山・北野 山野・渡辺 34 

 

春季北見ダブルス選手権戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数 

第 1回 平 18 年 一般男子 永山・郷久 福田・脇 北野・北原 42 

一般女子 荒井・山野 高橋・岩原 北野・中川 24 

第 2 回 平 19 年 一般男子 田中・千代延 皆川・村上 仲原・荒木 34 

一般女子 和田・荒井 高橋・岩原 渡辺・佐藤 34 

第 3 回 平 20 年 一般男子 村上・杉本 山原・奥野 脇・長谷川 38 

一般女子 山口・荒井 渡辺・長谷川 工藤・山地 36 

第 4 回 平 21 年 

一般男子 工藤・藤井 北野・山原 脇・長谷川 22 

一般女子 玉田・長谷川 工藤・岡本 宮澤・井上 18 

Ｂ級男子 横田・熊谷 佐藤・斉藤 前田・前田 8 

Ｂ級女子 佐川・篠木 橋本・大沢 吉田・森谷 14 

第 5 回 平 22 年 
一般男子 村上・山原 永山・脇 杉本・藤井 34 

一般女子 長谷川・樋口 宮澤・井上 高橋・小野 22 

Ｂ級男子 宮澤・堀内 林・鹿内 井上・越智 18 
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Ｂ級女子 成田・船橋 井上・松山 二神・平山 10 

第 6 回 平 23 年 

一般男子 杉本・藤井 長谷川・脇 湯浅・寺田 36 

一般女子 高橋・小野 宮澤・井上 長谷川・樋口 34 

Ｂ級男子 山田・伊藤 徳田・樋口 山田・小室 32 

Ｂ級女子 渡辺・白井 佐々木・鈴木 野口・上野 10 

第 7 回 平 24 年 

一般男子 竹中・中郡 長谷川・脇 杉本・湯浅 48 

一般女子 太見・小川 長谷川・宮澤 樋口・井上 32 

Ｂ級男子 湯川・山野辺 竹腰・渥美 熊谷・福島 32 

Ｂ級女子 松井・高橋 竹次・馬場 川口・野村 24 

第 8 回 平 25 年 

一般男子 玉井・平野 脇・秋元 杉本・柴田 30 

一般女子 安達・岡本 井上・宮澤 嶋宮・浅倉 30 

Ｂ級男子 熊谷・曽根 松井・萩山 前田・河野 32 

Ｂ級女子 中村・舟山 佐々木・鶴見 後藤・宍戸 12 

第 9 回 平 26 年 

Ａ級男子 杉本・柴田 菊地・脇 秋元・竹中 38 

Ａ級女子 和田・菊地 安達・岡本 宮澤・長谷川 32 

Ｂ級男子 野嶋・井上 江上・高橋 上野・吉田 32 

Ｂ級女子 樋口・山崎 鹿中・元氏 笠井・古山 32 

第 10 回 平 27 年 

Ａ級男子 長谷川・脇 杉本・秋元 武田・石澤 42 

Ａ級女子 岡本・秋元 和田・菊地 樋口・宮澤 28 

Ｂ級男子 森田・本間 児玉・高橋 大関・橋本 32 

Ｂ級女子 片山・板野 川瀧・七條 桝井・竹次 32 

第 11 回 平 28 年 

Ａ級男子 武田・川谷 坂・山岸 関澤・大谷 26 

Ａ級女子 和田・菊地 宮澤・長谷川 古瀬・岡本 18 

Ｂ級男子 鈴木・柳瀬 小林・武田 笹渕・北村 32 

Ｂ級女子 伊藤・水野 小坂・佐藤 黒川・宮浦 32 

 

 

１１－３ クマザキ杯（モーニングトーナメントを含む）からヨネックステニストーナメントへ 

 クマザキスポーツ(株)は古いスポーツ店で、テニス協会設立時から協会

を支援していただいた。北見は軟式・硬式ともに早朝テニスの盛んなとこ

ろで、朝早くから多くの人が汗を流しているが、協会を設立した昭和５２

年に早朝組の中でモーニングトーナメントを開催することになった。モチ

ベーションを上げるためにスポンサー付きの大会にしたいとのことで、会

員にクマザキスポーツの方がおり、会社にお願いしてもらった。親睦大会

ではあったが、クマザキ杯の名前を付け、第１回はモーニングトーナメン

トとして開催している。 

しかし、Ｂ級シングルス大会がなかったことから、第２回目からは他の

大会と同様に日曜日に開催する公式の大会となった。残念ながらモーニン

グトーナメントはなくなったが、普及活動のためにＢ級男女シングルスと

して昭和５７年に復活している。しかし、１か月にも及ぶ大会の管理も大

変な上、スポンサーが付いていないこともあってか、昭和６１年の第 

６回で途切れている。当時の戦績が残っているのでここに記載しておく。 

昭和５３年から公式のクマザキ杯がスタートしたが、第２回はＢ級男女シングルス大会であった。第３

回から一般男女にも種目を広げてもらい、さらに昭和５８年からはジュニアの大会も加わり、大きな大会

になっていた。なお、ジュニアの戦績についてはジュニアのところにまとめたので、そちらを見てもらい

たい。このように、協会の主要な大会であったが、大型スポーツ店の進出によって市内スポーツ店は打撃

を受けており、この大会のスポンサーはクマザキスポーツからヨネックス(株)に変更となり、ヨネックス

テニストーナメントとして継続することとなった。 

 

モーニングトーナメント戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位

１回 昭 57 年 B 級男子 伊藤 陽司 楓 稔也 阿部 正孝 
B級女子 佐久間妙子 荒瀬 拓代 小沢悠紀子 

２回 昭 58 年 B 級男子 源 利雄 伊藤 直人
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B 級女子 加藤 幸子 小林フミ子

３回 昭 59 年 B 級男子 高谷 俊光 伊藤 直人
B級女子 森 幸子 行沢 清美

５回 昭 60 年 B 級男子 土田 雅人 高谷 俊光 佐伯 篤 
B級女子 菅原美智子 小林フミ子 古賀実紀子 

 

クマザキ杯トーナメント戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 昭 52 年 一般男子 池端 治雄 森 雅夫 伊東 秀雄 15 

一般女子 伊東 定子 宮沢由紀子 早川いと子 不明 

第 2回 昭 53 年 Ｂ級男子 千葉 展義 石坂 孜 大島 俊之 31 

Ｂ級女子 小林千恵子 寺前 信子 梅村 朋子 10 

第 3 回 昭 54 年 

一般男子 岡  宏 千葉 展義 鶴原 幹也 10 

一般女子 伊藤 信子 小林千恵子 宮沢由紀子 6 

Ｂ級男子 平山 光茂 村上 憲儀 小畑 芳弘 31 

Ｂ級女子 田中 町子 宮下 柏木 誠子 12 

第 4 回 昭 55 年 

一般男子 枝川 滋 常本 秀幸 岡  宏 12 

一般女子 伊藤 信子 新井 歌子 伊東 定子 9 

Ｂ級男子 藤池 保夫 前河 克廣 西  理 50 

Ｂ級女子 小山田博子 石川優美子 宮浦まゆみ 17 

第 5 回 昭 56 年 

一般男子 岡  宏 常本 秀幸 平山 光茂 10 

一般女子 伊藤 信子 新井 歌子 石川優美子 9 

Ｂ級男子 山内 浩 河合 義秋 楓 稔也 34 

Ｂ級女子 平井 久枝 鈴木 金上 由紀 19 

第 6 回 昭 57 年 

一般男子 岡  宏 藤池 保夫 奥屋 滋 13 

一般女子 伊藤 信子 小山田博子 高木 厚子 35 

Ｂ級男子 元村 勲幸 楓 稔也 橘井 寛 8 

Ｂ級女子 小沢悠紀子 下田 聡子 菅原 優子 23 

第 7 回 昭 58 年 

一般男子 岡  宏 常本 秀幸 藤池 保夫 15 

一般女子 伊藤 信子 石川優美子 新井 歌子 8 

Ｂ級男子 橘井 寛 佐伯 宏 伊藤 好二 41 

Ｂ級女子 吉田真美子 渡辺 緑子 菅原 優子 19 

第 8 回 昭 59 年 

一般男子 常本 秀幸 藤池 保夫 岡  宏 14 

一般女子 伊藤 信子 石川優美子 信太 寿子 7 

Ｂ級男子 長谷川智仁 尾方 光 荒  徹 44 

Ｂ級女子 木村 政子 金一きみ子 加藤 幸子 22 

第 9 回 昭 60 年 

一般男子 岡  宏 長谷川智仁 皆川 正広 13 

一般女子 森  幸子 信太 寿子 金一きみ子 5 

Ｂ級男子 久保 宏司 土田 雅人 岩橋 良穂 25 

Ｂ級女子 石山 克子 皆川 縁 中川美奈子 21 

第 10 回 昭 61 年 

一般男子 皆川 正広 岡  宏 長谷川智仁 12 

一般女子 皆川 縁 信太 寿子 加藤 幸子 5 

Ｂ級男子 高谷 俊光 湯浅 健司 土田 雅人 36 

Ｂ級女子 山野 郁恵 水元 朋子 菅原美知子 26 

第 11 回 昭 62 年 

一般男子 皆川 正広 土田 雅人 湯浅 健司 14 

一般女子 皆川 縁 信太 寿子 矢後八重子 10 

Ｂ級男子 富樫 広三 平田 修 平田 茂 35 

Ｂ級女子 高橋 香織 水元 朋子 新里 順子 18 

第 12 回 昭 63 年 

一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 湯浅 健司 9 

一般女子 五十田順子 柴崎紀美子 皆川 縁 5 

Ｂ級男子 津川 昭夫 佐藤 敬介 百武 欣二 26 

Ｂ級女子 水元 朋子 小林フミ子 新里 順子 20 

第 13 回 平元年 

一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 土田 雅人 17 

一般女子 皆川 縁 長谷川香織 山野 郁恵 7 

Ｂ級男子 根津 隆次 植松 寛喜 阿部 正孝 26 

Ｂ級女子 加藤 暁子 山口 節子 出村 澄子 13 

第 14 回 平 2年 
一般男子 長谷川智仁 湯浅 健司 伊藤 陽司 14 

一般女子 皆川 縁 五十田順子 姫田 典子 21 

Ｂ級男子 伊藤 高夫 当麻 勝 大塚 治樹 32 
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第 15回 平 3年 
一般男子 山下 幸志 湯浅 健司 町田 求 7 

一般女子 下田 幸江 山野 郁恵 信太 恵子 20 

Ｂ級男子 多賀 茂雄 阿部 恭也 信太 寿雄 42 

第 16 回 平 4年 
一般男子 湯浅 健司 土田 雅人 山田 哲也 15 

一般女子 皆川 縁 下田 幸江 山野 郁恵 16 

Ｂ級男子 信太 寿雄 瀬野 栄一 藤田 敦司 26 

第 17 回 平 5年 
一般男子 皆川 正広 高谷 俊光 土田 雅人 13 

一般女子 皆川 縁 信太 恵子 長 由美子 22 

Ｂ級男子 西條 聡 藤森 宗智 松井 啓治 25 

第 18 回 平 6年 
一般男子 皆川 正広 湯浅 健司 西條 聡 16 

一般女子 長 由美子 皆川 縁 三原 一美 26 

Ｂ級男子 松井 啓治 湯川 寛志 瀬野 栄一 22 

 

ヨネックステニストーナメント戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数 

第 1回 平 7年 

一般男子 皆川 正広 湯浅 健司 平田 茂 13 

一般女子 長 由美子 皆川 縁 4 

Ｂ級男子 武藤 直人 朝倉 淳 竹江 仁博 13 

Ｂ級女子 宮田 雅代 油田 優子 河合みさ子 12 

第 2 回 平 8年 

一般男子 皆川 正広 坂本 一 海野 容 16 

一般女子 三原 一美 長 由美子 小野寺笑子 7 

Ｂ級男子 山口 茂利 横尾 秀幸 竹江 仁博 8 

Ｂ級女子 石川 波江 横尾 裕子 本田 佳子 9 

第 3回 平 9年 

一般男子 坂本 一 海野 容 山田 雅照 9 

一般女子 三原 一美 長 由美子 山口 節子 5 

Ｂ級男子 菊地 亮 高谷 俊光 時任 重興 14 

Ｂ級女子 高桑 陽子 松浦 綾乃 油田 優子 13 

第 4 回 平 10 年 

一般男子 皆川 正広 海野 容 望月 剛 12 

一般女子 三原 一美 山野 郁恵 高桑 陽子 10 

Ｂ級男子 高谷 俊光 尾籐 清光 山田 孝一 6 

Ｂ級女子 鶴田 直子 月岡 陽子 中村 典子 9 

第 5回 平 11 年 

一般男子 長谷川智仁 海野 容 林 吾朗 15 

一般女子 三原 一美 芳形 可奈 高橋真由美 11 

Ｂ級男子 三輪 大樹 牧村匠太郎 山田 孝一 20 

Ｂ級女子 赤井 和恵 油田 優子 河合みさ子 9 

第 6回 平 12 年 

一般男子 長谷川智仁 皆川 正広 海野 容 16 

一般女子 岩原 裕美 荒井 雅代 三原 一美 14 

Ｂ級男子 児玉 忠司 宮城 雅章 徳田 奨 22 

Ｂ級女子 渋谷由紀子 堀尾恵美子 水谷二三代 20 

第 7 回 平 13 年 

一般男子 長谷川智仁 海野 容 湯浅 健司 10 

一般女子 三原 一美 高橋真由美 中川美奈子 10 

Ｂ級男子 北野 宏幸 佐藤 康司 中島 鉄男 15 

Ｂ級女子 野宮 優子 浜岡 直美 児玉 雅美 7 

第 8回 平 14 年 

一般男子 坂田(別海) 永山 誠 永嶋 秀樹 14 

一般女子 野口(根室) 高橋真由美 岩原 裕美 8 

Ｂ級男子 宮城 雅章 山原 光広 大場 清毅 15 

Ｂ級女子 松浦 恵子 永山 恭子 湯浅(留辺) 16 

第 9 回 平 15 年 

一般男子 坂田 宏 永山 誠 脇 伸一 14 

一般女子 野口由美子 岩原 裕美 狩野 繁子 7 

Ｂ級男子 山下 貴宏 佐々木 拓 中島 鉄男 16 

Ｂ級女子 古米 暁美 堀尾恵美子 湯浅 留美 13 

第 10 回 平 16 年 

一般男子 坂田 宏 北野 宏幸 鶴羽 裕樹 16 

一般女子 荒井 雅代 岩原 裕美 和田喜代子 8 

Ｂ級男子 山田 孝一 竹腰 信介 澤野 勝三 14 

Ｂ級女子 北野 弥生 木谷二三代 浜岡 直美 4 

第 11 回 平 17 年 

一般男子 藤木 敏也 山原 光広 佐藤 智孝 24 

一般女子 岩原 裕美 野口由美子 脇 優子 6 

Ｂ級男子 山口 茂利 中原 誉 尾籐 清光 11 

Ｂ級女子 下司 知世 渡辺 友香 中本 智代 8 
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第 12回 平 18 年 

一般男子 坂田 宏 佐藤振一郎 藤木 敏也 28 

一般女子 野口由美子 岩原 裕美 田嶋 澄子 12 

Ｂ級男子 竹腰 信介 釜谷 誠一 長谷川 智 6 

Ｂ級女子 林 輝美 野々村こずえ 清水 友香 7 

第 13 回 平 19 年 

一般男子 千代延敏彦 鶴羽 裕樹 永山 誠 22 

一般女子 長谷川一美 岩原 裕美 浅倉千鶴子 18 

Ｂ級男子 前田 寛人 釜谷 誠一 横田 和雄 6 

Ｂ級女子 堀尾恵美子 増田 朋子 渡辺 総 6 

第 14 回 平 20 年 

一般男子 坂田 宏 永山 誠 佐藤振一郎 17 

一般女子 玉田かおり 下司 知世 長谷川一美 8 

Ｂ級男子 樋口 裕二 藤原 真悟 佐藤 勇治 8 

Ｂ級女子 脇 優子 増田 朋子 高久 直美 9 

第 15 回 平 21 年 
一般男子 鶴羽 祐樹 杉本 嘉久 北野 宏幸 29 

一般女子 樋口いずみ 東坂 桃江 玉田かおり 5 

Ｂ級男子 佐藤 勇治 斉藤 英彰 福島 直宏 5 

第 16 回 平 22 年 
一般男子 村上 慎一 長谷川智仁 永山 誠 16 

一般女子 佐々木 綾 長谷川一美 嶋宮 佳苗 8 

Ｂ級男子 井上 聡巳 平井 久文 山田 孝一 10 

第 17 回 平 23 年 
一般男子 長谷川智仁 永山 誠 中村 友則 9 

一般女子 長谷川一美 樋口いずみ 川上かおり 11 

Ｂ級男子 山田 孝一 竹腰 信介 湯川 寛 6 

第 18 回 平 24 年 

一般男子 柴田 大輔 平野 拓馬 長谷川智仁 20 

一般女子 長谷川一美 平野 晴菜 樋口いずみ 7 

Ｂ級男子 森谷 英樹 松井 太 熊谷 淳史 10 

Ｂ級女子 高橋 和 早坂 総 4 

第 19 回 平 25 年 
一般男子 玉井 啓博 吉田 剛 藤井 満 23 

一般女子 秋元 知世 中島 和代 樋口いずみ 6 

Ｂ級男子 井上 聡巳 曽根 栄二 熊谷 淳史 6 

第 20 回 平 26 年 

Ａ級男子 吉田 剛 平野 拓馬 永山 誠 30 

Ａ級女子 安達千佳子 池田とし子 岡本真理子 8 

Ｂ級男子 佐々木良一 熊谷 淳史 澤野 勝三 11 

Ｂ級女子 鹿内 浄子 杉川 裕美 4 

第 21 回 平 27 年 
Ａ級男子 寺井 淳 川浪 諒 関澤 佑介 22 

Ａ級女子 秋元 知世 小川詩絵里 石垣美加子 9 

Ｂ級男子 本間 匠 徳田 奨 山田 孝一 12 

第 22 回 平 28 年 
Ａ級男子 川浪 諒 佐々木龍之慎 吉田 ・関澤 30 

Ａ級女子 岡本真理子 石川沙央季 菊地・樋口 6 

Ｂ級男子 山田 孝一 長沢 拓哉 5 

 

１１－４ ダンロップテニストーナメントから DUNLOP SRIXON テニストーナメントへ 

 

当協会主催の大会の中で、北海道大会への出場権がかかった唯一

の大会である。全道１０か所で予選大会があり、各種目の代表は函

館、ニセコあるいは北広島のプリンス系ホテルに招待され、優勝す

ると全国大会に出られる。昭和５３年からオホーツク地区の予選会

を開催しているが、全国大会への夢もあり、多くの参加者がある。

北海道地区決勝戦の種目は、一般男子、一般女子、Ｂ級男子、壮年

であったが、オホーツク地区では当初壮年の大会は行っていない。

また、大会優勝者が原則として代表となるのだが、都合がつかない

場合は北見テニス協会の推薦者で良いことになっている。大会は個

人戦と団体戦があるため、派遣選手は壮年を含め、勝てる選手を選

考した時代もあったが、 近は優勝選手を主に選考している。本協

会からは次の４種目で全道大会の優勝者が出ており、全国大会に出

場している。 
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昭和５７年 一般女子 伊藤信子、高木厚子    昭和６０年 Ｂ級男子 伊藤直人、皆川正広 

昭和６２年 壮年   岡 宏 、常本秀幸    平成 ３年 一般男子 皆川正広、山下幸志 

当初はダンロップテニストーナメントの呼称であったが、

ダンロップが SRIXON と合併したことから平成２６年から

DUNLOP SRIXON テニストーナメントとなった。なお、北海道

決勝大会の種目は当初の４種目から平成１２年からベテラ

ン女子が加わり５種目になったが、当協会では参加者の拡

大を図るために、これに併せてＢ級女子、男女Ｃクラスを

設けている。この内、男女Ｃクラスはジュニアが参加でき

る種目であり、Cクラスの戦績はジュニアの項にまとめた。 

 

 

 

DUNLOP SRIXON テニストーナメント戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 昭 53 年
一般男子 池端・森 佐々木・菊 岡・鈴木 20 

一般女子 伊藤・小野 伊東・新井 内藤・小林 20 

Ｂ級男子 松井・田中 村上・喜多 吉田・月岡 36 

第 2 回 昭 54 年
一般男子 岡・常本 伊東・平山 鶴原・佐々木 20 

一般女子 伊東・伊藤 新井・内藤 安岡・西沢 22 

Ｂ級男子 新田・大野 福島・西 宮浦・阿部 58 

第 3 回 昭 55 年
一般男子 岡・常本 鈴木・大島 佐々木・柄目 18 

一般女子 新井・内藤 松永・戸梶 小林・寺前 30 

Ｂ級男子 厚谷・前田 宮浦・阿部 北見・関村 72 

第 4 回 昭 56 年
一般男子 岡・森谷 鈴木・大島 新田・大野 18 

一般女子 伊藤・石川 新井・伊東 松永・戸梶 24 

Ｂ級男子 山内・奥屋 小幡・大原 関村・北見 46 

第 5 回 昭 57 年
一般男子 岡・常本 奥屋・山内 小西・宮中 16 

一般女子 伊藤・高木 石川・小山田 新井・内藤 38 

Ｂ級男子 鈴木・町田 佐藤・金田 橘井・東前 52 

第 6 回 昭 58 年
一般男子 岡・常本 小西・宮中 池端・伊藤 18 

一般女子 伊藤・石川 戸梶・柴田 大隈・富岡 32 

Ｂ級男子 時任・源 沢田・伊藤 下川原・渡辺 36 

第 7 回 昭 59 年

一般男子 岡・常本 小西・宮中 菊地・今野 20 

一般女子 伊藤・石川 水野・石山 金一・木村 23 

Ｂ級男子 岩橋・長谷川 工藤・小畑 伊藤好・百武 44 

壮年 伊東・時任 大原・信太 6 

第 8回 昭 60 年
一般男子 岡・常本 荒・長谷川 源・町田 16 

一般女子 伊藤・石川 森・金一 小林千・加藤 38 

Ｂ級男子 皆川・伊藤直 高谷・湯浅 清原・平田 34 

第 9 回 昭 61 年
一般男子 岡・常本 皆川・伊藤直 町田・長谷川 18 

一般女子 伊藤・石川 金一・信太 皆川・柴崎 46 

Ｂ級男子 湯浅・岩橋 岩原・金野 土田・植田 54 

第 10 回 昭 62 年

一般男子 長谷川・富樫 皆川・伊藤直 高谷・町田 24 

一般女子 石川・伊藤 山野・五十田 金一・皆川 56 

Ｂ級男子 波多野・恩田 根津・服部 平田・清原 48 

壮年 常本・信太 岡・時任 高谷・荒瀬 8 

第 11 回 昭 63 年

一般男子 皆川・長谷川 岡・常本 町田・伊藤直 22 

一般女子 伊藤・石川 皆川・高橋 磯田・柴崎 48 

Ｂ級男子 伊藤・沢田 甲谷・波多野 百武・小俣 48 

壮年 岡・宮下 高谷・伊東 佐々木・信太 8 

第 12 回 平元年

一般男子 皆川・長谷川 湯浅・土田 岡・平田 16 

一般女子 高木・石野 長谷川・伊東 山野・樋口 36 

Ｂ級男子 千葉・中村 信太・植松 今村・下河原 28 

壮年 岡・常本 信太・佐々木 時任・畠 8 

第 13 回 平 2年 一般男子 坂本・樺沢 湯浅・土田 皆川・長谷川 20 
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一般女子 石川・伊東 五十田・山野 三原・長谷川 40 

Ｂ級男子 福田・大塚 永山・小林 佐藤・因 24 

壮年 高谷・常本 鈴木・森 伊東・宮下 8 

第 14 回 平 3年

一般男子 皆川・山下 湯浅・樺沢 土田・菊池 26 

一般女子 石川・皆川 樋口・岡本 下田・山野 36 

Ｂ級男子 山田・金田 緒方・森 中野・岡田 32 

壮年 高谷・常本 伊東・信太 田中・清 8 

第 15 回 平 4年

一般男子 樺沢・千葉 町田・長谷川 山田・中野 24 

一般女子 石川・皆川 下田・山野 柴崎・渡辺 38 

Ｂ級男子 坂井・二階堂 吉田・下河原 柴野・高坂 26 

壮年 高谷・常本 田中・清 飛澤・厚谷 8 

第 16 回 平 5年

一般男子 皆川・長谷川 湯浅・土田 町田・中野 14 

一般女子 石川・三原 柴崎・渡辺 信太・長 34 

Ｂ級男子 服部・田中 松井・山野 辰田・山田 18 

壮年 高谷・大島 常本・厚谷 信太・田崎 8 

第 17 回 平 6年

一般男子 町田・長谷川 千葉・坂本 皆川・中野 20 

一般女子 石川・皆川 山野・渡部 岩原・三原 42 

Ｂ級男子 竹江・山崎 梅本・瀬野 伊東純・高橋 22 

壮年 高谷・大島 常本・松井 飛澤・鈴木 6 

第 18 回 平 7年
一般男子 日下・長谷川 皆川・湯浅 平田・伊藤直 18 

一般女子 山野・渡辺 松原・石川 長・信太 36 

Ｂ級男子 山田・辰田 西成・常本 斉藤・山口 18 

第 19 回 平 8年

一般男子 皆川・坂本 長谷川・脇 伊藤・佐藤 18 

一般女子 山野・渡辺 石川・三原 佐藤・山口 16 

Ｂ級男子 尾籐・小林 山田・長谷川 紺野・小野 14 

Ｂ級女子 桜井・佐々木 鈴木・棚村 月岡・笠井 26 

壮年 田中・波多野 信太・斉藤 伊藤・高谷 10 

第 20 回 平 9年

一般男子 千葉・石川 永山・脇 皆川・大島 16 

一般女子 石川・皆川 長・早坂 高橋・小野 56 

Ｂ級男子 尾籐・斉藤 佐藤・山口 渡辺・宮脇 40 

壮年 波多野・田中 宮中・菊池 常本・高谷 16 

第 21 回 平 10 年

一般男子 皆川・坂本 永山・林 長谷川・海野 48 

一般女子 石川・三原 高橋・幡鎌 山野・渡辺 80 

Ｂ級男子 山田・尾藤 森本・佐野 渡辺・高橋 28 

壮年 大島・伊藤 常本・高谷 波多野・田中 16 

第 22 回 平 11 年

一般男子 皆川・坂本 永山・海野 林・菊池 28 

一般女子 山野・渡辺 皆川・石川 芳形・荒井 44 

Ｂ級男子 斉藤・高谷 山本・三輪 前田・山野 56 

Ｂ級女子 中村・河合 湯浅・小林 木谷・北野 32 

Ｃ級女子 藤田・増田 仲西・国分 塚田・左 20 

壮年 菊池・金田 遊佐・林 伊藤・大島 20 

第 23 回 平 12 年

一般男子 長谷川・津田 坂本・皆川 永山・脇 32 

一般女子 石川・皆川 岩原・古田 渋谷・荒井 40 

Ｂ級男子 北野・飯塚 山田・高橋 佐藤・山本 60 

Ｂ級女子 矢代・大滝 藤田・増田 菅原・河合 56 

Ｃ級女子 菊地・佐藤 畠澤・甲賀 石山・永嶋 32 

壮年 伊藤・湯浅 宮城・菊地 中島・遊佐 44 

45 歳女子 山野・渡辺 桜井・相原 前田・桜岡 16 

第 24 回 平 13 年

一般男子 百々・山本 長谷川・海野 伊藤・菊地 28 

一般女子 新井・中川 幡鎌・鶴田 三原・渋谷 28 

Ｂ級男子 鈴木・海谷 高橋・川盛 高谷・渡辺 24 

Ｂ級女子 宮澤・福井 酒井・橋川 岸・河合 28 

壮年 伊藤・皆川 宮城・中島 斉藤・森本 6 

ベテラン女子 石川・菊谷 古田・小坂 高橋・小野 6 

第 25 回 平 14 年

一般男子 伊藤・皆川 百々・山本 脇・大滝 16 

一般女子 高橋・松浦 荒井・中川 北川・皆川 26 

Ｂ級男子 高谷・森本 高橋・川森 下崎・伊藤 32 

Ｂ級女子 河合・宮澤 木谷・北野 湯浅・小林 14 

ベテラン女子 石川・菊谷 矢代・宮田 早坂・山口 10 
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第 26回 平 15 年

一般男子 長谷川・今井 永山・脇 山本・下崎 18 

一般女子 長谷川・川岸 高橋・岩原 荒井・中川 20 

Ｂ級男子 田中・大場 高橋・川森 竹腰・菊池 40 

Ｂ級女子 松田・湯浅 信太・矢代 木谷・小林 10 

Ｃ級男子 池下・伊藤 森・渡辺 宮澤・成田 16 

Ｃ級女子 藤池・浦澤 松田・奥田 影川・横関 12 

壮年 皆川・伊藤 宮城・中島 山田・阿部 8 

45 歳女子 石川・北川 滝川・田島 渡辺・山野 8 

第 27 回 平 16 年

一般男子 長谷川・山原 永山・脇 酒井・佐藤 12 

一般女子 長谷川・中川 高橋・岩原 小野・朝倉 14 

Ｂ級男子 徳田・小野 北野・蛯谷 神保・宇田川 18 

Ｂ級女子 武田・宮澤 宮田・信太 小林・河合 8 

Ｃ級男子 渡辺・伊藤 宮澤・森 森・橋本 50 

Ｃ級女子 佐々木・大野 熊谷・森本 藤池・浦澤 30 

壮年 皆川・宮城 長谷川・山田 中島・森 10 

45 歳女子 山野・菊谷 2 

第 28 回 平 17 年

一般男子 長谷川・脇 永山・郷久 佐藤・藤木 14 

一般女子 高橋・岩原 荒井・佐藤 中川・永山 10 

Ｂ級男子 澤野・中原 西出・加藤 藤原・高久 8 

Ｂ級女子 武田・井上 浜岡・渡邊 4 

Ｃ級男子 福家・寺西 渡辺・瀬越 後藤・吉田 38 

Ｃ級女子 松重・野々村 大野・岩本 小林・細川 22 

壮年 北野・千葉 宮城・田中 高橋・川森 12 

45 歳女子 北野・小野 河合・矢代 小林・桜井 8 

第 29 回 平 18 年

一般男子 鶴羽・奥野 山原・脇 永山・郷久 22 

一般女子 高橋・佐藤 北野・中川 荒井・宮澤 14 

Ｂ級男子 澤野・古賀 山田・尾藤 小田・鹿内 12 

Ｂ級女子 泉・宮田 浜岡・渡邊 松重・野々村 10 

Ｃ級男子 竹中・後藤 西谷内・福本 米沢・高間 28 

Ｃ級女子 木下・霧山 本田・長屋 和田・段城 12 

壮年 皆川・佐藤 山口・川森 中島・高橋 8 

45 歳女子 北川・菊谷 岩原・吉田 浅倉・石井 6 

第 30 回 平 19 年

一般男子 村上・奥野 脇・鶴羽 佐藤・藤木 12 

一般女子 和田・荒井 岩原・佐藤 長谷川・村上 16 

Ｂ級男子 脇坂・越後屋 古賀・恋塚 山田・佐藤 16 

Ｂ級女子 増田・下司 仲西・長部 大野・杉本 14 

Ｃ級男子 宮澤・本間 小林・加藤 菊池・鳴島 42 

Ｃ級女子 青木・林 名知・渡辺 横山・佐藤 20 

壮年 皆川・湯浅 尾籐・川森 高橋・中島 12 

45 歳女子 山野・渡辺 佐藤・藤木 2 

第 31 回 平 20 年

一般男子 山原・奥野 村上・永山 長谷川・城崎 22 

一般女子 玉田・長谷川 宮澤・和田 工藤・山地 20 

Ｂ級男子 尾籐・山田 横田・斉藤 後藤・増田 18 

Ｂ級女子 清水・高久 中川・吉田 桐山・木下 6 

Ｃ級男子 平・橋本 蝦名・長谷川 菊池・氏家 46 

Ｃ級女子 池・太見 大沢・橋本 佐川・篠木 20 

壮年 皆川・北野 佐藤・湯浅 森・川森 10 

45 歳女子 荒井・渡辺 岩原・古田 高橋・小野 6 

第 32 回 平 21 年

一般男子 鶴羽・奥野 村上・工藤 長谷川・津田 24 

一般女子 井上・宮澤 長谷川・浅倉 工藤・岡本 16 

Ｂ級男子 中原・坂 佐竹・古賀 井上・森本 18 

Ｂ級女子 狩野・及川 木下・桐山 中川・吉田 10 

Ｃ級男子 宮澤・井上 石黒・田村 高間・池田 46 

Ｃ級女子 古屋・太見 篠木・吉田 米村・小暮 28 

壮年 皆川・湯浅 山田・宮城 4 

45 歳女子 吉田・渡辺 2 

第 33 回 平 22 年
一般男子 杉本・藤井 長谷川・津田 村上・山原 20 

一般女子 樋口・井上 長谷川・宮澤 泉・中西 12 

Ｂ級男子 塚原・梶山 平井・森岡 川森・長谷川 22 
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Ｂ級女子 桐山・狩野 大野・林 脇・奥田 10 

Ｃ級男子 堀内・高橋 宮澤・林 中村・井上 56 

Ｃ級女子 新田・飯田 佐々木・太見 武山・大西 30 

壮年 福田・湯浅 高井・尾藤 高橋・内山 6 

45 歳女子 高橋・小野 2 

第 34 回 平 23 年

一般男子 玉井・平野 永山・脇 中村・檜垣 16 

一般女子 宮澤・井上 佐藤・小野 高橋・小野 12 

Ｂ級男子 樋口・徳田 熊谷・佐藤 佐竹・千葉 22 

Ｂ級女子 鈴木・高畠 大野・林 川崎・山下 12 

Ｃ級男子 松澤 小松 佐々木・藤崎 谷・大森 58 

Ｃ級女子 太見・小川 星野・碓井 山田・奥山 34 

壮年 宮城・西尾 山田・伊藤 酒井・志賀 6 

45 歳女子 泉・浅倉 狩野・桐山 4 

第 35 回 平 24 年

一般男子 奥野・柴田 藤井・杉本 脇・永山 24 

一般女子 樋口・和田 横山・鹿野 泉・中西 14 

Ｂ級男子 平井・高橋 石垣・伊藤 高橋・川森 22 

Ｂ級女子 松井・高橋 大野・松本 山下・秋元 10 

Ｃ級男子 竹口・為国 佐藤・原田 笠井・服部 56 

Ｃ級女子 服部・木村 馬場・末松 佐藤・白崎 42 

壮年 長谷川・鮭川 古賀・宮城 6 

45 歳女子 長谷川・浅倉 小野・高橋 6 

第 36 回 平 25 年

一般男子 玉井・長谷川 秋元・平井 杉本・安達 14 

一般女子 安達・岡本 秋元・和田 宮澤・井上 12 

Ｂ級男子 清水・内田 高橋・川森 野嶋・井上 16 

Ｂ級女子 松本・大野 4 

Ｃ級男子 丸山・平山 上野・前田 佐々木・吉田 64 

Ｃ級女子 福士・今野 木村・長谷川 舟山・中村 50 

ベテラン男子 伊藤・菊地 6 

ベテラン女子 菊地・長谷川 小野・高橋 8 

第 37 回 平 26 年

Ａ級男子 竹中・奥野 柴田・安達 平野・川浪 14 

Ａ級女子 安達・樋口 長谷川・岡本 佐藤・菊地 14 

Ｂ級男子 脇坂・佐々木 志賀・幸崎 井上・野嶋 26 

Ｂ級女子 鹿内・仲野 斉藤・秋元 10 

Ｃ級男子 武田・畠 石澤・土井 小林・坂東 34 

Ｃ級女子 野村・梅津 元氏・小川 佐藤・石井 44 

ベテラン男子 長谷川・鮭川 西尾・杉本 6 

ベテラン女子 小野・高橋 2 

第 38 回 平 27 年

Ａ級男子 秋元・平井 鶴羽・奥野 関澤・竹中 16 

Ａ級女子 岡本・秋元 宮澤・井上 10 

Ｂ級男子 徳田・樋口 宮城・古賀 阿部・小暮 16 

Ｂ級女子 菅原・中村 藤原・森田 10 

Ｃ級男子 武田・坂東 下川原・横関 熊田・佐藤 56 

Ｃ級女子 小川・山下 安原・桝井 魚橋・吉永 50 

ベテラン男子 湯浅・杉本 山田・森 10 

ベテラン女子 和田・菊地 4 

第 39 回 平 28 年

Ａ級男子 関澤・大谷 田中・鶴羽 脇・清水 12 

Ａ級女子 和田・岡本 山岸・樋口 井上・長 12 

Ｂ級男子 志賀・伊藤 宮城・古賀 阿部・吉田 12 

Ｂ級女子 斉藤・川崎 三上・森田 狩野・桐山 12 

Ｃ級男子 小林・武田 北村・帰山 茂木・小坂 48 

Ｃ級女子 安原・角田 長谷川・飛澤 鏡・齋藤 56 

ベテラン男子 伊藤直・菊地 森・北野 湯浅・山岸 10 

ベテラン女子 菊地・佐藤 宮澤・長谷川 4 

 

１１－５ 茂藤杯から NICE WING テニストーナメント及び JAS 杯、そして会長杯に 

＜茂藤杯＞ テニス協会設立に向け、スポーツ店の支援を得るために市内のスポーツ店を回った。茂藤ス

ポーツ店は山下通りにありあまり目立たないところだったので、期待はしていなかった。特に野球に力を

入れていたスポーツ店でテニスのスポンサーは難しいかと思った。ところが、予想に反し、社長が二つ返
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事で大会スポンサーを引き受けてくれた。Ｂ級のダブルスの大会が

なかったので、この大会を支援してもらった。さらに、カワサキラ

ケットの専属プロの講習会も計画してもらえた。また、北見にはガ

ット張り機がないことを話していたら、早速導入され、会員は無料

で利用できた。社長は先見の目があったのか、各スポーツ店でテニ

ス用品を扱うようになり、競争が激しくなってきたことから、１０

回の大会を機会にスポンサーを降りられた。幸い、JAS 杯が始まって

おり、Ｂ級ダブルスの大会が継続できることから、新たな大会は開

催しないことにした。その後、他のスポーツ店が閉店する中、野球

中心に戻った茂藤スポーツ店だけが現在も残っている。 

＜JAS 杯＞ 昭和５０年頃に女満別空港から東京に行く場合、小さな

プロペラ飛行機で札幌経由となっていた。昭和５７年からは定期便

が飛ぶようになり、東亜国内航空（TDA、後に日本エアーシステム、

そして JAL になる）はこれを記念して管内のテニス大会を支援して

くれることとなった。昭和５７年は道東都市対抗戦を盛り上げてもらうために、優勝カップ（TDA 杯）を寄

贈してもらった。翌年には個人戦にも協賛してくれることになり、Nice Wing テニストーナメントとして一

般及びＢ級男女ダブルスの大会がスタートした。この大会の魅力は、優勝すると副賞として東京往復航空

券がもらえることである。準優勝は札幌便往復か東京便往復の半額

割引だったと思うが、参加者の目つきが違った。特にＢ級への参加

者が多く、１００人を超えることもあり、全体では１４０人近い参

加者で熱戦が繰り広げられた。 

 旧女満別空港はジェット化のために使用が終了し、昭和６０年か

ら新しい空港でジェット機が飛ぶようになり、利用客も多くなった。

昭和６３年には社名が東亜国内航空から日本エアーシステムに変更

になり、大会名も JAS テニストーナメントとなっている。会社の勢

いもあって、女満別から全国に移動できるなど期待も大きかったが、

その後の不況の影響で搭乗率が低迷し、経費削減の影響で平成５年

からＢ級戦がなくなったのは残念だった。さらに、業績の低迷が続

き平成１６年に日本航空（JAL）と合併している。日本航空にも大会

継続を依頼したが要望を受け入れてもらえなかった。TDA の時代から

JAS の時代に何人か支店長が変わったが、赴任された方々に種々配慮

をいただき、２０回以上大会を継続できたことに感謝申し上げたい。特に矢後さんが支店長の時代には、

ご夫婦にお世話になった。 

＜会長杯テニス大会＞ JAS 杯は終了したが、協会としては夏のダブルスの大会を残したいことから、会

長杯テニス大会として継続している。また、平成２１年からはＢ級男女ダブルスも加え現在に至っている。

この大会の目玉は副賞のメロンであり、会員の関係者の農家の方から特別に分けてもらい、優勝すると大

きなメロンが４～５個入った重たい箱が渡される。 

 

茂藤杯テニス大会戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数

第 1回 昭 52 年 Ｂ級男子 林・加藤 千葉・松田 小畑・道端 渡辺・石原 12

Ｂ級女子 新井・平山 内藤・和田 小沢・寺前 6

第 2回 昭 53 年 Ｂ級男子 大野・石坂 森谷・小畑 阿部・安藤 村上・吉田 42

Ｂ級女子 浦田・寺前 内藤・太田 坂田・山田 田口・和田 12

第 3 回 昭 54 年 Ｂ級男子 佐々木・大島 新井・道端 小畑・楓 吉川・鈴木 44

Ｂ級女子 安岡・西沢 板垣・和田 鈴木・石松 西・平野 28

第 4 回 昭 55 年 Ｂ級男子 宮浦・阿部 山田・前川 鈴木・河合 48

Ｂ級女子 宮浦・定久 桜田・吉野 石川・小沢 12

第 5回 昭 56 年 Ｂ級男子 東前・鈴木 信太・大原 鈴木・河合 30

Ｂ級女子 石川・落合 小沢・海野 菅原・菅原 20
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第 6回 昭 57 年 Ｂ級男子 橘井・町田 伊藤・佐々木 松田・笹木 32

Ｂ級女子 小沢・菅原 渡辺・海野 加藤・高木 12

第 7回 昭 58 年 Ｂ級男子 関村・桂川 田中・鴨井 樋口・藤井 30

Ｂ級女子 加藤・柴崎 熊谷・吉田 小林・新里 14

第 8回 昭 59 年 Ｂ級男子 久保・荒 沢田・伊藤 時任・清原 50

Ｂ級女子 姫田・森 柴崎・金一 古賀・行沢 24

第 9回 昭 60 年 Ｂ級男子 岩橋・久保 高谷・伊藤 沢田・伊藤 30

Ｂ級女子 皆川・小野寺 柴崎・小林 荒木・五十田 32

第 10 回 昭 61 年 Ｂ級男子 湯浅・土田 高谷・植田 小俣・百武 46

Ｂ級女子 山野・古賀 小林・内田 中川・加藤 40

 

NICE WING テニストーナメント及び JAS 杯戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 昭 58 年 

一般男子 岡・常本 小西・宮中 岩原・尾崎 24 

一般女子 伊藤・石川 伊東・新井 大隅・富岡 16 

Ｂ級男子 鈴木・河合 沢田・伊藤 晴山・伊藤 48 

Ｂ級女子 菅野・信太 柴瀬・小野寺 小林・水野 44 

第 2 回 昭 59 年 

一般男子 岡・常本 池端・伊藤 源・長谷川 22 

一般女子 伊藤・石川 伊東・新井 菅野・信太 12 

Ｂ級男子 湯浅・伊藤 小幡・工藤 沢田・伊藤 56 

Ｂ級女子 加藤・森 姫田・金一 柴崎・小林 46 

第 3 回 昭 60 年 

一般男子 荒・長谷川 岡・常本 皆川・伊藤 18 

一般女子 伊藤・石川 森・姫田 金一・信太 8 

Ｂ級男子 高谷・湯浅 時任・伊藤 吉田・平田 42 

Ｂ級女子 菅原・辻 皆川・古沢 吉田・渡辺 46 

第 4 回 昭 61 年 

一般男子 岡・伊藤 皆川・伊藤 菊池・宮中 16 

一般女子 伊藤・石川 皆川・山野 金一・信太 8 

Ｂ級男子 岩橋・土田 根津・服部 百武・小俣 60 

Ｂ級女子 加藤・中川 渡辺・吉田 古沢・高橋 50 

第 5 回 昭 62 年 

一般男子 皆川・長谷川 岡・常本 町田・菅野 18 

一般女子 伊藤・石川 皆川・金一 中川・加藤 14 

Ｂ級男子 二階堂・松田 平田・古尾谷 根津・服部 48 

Ｂ級女子 中川・加藤 小林・菅野 工藤・竹内 28 

第 6 回 昭 63 年 

一般男子 皆川・長谷川 湯浅・土田 岩橋・町田 16 

一般女子 伊藤・石川 皆川・高橋 柴崎・五十田 12 

Ｂ級男子 松田・原田 寺尾・田原 根津・服部 56 

Ｂ級女子 三原・藤田 岡本・玉木 小林・新里 36 

第 7 回 平元年 

一般男子 皆川・長谷川 土田・菊池 湯浅・町田 20 

一般女子 石川・皆川 山野・樋口 長谷川・加藤 14 

Ｂ級男子 千葉・波多野 阿部・佐藤 宇草・多賀 28 

Ｂ級女子 下田・岡本 出村・伊藤 前田・田代 26 

第 8 回 平 2年 

一般男子 湯浅・土田 皆川・坂本 菊池・岩原 20 

一般女子 石川・皆川 長谷川・三原 岡本・新藤 14 

Ｂ級男子 大塚・寺尾 宇草・多賀 福田・佐藤 28 

Ｂ級女子 岩原・古田 前田・桜岡 小坂・田代 24 

第 9 回 平 3年 

一般男子 皆川・湯浅 土田・山下 伊藤・伊藤 12 

一般女子 伊藤・石川 皆川・山野 長谷川・三原 14 

Ｂ級男子 伊藤・平松 田中・清 中野・日下 62 

Ｂ級女子 前田・桜岡 小坂・寺本 岸・田中 34 

第 10 回 平 4年 

一般男子 土田・湯浅 町田・長谷川 大島・伊藤陽 20 

一般女子 石川・伊藤 皆川・山野 柴崎・下田 18 

Ｂ級男子 山本・渡辺 金田・日下 五十嵐・隅田 30 

Ｂ級女子 高橋・甲谷 岸・田中 田嶋・滝川 20 

第 11 回 平 5年 一般男子 皆川・町田 長谷川・中野 土田・湯浅 30 

一般女子 山野・渡辺 石川・皆川 三原・岩原 48 

第 12 回 平 6年 一般男子 湯浅・皆川 常本・大島 日下・金田 22 

一般女子 石川・皆川 山野・渡辺 信太・長 28 

第 13 回 平 7年 一般男子 湯浅・皆川 脇・柴野 日下・辰田 26 

一般女子 長・皆川 石川・三原 福安・長谷川 30 

第 14 回 平 8年 一般男子 皆川・坂本 伊藤・佐藤 山本・百々 20 

一般女子 山野・渡辺 石川・皆川 佐藤・三原 32 
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第 15回 平 9年 一般男子 伊藤・佐藤 平田・永山 阿部・高谷 30 

一般女子 佐藤・三原 石川・皆川 山野・岩原 34 

第 16 回 平 10 年 一般男子 永山・脇 皆川・坂本 千葉・石川 44 

一般女子 皆川・石川 岩原・小野 山野・芳形 36 

第 17 回 平 11 年 一般男子 湯浅・江間 長谷川・海野 皆川・伊藤 22 

一般女子 山野・渡辺 渡辺・清原 高橋・幡鎌 34 

第 18 回 平 12 年 一般男子 坂本・山本 皆川・伊藤 江間・脇 28 

一般女子 山野・渡辺 石川・皆川 三原・渋谷 46 

第 19 回 平 13 年 一般男子 百々・山本 長谷川・海野 伊藤陽・湯浅 26 

一般女子 高橋・岩原 三原・渋谷 石川・皆川 32 

第 20 回 平 14 年 一般男子 永山・脇 古米・福田 伊藤陽・湯浅 26 

一般女子 松浦・高橋 古田・佐藤 荒井・岩原 18 

第 21 回 平 15 年 一般男子 長谷川・脇 山下・山原 今野・内山 32 

一般女子 長谷川・長橋 高橋・岩原 荒井・中川 26 

 

会長杯テニス大会戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数

第 1回 平 16 年 一般男子 北野・山原 阿部・細田 中島・森 48

一般女子 高橋・妹尾 中川・長谷川 宮澤・福井 16

第 2回 平 17 年 一般男子 菊池・脇 古米・福田 菊地・藤木、森・藤原 40

一般女子 長谷川・中川 清信・佐藤 宮澤・小野、北野・永山 16

第 3 回 平 18 年 一般男子 藤木・佐藤 永山・徳田 佐藤・湯浅、川森・尾藤 30

一般女子 朝倉・山野 高橋・佐藤 北野・中川 24

第 4回 平 19 年 一般男子 大塚・内田 藤木・佐藤 永山・城崎、湯浅・三田村 56

一般女子 村上・大塚 岩原・佐藤 長谷川・渡辺、山地・工藤 38

第 5 回 平 20 年 一般男子 永山・城崎 山地・工藤 湯浅・徳田、横尾・長谷川 24

一般女子 工藤・山地 長谷川・佐藤 宮澤・植松、荒井・岩原 24

第 6 回 平 21 年 
一般男子 工藤・藤井 永山・徳田 新村・継 22

一般女子 荒井・宮澤 工藤・長谷川 小野・高橋 14

Ｂ級男子 横田・八幡 長谷川・横尾 斎藤・熊谷 8

第 7回 平 22 年 

一般男子 杉本・藤井 太田・寺林 坂・小野 18

一般女子 長谷川・宮澤 佐藤・遠藤 高橋・小野 20

Ｂ級男子 鹿内・林 長谷川・横尾 島津・上地 18

Ｂ級女子 川上・白井 足利・中川 松井・高橋 6

第 8回 平 23 年 

一般男子 檜垣・林 杉本・藤井 秋元・中村 16

一般女子 長谷川・樋口 宮澤・井上 太見・小川 14

Ｂ級男子 山田・伊藤 佐藤・福島 長谷川・斎藤 18

Ｂ級女子 山田・奥山 野口・上野 川口・原口 6

第 9回 平 24 年 

一般男子 平野・玉井 杉本・安達 佐藤・原田 20

一般女子 長谷川・宮澤 小野・高橋 安達・川内 10

Ｂ級男子 曽根・竹腰 森木・萩山 熊谷・福島 32

Ｂ級女子 居内・服部 早坂・白井 6

第 10 回 平 25 年 

一般男子 玉井・長谷川 下崎・藤井 脇・秋元 32

一般女子 宮澤・和田 長谷川・菊地 狩野・朝倉 10

Ｂ級男子 川谷・武田 曽根・熊谷 尾藤・川森 32

Ｂ級女子 佐々木・久光 鏡・安原 片山・板野 24

第 11 回 平 26 年 

Ａ級男子 長谷川・平野 長谷川・山原 脇・内田 34

Ａ級女子 長谷川・菊地 狩野・川上 宮澤・長 20

Ｂ級男子 松井・森谷 尾藤・川森 佐藤・熊谷 32

Ｂ級女子 小川・秋元 鹿内・角 鏡・長谷川 32

第 12 回 平 27 年 

Ａ級男子 関澤・川浪 永山・脇 杉本・藤井 28

Ａ級女子 井上・長 太見・小川 朝倉・小野 16

Ｂ級男子 小田切・熊田 児玉・坂本 竹腰・鈴木 32

Ｂ級女子 佐藤・森田 伊藤・水野 高橋・土田 14

第 13 回 平 28 年 

Ａ級男子 関澤・大谷 鹿内・広澤 武田・帰山 18

Ａ級女子 安達・桑原 宮澤・和田 8

Ｂ級男子 高橋・川森 湯浅・徳田 阿部・吉田、山田・後藤 32

Ｂ級女子 鏡・齋藤 狩野・桐山 七山・菊地、勝山・高橋 26
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１１－６ 三菱ギャランテニストーナメントから岡メモリアルトーナメントへ 

＜三菱ギャラントーナメント＞ 北見の自動車販売店がテニス

のスポンサーになってくれるとのとこで、少し驚いた。 近で

は、テニスとかゴルフの商品に車がもらえるのは珍しくないが、

当時、地方のテニス大会に自動車会社が協賛してくれるのはあ

まり聞いたことがない。このきっかけは、三菱自動車がスポン

サーで北海道オープンテニス選手権を開催したことである。そ

れに合わせて北見三菱自動車販売(株)が北見での大会に共催し

てくれることとなった。当時の販売店社長は学生時代にテニス

をやっていて、いち早く共催の提案をされたのだと思う。大会

の種目とか大会案内範囲などを協議した結果、一般男女シング

ルスでオホーツク管内に案内を出すこととなった。参加者も多

く、賞品も豪華であり、定着すると思っていたが関連会社の経

営を行き詰ってしまい、平成３年の第７回大会で幕を閉じた。

そんな折に、岡メモリアルトーナメントの開催が持ち上がり、

三菱ギャランテニストーナメントの種目を引き継ぐことになっ

た。 

＜岡メモリアルトーナメント＞ 岡メモリアルトーナメントの

岡氏であるが、協会設立時の発起人代表として、北見市や道テニス協会あるいは軟式テニスとの調整に奔

走され、現在の協会の基礎を作られた方である。また、競技力の向上、普及活動においても当協会の第一

人者として活動されており、国体には２度出場しており、日本テニス協会２級公認指導員の資格も有して

いた。昭和６２年から会長として協会の発展に尽力されていたが、悪性の病巣が見つかり、病魔と闘った

が、残念ながら平成４年１月、帰らぬ人となった。まさに北見テニス協会の井戸を掘ってくれた方であり、

そのご苦労と貢献に感謝するために名前を付した大会を設けた。大会開催の話が進む中、岡家から協会に

寄付の申し出があり、２００万円という多額の寄付をいただいた。種々検討した結果、協会からも補てん

し、３００万円を基金として大会運営を行うことになった。 

当時、当協会の大会は協会員か市民が対象であったが、岡氏の功績を皆さんで共有するとともに、多く

の方との交流の機会とするため、オホーツク圏外の協会にも案内を出して開催している。他協会からの参

加者は多くはなかったが、趣旨に賛同してくれ何度も参加してくれた方もいる。当初は７０～１００人の

参加者があったが、 近は２０～３０人に減少しており、岡氏もさびしがっているのではないか。 

また、岡氏はジュニア育成にも力を入れていたこともあり、岡氏の活躍を知ってもらうため、平成１５

年からジュニアの種目を増やしている。こちらは参加者が多く、今後も増えると思われるが、岡氏に続く

人材が現れることを期待している。なお、ジュニアの戦績一覧は、ジュニア部門のところにまとめてある。 

  

三菱ギャランテニストーナメント戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 
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第 1回 昭 60 年 一般男子 長谷川智仁 岡 宏 荒 徹 47 

一般女子 森 幸子 信太 寿子 加藤 幸子 27 

第 2 回 昭 61 年 一般男子 工藤 哲也 長谷川智仁 宮中 義昭 69 

一般女子 信太 寿子 渡辺けい子 菅原美智子 31 

第 3 回 昭 62 年 一般男子 長谷川智仁 皆川 正広 工藤 哲也 71 

一般女子 中川 朝子 皆川 縁 五十田順子 34 

第 4 回 昭 63 年 一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 岡 宏 51 

一般女子 皆川 縁 柴崎紀美子 五十田順子 22 

第 5 回 平元年 一般男子 皆川 正広 岡 宏 土田 雅人 38 

一般女子 山野 郁恵 下田 幸江 水元 朋子 21 

第 6 回 平 2年 一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 樺沢 篤史 52 

一般女子 皆川 縁 山野 郁恵 下田 幸江 25 

第 7 回 平 3年 一般男子 皆川 正広 山下 幸志 土田 雅人 58 

一般女子 下田 幸江 山野 郁恵 岩原 裕美 32 

 

岡メモリアルトーナメント戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 平 4年 
一般男子 長谷川智仁 樺沢 篤 皆川 正広 87 

一般女子 下田 幸江 山野 郁恵 柴崎紀美子 25 

壮年 高谷 俊光 常本 秀幸 時任 重興 7 

第 2回 平 5年 
一般男子 長谷川智仁 土田 雅人 永山 誠 33 

一般女子 山野 郁恵 長 由美子 岩原 裕美 24 

壮年 服部 昌男 高谷 俊光 厚谷 郁夫 4 

第 3回 平 6年 
一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 西條 聡 33 

一般女子 三原 一美 山野 郁恵 長 由美子 30 

壮年 高谷 俊光 松井 啓治 大島 俊之 6 

第 4回 平 7年 
一般男子 徳丸 博之 広瀬 智充 長谷川智仁 43 

一般女子 長 由美子 信太 恵子 岩原 裕美 23 

壮年 波多野三郎 服部 昌男 9 

第 5回 平 8年 
一般男子 山田 賢 広瀬 智充 長谷川智仁 42 

一般女子 長 由美子 三原 一美 山野 郁恵 25 

壮年 常本 秀幸 高谷 俊光 5 

第 6回 平 9年 
一般男子 長谷川智仁 皆川 正広 湯浅 健司 44 

一般女子 長 由美子 三田村 恵 三原 一美 14 

壮年 高谷 俊光 常本 秀幸 厚谷 郁夫 5 

第 7回 平 10 年 
一般男子 長谷川智仁 海野 容 永山 誠 32 

一般女子 山野 郁恵 高橋真由美 芳形 可奈 19 

壮年 伊藤 陽司 常本 秀幸 川森 勉 5 

第 8回 平 11 年 
一般男子 長谷川智仁 菊地 亮 林 吾朗 19 

一般女子 芳形 可奈 三原 一美 高橋真由美 24 

壮年 高谷 俊光 伊藤 陽司 常本 秀幸 9 

第 9回 平 12 年 
一般男子 長谷川智仁 坂本 一 江間 修 41 

一般女子 飯塚 明美 山野 郁恵 荒井 雅代 30 

壮年 土田 雅人 高谷 俊光 伊東 秀雄 11 

第 10 回 平 13 年 一般男子 長谷川智仁 江間 修 永嶋 秀樹 38 

一般女子 三原 一美 高橋真由美 岩原 裕美 21 

第 11 回 平 14 年 
一般男子 長谷川智仁 永嶋 秀樹 永山・山原 39 

一般女子 三原 一美 岩原 裕美 高橋・永嶋 18 

壮年 宮城 雅章 遊佐喜美雄 山田・五十嵐 10 

第 12 回 平 15 年 
一般男子 長谷川智仁 坂田 宏 永山 誠 27 

一般女子 長谷川一美 永嶋 美保 遊佐満里子 15 

壮年 宮城 雅章 遊佐喜美雄 北野 宏幸 5 

第 13 回 平 16 年 

一般男子 土田  光 津田 宏重 長谷川智仁 22 

一般女子 和田喜代子 岩原 裕美 野口由美子 16 

壮年 土田 雅人 宮城 雅章 北野 宏幸 7 

45 歳女子 荒井 雅代 北野 弥生 福井 峰子 4 

第 14 回 平 17 年 
一般男子 長谷川智仁 永嶋 秀樹 脇 伸一 24 

一般女子 和田喜代子 長谷川一美 野口由美子 18 

壮年 宮城 雅章 森 一也 山田 孝一 11 

第 15 回 平 18 年 一般男子 坂田 宏 藤本 邦晃 秋元 宏太  21 

一般女子 岩原 裕美 野口由美子 朝倉千鶴子 13 
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壮年 皆川 正広 北野 宏幸 山口 茂利 8 

第 16 回 平 19 年 
一般男子 村上 慎一 永山 誠 坂田 宏 39 

一般女子 村上 香 岩原 裕美 朝倉千鶴子 12 

壮年 皆川 正広 宮城 雅章 北野 宏幸 8 

第 17 回 平 20 年 
一般男子 長谷川智仁 村上 慎一 津田 広重 25 

一般女子 玉田かおり 脇 優子 下司 知世 12 

壮年 佐藤振一郎 湯浅 健司 山田 孝一 7 

第 18 回 平 21 年 
一般男子 津田 広重 村上 慎一 杉本 嘉久 32 

一般女子 青山 美幸 佐々木 綾 玉田 かおり 12 

壮年 皆川 正広 北野 宏幸 山田 孝一 4 

第 19 回 平 22 年 
一般男子 寺林 勇紀 村上 慎一 日下部 隆 25 

一般女子 佐々木 綾 長谷川一美 脇 優子 12 

壮年 長谷川智仁 4 

第 20 回 平 23 年 
一般男子 平野 拓馬 日下部 隆 樋口 裕二 11 

一般女子 長谷川一美 樋口いずみ 三国谷真弓 3 

壮年 長谷川智仁 児玉 忠司 伴 謙司 10 

第 21 回 平 24 年 
一般男子 柴田 大輔 玉井 啓博 秋元 宏太 24 

一般女子 秋元 知世 長谷川一美 平野 晴菜 9 

壮年 長谷川智仁 林 吾朗 4 

第 22 回 平 25 年 一般男子 玉井 啓博 平野 拓馬 藤井 満 24 

一般女子 秋元 知世 長谷川一美 3 

第 23 回 平 26 年 
一般男子 平野 拓馬 長谷川 聡 川村 真士 21 

一般女子 岡本真理子 安達千佳子 小川詩絵里 8 

ベテラン男子 長谷川智仁 菊地 亮 6 

第 24 回 平 27 年 
一般男子 秋元 宏太 藤井 満 徳丸 博之 16 

一般女子 秋元 知世 菊地 直美 古瀬 真結 8 

ベテラン男子 菊地 亮 児玉 忠司 杉本 嘉久 6 

第 25 回 平 28 年 
一般男子 佐藤 力 関澤 佑介 井上 直樹 13 

一般女子 桑原真理子 菊地 直美 古瀬 真結 5 

ベテラン男子 杉元 嘉久 北野 宏幸 3 

 

１１－７ 秋季北見選手権（宮沢杯） 

当協会設立時からの１０年の項（３－１）や会長紹介（４）のところ

で述べられているが、初代会長を引き受けていただいた宮澤郁夫氏には

協会発展の礎を作ってもらった。また、宮沢眼科医院開院１５周年の記

念して夜間照明の寄贈もいただいている。設立間もない協会の運営がス

ムーズにいくようにいつも気を使ってもらっており、協会としては感謝

の気持ちを長く伝えるために、昭和５２年から宮沢杯争奪テニス大会を

開催している。 

なお、当初は一般男女のダブルスであったが、Ｂ級ダブルス大会の茂

藤杯やＪＡＳ杯がなくなったことから、平成７年からＢ級ダブルスの種

目を追加して実施している。 

 

    秋季北見選手権（宮沢杯）戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 昭 52 年 一般男子 岡・常本 加藤・河田 大島・森谷 16 

一般女子 伊藤・森谷 伊東・新井 小沢・宮沢 8 

第 2回 昭 53 年 一般男子 岡・常本 大野・石坂 池端・元村 48 

一般女子 伊藤・宮沢 伊東・新井 内藤・小林 18 

第 3 回 昭 54 年 一般男子 岡・小畑 鈴木・大島 鶴原・佐々木 36 

一般女子 伊藤・田中 新井・内藤 小林・寺前 16 

第 4 回 昭 55 年 一般男子 岡・常本 鈴木・大島 枝川・小幡 52 

一般女子 伊藤・田中 新井・内藤 寺前・平野 20 

第 5 回 昭 56 年 一般男子 岡・常本 奥谷・山内 大野・新田 36 

一般女子 伊藤・平居 小山田・石川 平野・小林 24 

第 6 回 昭 57 年 一般男子 岡・常本 大野・関村 藤池・吉野 46 

一般女子 伊藤・高木 小山田・石川 伊東・小林 36 
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第 7回 昭 58 年 一般男子 岡・常本 因・楓 池端・伊藤 50 

一般女子 伊藤・石川 荒瀬・信太 小林・定久 22 

第 8 回 昭 59 年 一般男子 岡・常本 源・橘井 鈴木・大島 44 

一般女子 伊藤・石川 森・姫田 小林・荒瀬 32 

第 9 回 昭 60 年 一般男子 岡・常本 皆川・伊藤 荒・長谷川 28 

一般女子 金一・信太 伊藤・石川 皆川・姫田 24 

第 10 回 昭 61 年 一般男子 長谷川・町田 岡・鈴木 湯浅・土田 36 

一般女子 伊藤・石川 金一・信太 柴崎・菅原 28 

第 11 回 昭 62 年 一般男子 岡・大島 土田・町田 長谷川・岩橋 16 

一般女子 伊藤・石川 五十田・山野 柴崎・市山 22 

第 12 回 昭 63 年 一般男子 土田・伊藤 湯浅・町田 岡・常本 20 

一般女子 石川・伊藤 水元・山野 柴崎・五十田 12 

第 13 回 平元年 一般男子 湯浅・土田 長谷川・松田 岡・常本 20 

一般女子 伊藤・長谷川 下田・山野 五十田・伊藤 20 

第 14 回 平 2年 一般男子 湯浅・土田 長谷川・平田 松田・町田 26 

一般女子 皆川・伊藤 長谷川・三原 下田・五十田 20 

第 15 回 平 3年 一般男子 湯浅・土田 中野・大塚 長谷川・町田 22 

一般女子 皆川・伊藤 石川・下田 柴崎・新藤 24 

第 16 回 平 4年 一般男子 町田・長谷川 根津・平田 日下・金田 28 

一般女子 皆川・伊藤 下田・石川 新藤・柴崎 32 

第 17 回 平 5年 一般男子 長谷川・皆川 平田・因 伊藤直・坂本 26 

一般女子 皆川・山野 石川・三原 高橋・小野 30 

第 18 回 平 6年 一般男子 長谷川・町田 平田・伊藤 日下・西條 26 

一般女子 皆川・石川 山野・三原 山口・早坂 24 

第 19 回 平 7年

一般男子 皆川・高谷 平田・伊藤直  ー 10 

一般女子 山野・加藤 信太・長  ー 10 

Ｂ級男子 尾籐・川森 横尾・長谷川 妻沼・志村 24 

Ｂ級女子 河合・湯浅 本田・矢代 富田・荒井 18 

第 20 回 平 8年

一般男子 永山・坂本 脇・林 長谷川・山田 16 

一般女子 山野・佐藤 小野寺・三原 小野・高橋 8 

Ｂ級男子 時任・尾藤 佐藤・山口 小林・奥村 10 

Ｂ級女子 高桑・荒井 河合・本田 湯浅・油田 10 

第 21 回 平 9年

一般男子 長谷川・山田 平田・湯浅 皆川・海野 24 

一般女子 石川・皆川 佐藤・三原 長・早坂 28 

Ｂ級男子 高谷・山野 斉藤・川森 尾籐・長谷川 32 

Ｂ級女子 本田・油田 福浦・板垣 中村・西尾 24 

第 22 回 平 10 年

一般男子 長谷川・海野 伊藤・脇 湯浅・菊池 32 

一般女子 幡鎌・高橋 山野・鶴田 早坂・荒井 24 

Ｂ級男子 稲葉・尾藤 奥津・牧村 山田・斉藤 52 

Ｂ級女子 庄田・河合 土田・赤井 油田・本田 28 

第 23 回 平 11 年

一般男子 湯浅・坂本 長谷川・林 永山・永嶋 20 

一般女子 三原・芳形 荒井・菊谷 高橋・幡鎌 24 

Ｂ級男子 佐野・高谷 山田・長谷川 川森・斉藤 28 

Ｂ級女子 菅原・堀尾 庄田・三浦 矢代・月岡 32 

第 24 回 平 12 年

一般男子 長谷川・脇 江間・海野 皆川・坂本 24 

一般女子 山野・菊谷 荒井・三原 高橋・芳形 28 

Ｂ級男子 斉藤・高谷 高橋・川森 仲野・徳田 24 

Ｂ級女子 藤田・増田 庄田・石山 矢代・石山 40 

第 25 回 平 13 年

一般男子 長谷川・北野 海野・中島 伊藤陽・田中 18 

一般女子 荒井・中川 三原・松浦 高橋・小野 22 

Ｂ級男子 佐藤・徳田 山田・瀧口 竹江・高谷 18 

Ｂ級女子 永山・油田 湯浅・松田 児玉・堀尾 12 

第 26 回 平 14 年

一般男子 伊藤直・永山 伊藤陽・湯浅 長谷川・大滝」」 12 

一般女子 三原・長橋 荒井・渋谷 児玉・永嶋 16 

Ｂ級男子 山原・山下 山田・川森 佐藤・大場 32 

Ｂ級女子 矢代・信太 小林・山崎 林・松岡 8 

第 27 回 平 15 年
一般男子 今野・山原 中島・脇 田中・大場 22 

一般女子 高橋・岩原 松浦・和田 長谷川・川岸 18 

Ｂ級男子 水谷・内田 高橋・川森 澤野・中原 36 
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Ｂ級女子 木谷・小林 北野・堀尾 菅野・武田 32 

第 28 回 平 16 年

一般男子 長谷川・脇 山原・藤原 永山・徳田 16 

一般女子 荒井・長谷川 高橋・小野 松浦・脇 12 

Ｂ級男子 三品・立石 苅谷・小笠原 澤野・中原 42 

Ｂ級女子 小林・木谷 矢代・信太 大野・岩本 20 

第 29 回 平 17 年

一般男子 脇・伊藤 佐藤・秋元 三品・仲原 20 

一般女子 高橋・中川 荒井・脇 斉藤・下司 6 

Ｂ級男子 竹腰・菊地 高間・後藤 長谷川・尾藤 18 

Ｂ級女子 河合・矢代 小林・溝井 斉藤・菅原 18 

第 30 回 平 18 年
一般男子 北野・山原 湯浅・田村 脇・藤原 20 

一般女子 高橋・高橋 宮澤・武田 永山・堀尾 6 

Ｂ級女子 松浦・矢代 野々村・長部 松重・仲西 10 

第 31 回 平 19 年

一般男子 村上・山原 皆川・藤木 佐藤・城崎 14 

一般女子 村上・長谷川 高橋・高橋 山野・植松 12 

Ｂ級男子 藤原・吉田 福島・佐藤 長谷川・横尾 18 

Ｂ級女子 青木・杉本 名知・渡辺 渡辺・須藤 10 

第 32 回 平 20 年 一般男子 村上・杉本 長谷川・津田 佐藤・城崎 26 

Ｂ級男子 佐藤・福島 長谷川・小林 竹江・熊谷 12 

第 33 回 平 21 年
一般男子 村上・杉本 永山・脇 長谷川・津田 12 

一般女子 長谷川・永山 高橋・森本 成田・成田 12 

Ｂ級男子 鹿内・林 土屋・青木 斉藤・佐藤 20 

第 34 回 平 22 年

一般男子 中郡・竹中 湯浅・杉本 村上・脇 14 

一般女子 和田・樋口 宮澤・井上 高橋・小野 6 

Ｂ級男子 堀内・高橋 樋口・松井 熊谷・佐藤 32 

Ｂ級女子 太見・佐々木 飯田・雨池 奥山・山田 12 

第 35 回 平 23 年

一般男子 檜垣・平野 湯浅・杉本 小松・佐々木 12 

一般女子 宮澤・和田 長谷川・樋口 高橋・小野 8 

Ｂ級男子 島津・清水 山田・海鉾 服部・笠井 28 

Ｂ級女子 奥山・山田 上野・野口 新田・川口 12 

第 36 回 平 24 年

一般男子 山田・関 長谷川・鮭川 玉井・平野 36 

一般女子 小野・佐藤 樋口・福嶋 嶋宮・滝川 18 

Ｂ級男子 湯川・山野辺 熊谷・長谷川 川森・山口 22 

Ｂ級女子 竹次・白崎 山下・中村  ー 8 

第 37 回 平 25 年

一般男子 平野・玉井 長谷川・川浪 杉本・藤井 16 

一般女子 長谷川・菊地 井上・宮澤 8 

Ｂ級男子 奥村・加藤 井上・野嶋 松井・萩山 16 

Ｂ級女子 櫻井・赤澤 6 

第 38 回 平 26 年

Ａ級男子 長谷川・松村 脇・菊地 杉本・秋元 12 

Ａ級女子 菊地・長谷川 宮澤・長 安達・池田 10 

Ｂ級男子 松井・林 野嶋・井上 佐藤・熊谷 18 

Ｂ級女子 小川・太見 角・安藤 鹿内・仲野 10 

第 39 回 平 27 年

Ａ級男子 関澤・川浪 杉本・藤井 安達・本田 32 

Ａ級女子 安達・稲村 宮澤・井上 長・樋口 26 

Ｂ級男子 児玉・高橋 赤澤・小口 阿部・長沢 26 

Ｂ級女子 竹次・中野 山川・佐藤 高橋・土田 14 

第 40 回 平 28 年

Ａ級男子 関澤・大谷 大石・佐藤 湯浅・菊地 44 

Ａ級女子 井上・樋口 長谷川・古瀬 宮澤・長 28 

Ｂ級男子 高橋・川森 阿部・吉田 佐藤・熊谷 64 

Ｂ級女子 土田・森田 鹿内・川辺 角田・森下 32 

 

１１－８ 市民大会 

 市民大会は体育の日に合わせて実施しており、市民であれば参加費無料で楽しんでもらえる。昭和５０

年代は、北見市体育協会が実施する総合開会式に全員出席してから大会を開始していたが、大会の進行が

遅れるため、 近は関係者のみ総合開会式に出てもらい、大会進行を優先させている。また、競技種目が

増えているため１日では終わらず、体育の日の前後の休日を利用して実施している。 

当初の種目は一般男女、壮年シングルス及び混合ダブルスの４種目であったが、もっと多くの市民に参

加してもらえるよう昭和５７年から種目を増やし、Ｂ級男女、Ｃ級男女、大学生、ジュニア男女シングル
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スまで広げている。 近ジュニアの参加者が増えており、年齢制で実施している場合もある。 

以下に戦績を示しているが、混合ダブルスはその他のダブルス関

連大会と併せて記載している。また、ジュニアについても、ジュニ

アの部門にまとめて表示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民体育大会戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数

第 1回 昭 52 年 
一般男子 岡 宏 小林 久人 鈴木 輝之 28

一般女子 伊藤 信子 宮沢由紀子 内藤 郁子 20

壮年 伊東 秀雄 泉 近 鎌田 正甫 8

第 2回 昭 53 年 
一般男子 常本 秀幸 伊東 秀雄 高屋敷 勝美 41

一般女子 伊藤 信子 伊東 定子 新井 歌子 14

壮年 平山 光茂 鎌田 正甫 本間 恒行 6

第 3回 昭 54 年 一般男子 岡 宏 常本 秀幸 池端 治雄 46

一般女子 伊藤 信子 新井 歌子 小林 千恵子 18

第 4 回  昭 55 年 一般男子 岡 宏 枝川 滋 大島 俊之 45

一般女子 伊藤 信子 新井 歌子 内藤 郁子 24

第 5 回  昭 56 年 一般男子 岡 宏 大野 進 橘井 寛 34

一般女子 伊藤 信子 石川 優美子 小山田 博子 20

第 6 回  昭 57 年

一般男子 岡 宏 池端 治雄 大野 進 15

Ｂ級男子 伊藤 陽司 阿部 正孝 小沢 達吉 15

Ｃ級男子 伊藤 圭一 高橋 忠男 3

一般女子 伊藤 信子 小山田 博子 石川 優美子 7

Ｂ級女子 荒瀬 拓代 信太 寿子 小林フミ子 18

Ｃ級女子 金一 キミ子 高屋敷小百合 五十田 順子 15

壮年 伊東 秀雄 鎌田 正甫 加藤 4

大学生 鈴木 正宏 関村 徹 3

第 7回  昭 58 年

一般男子 岡 宏 藤池 保夫 大島 俊之 12

Ｂ級男子 源 和雄 百武 欣二 小林 恒雄 22

Ｃ級男子 佐川 滋 浦 忠昭 竹井 8

一般女子 荒瀬 拓代 伊東 定子 定久 政子 5

Ｂ級女子 信太 寿子 宮田 雅代 古賀 実紀子 20

Ｃ級女子 小池 静 国田 節子 山野 郁恵 18

壮年 伊東 秀雄 時任 重興 4

大学生 桂川 廣昭 笠師 貴文 久保 宏司 4

第 8回 昭 59 年 

一般男子 岡 宏 藤池 保夫 長谷川智仁 13

Ｂ級男子 因 芳広 伊藤 直人 品田 篤志 31

Ｃ級男子 小俣 雅嗣 竹松 健治 坂田 寿 8

一般女子 伊藤 信子 石川 優美子 信太 寿子 6

Ｂ級女子 姫田 典子 金一 キミ子 森 幸子 28

Ｃ級女子 田村 記代 吉田 留美子 小池 裕美 9

壮年 伊東 秀雄 時任 重興 藤井 一男 6

大学生 田沢 佐敏 吉田 孝志 宮崎 伸二 12

第 9 回 昭 60 年 
一般男子 長谷川智仁 岡 宏 源 和雄 12

Ｂ級男子 皆川 正広 伊藤 直人 土田 雅人 35

Ｃ級男子 五十田勝司 山崎 隆司 加藤 安男 14
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Ｂ級女子 皆川 縁 柴崎 紀美子 菅原 美和子 21

Ｃ級女子 土田 ちえみ 高橋 香織 石橋 由美 11

壮年 高谷 俊光 伊東 秀雄 北川 博規 4

大学生 村上 和喜 吉田 孝志 神田 明 4

第 10 回 昭 61 年 

一般男子 長谷川 智仁 皆川 正広 伊藤 直人 8

Ｂ級男子 湯浅 健司 阿部 正孝 土田 雅人 31

Ｃ級男子 北川 博規 山添 島尻 靖 35

一般女子 金一 キミ子 柴崎 紀美子 山野 郁恵 6

Ｂ級女子 矢後 八重子 及川 緑子 小林 フミ子 19

Ｃ級女子 竹口 節子 泊谷 和枝 岡部 真理子 9

第 11 回 昭 62 年 

一般男子 皆川 正広 土田 雅人 湯浅 健司 12

Ｂ級男子 平田 茂 小林 恒雄 小俣 雅嗣 37

Ｃ級男子 鰀目 淑範 津川 昭夫 大上 学 30

一般女子 高橋 香織 金一 キミ子 山野 郁恵 8
Ｂ級女子 中川 美奈子 小林 フミ子 水元 朋子 18

Ｃ級女子 松井 由美 河合 みさ子 工藤 ルミ子 14

大学生 平田 修 吉田 孝志 西田 史明 15

第 12 回 昭 63 年 

一般男子 皆川 正広 岡 宏 土田 雅人 24

Ｂ級男子 時任 重興 小俣 雅嗣 阿部 正孝 39

Ｃ級男子 遠藤 健一 石井 徹 松浦 豊武 16

一般女子 高橋 香織 山野 郁恵 皆川 縁 6

Ｂ級女子 新里 順子 藤田 敏枝 三原 一美 26

Ｃ級女子 川村 晴美 横尾 裕子 友沢 啓子 17

第 13 回 平元年 

一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 岡 宏 18

Ｂ級男子 浦 忠昭 小林 恒雄 植松 寛喜 54

Ｃ級男子 上杉 晃弘 鑓水 博 西塚 秀明 24

一般女子 長谷川 香織 山野 郁恵 三原 一美 9

Ｂ級女子 下田 幸江 早坂 亜矢子 真藤 恵子 34

Ｃ級女子 長 由美子 笠井 雅代 飯田 美保子 12

第 14 回 平 2年 

一般男子 皆川 正広 土田 雅人 町田 求 20

Ｂ級男子 小林 恒雄 大塚 治樹 平松 雅宏 26

Ｃ級男子 横尾 秀幸 上野 光雄 姫田 浩二 10

一般女子 下田 幸江 山野 郁恵 加藤 恵美 8

Ｂ級女子 信太 恵子 長 由美子 荒木 佳子 23

Ｃ級女子 田中 勝子 阿部 百合子 古家 恵 6

壮年 時任 重興 伊東 秀雄 山野 擴 4

第 15 回 平 3年 

一般男子 皆川 正広 土田 雅人 山田 哲也 20

Ｂ級男子 平松 雅宏 上杉 晃弘 瀬野 栄一 22

Ｃ級男子 斉藤 久男 山崎 譲 館下 則敏 14

一般女子 下田 幸江 皆川 縁 山野 郁恵 9

Ｂ級女子 落合 薫 山口 節子 六角 梅子 16

Ｃ級女子 土田 照子 下込 清子 3

壮年 田崎 純 時任 重興 伊東 秀雄 4

第 16 回 平 4年 

一般男子 土田 雅人 平田 茂 町田 求 20

Ｂ級男子 上杉 晃弘 竹江 仁博 井戸 清隆 16

一般女子 三原 一美 下田 幸江 新藤 梢 11

Ｂ級女子 田中 勝子 長 由美子 山口 節子 15

Ｃ級女子 清野 かおり 長谷川ひとみ 館下 幸子 7

第 17 回 平 5年 

一般男子 皆川 正広 土田 雅人 長谷川智仁 22

Ｂ級男子 海野 容 伊藤 純一 五十嵐 清 20

Ｃ級男子 豊福 峰幸 飯野 貴志 桜井 洋一 5

一般女子 皆川 縁 山野 郁恵 長 由美子 7

Ｂ級女子 松原 ひろみ 河合 みさ子 油田 優子 13

壮年 田崎 純 時任 重興 伊東 秀雄 4

第 18 回 平 6年 

一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 中野 誠二郎 17

Ｂ級男子 伊藤 純一 湯川 寛志 山口 茂利 13

Ｃ級男子 紺野 陽一 奥村 実 古川 洋一 11

一般女子 長 由美子 皆川 縁 三原 一美 8

Ｂ級女子 小野寺 笑子 芳形 可奈 宮田 雅代 23

壮年 松井 啓治 時任 重興 伊東 秀雄 3

第 19 回 平 7年 一般男子 皆川 正広 長谷川智仁 海野 容 12

Ｂ級男子 竹下 克法 山口 茂利 奥村 英一 24
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Ｃ級男子 佐野 憲之 下間 康弘 三宅 直哉 8

一般女子 山野 郁恵 三原 一美 5

Ｂ級女子 芳形 可奈 横尾 裕子 油田 優子 13

Ｃ級女子 堀尾 恵美子 板垣 恵美子 橋本 尚枝 7

第 20 回 平 8年 

一般男子 皆川 正広 脇 伸一 高谷 俊光 7

Ｂ級男子 湯川 寛志 時任 重興 尾藤 清光 21

Ｃ級男子 森本 典雄 笠井 昭宏 林 健太郎 4

一般女子 三原 一美 長 由美子 芳形 可奈 8

Ｂ級女子 荒井 雅代 三浦 節子 板垣 恵美子 16

Ｃ級女子 國分 明子 寒風沢 保子 松原 修子 15

第 21 回 平 9年 

一般男子 長谷川智仁 平田 茂 海野 容 13

Ｂ級男子 宍戸 努 稲葉 健 斉藤 勇 19

一般女子 長 由美子 芳形 可奈 松浦 綾乃 6

Ｂ級女子 板垣 恵美子 油田 優子 中村 典子 12

第 22 回 平 10 年 

一般男子 長谷川智仁 坂本 一 皆川 正広 16

Ｂ級男子 稲葉 健 尾藤 清光 横尾 秀幸 18

Ｃ級男子 高橋 細川 3

一般女子 幡鎌 満里子 荒井 雅代 芳形 可奈 7

Ｂ級女子 和田 喜代子 赤井 和恵 矢代 千春 10

Ｃ級女子 國分 明子 藤田 田村 あおい 11

壮年 時任 重興 伊東 秀雄 岩田 3

第 23 回 平 11 年 

一般男子 林 吾朗 高谷 俊光 伊藤 陽司 6

Ｂ級男子 盛  高志 山田 孝一 小野 哲 15

一般女子 高橋 真由美 幡鎌 満里子 信太 恵子 7

Ｂ級女子 河合 みさ子 矢代 千春 横尾 裕子 12

Ｃ級女子 武田 智恵 三塚 美幸 武田 美智子 12

第 24 回 平 12 年 

一般男子 長谷川智仁 江間 修 海野 容 11

Ｂ級男子 小野 哲 森本 典雄 山田 孝一 16

一般女子 高橋 真由美 三原 一美 松浦 綾乃 10

Ｂ級女子 永嶋 美保 藤田 暁美 菅原 恭子 18

Ｃ級女子 林 輝美 浜岡 直美 田中 麻紀子 10

45 歳男子 常本 秀幸 伊藤 陽司 斉藤 勇 5

第 25 回 平 13 年 

一般男子 長谷川智仁 永嶋 秀樹 永山 誠 8

Ｂ級男子 徳田 奨 竹腰 信介 瀧口 昌宏 12

一般女子 三原 一美 松浦 綾乃 永嶋 美保 8

Ｂ級女子 児玉 正美 永山 恭子 木谷 二三代 20

Ｃ級女子 山本 一美 松重 敦子 佐々木 敦子 4

壮年 伊藤 陽司 山口 茂利 高谷 俊光 5

第 26 回 平 14 年 

一般男子 古米 圭亮 湯川 寛志 徳田 奨 4

Ｂ級男子 山田 孝一 西條 晃司 山本 誠 14

一般女子 永嶋 美保 三浦 節子 宮田 雅代 4

Ｂ級女子 永山 恭子 堀尾 恵美子 松田 恵実 15

第 27 回 平 15 年 

一般男子 永山 誠 脇 伸一 山崎 祐弥 10

Ｂ級男子 長橋 俊明 山本 誠 井上 聡巳 8

一般女子 長谷川 一美 脇 優子 児玉 正美 3

Ｂ級女子 堀尾 恵美子 阿部 和子 福井 峰子 8

壮年 山口 茂利 斉藤 勇 山田 孝一 5

第 28 回 平 16 年 

一般男子 脇 伸一 宮城 雅章 越智 陽介 12

Ｂ級男子 大井 博昭 佐々木 良一 竹腰 信介 5

Ｃ級男子 多賀 学 藤原 真吾 旭岡 義和 4

一般女子 脇 優子 堀尾 恵美子 武田 美智子 3

Ｂ級女子 三浦 節子 渡邊 友香 林 輝美 5

Ｃ級女子 大野 ひとみ 多賀 崇子 吉井 京子 4

第 29 回 平 17 年 

一般男子 藤木 敏也 郷久 晴郎 永山 誠 22

Ｂ級男子 井上 聡巳 尾藤 清光 渥美 浩二 8

Ｃ級男子 和田 哲治 佐藤 勇治 小田 良太 4

一般女子 永山 恭子 下司 知世 脇 優子 3

Ｂ級女子 井上 まゆみ 浅野 優 林 輝美 6

第 30 回 平 18 年 

一般男子 長谷川 智仁 皆川 正広 荒木 達也 14

Ｂ級男子 南 知弥 宮澤 雄太 六車 研哉 26

Ｃ級男子 横田 和雄 林 涼平 古川 亘紀 12

一般女子 長谷川 一美 下司 知世 安尾 ほたる 3
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Ｂ級女子 清水 友香 増田 朋子 浜岡 直美 7

第 31 回 平 19 年 
一般男子 藤木 敏也 山田 孝一 山下 貴弘 7

Ｂ級男子 中村 孝諭 横田 和雄 佐藤 勇治 15

45 歳女子 井上 まゆみ 宮澤 つぼみ 松重 敦子 5

第 32 回 平 20 年 

一般男子 杉本 嘉久 山原 光広 平 大輔 12

Ｂ級男子 小林 隆 蝦名 奨矢 石田 勤 16

Ｂ級女子 奥田 沙耶歌 清水 友香 渡辺 総 5

壮年男子 湯浅 健司 北野 宏幸 山田 孝一 5

Ｂ級男子 斎藤・高橋 佐藤・森 川森・長谷川 16

第 34 回 平 22 年 一般男子 湯浅・杉本 林・鹿内 4

Ｂ級男子 阿部・山田 森木・上地 佐藤・熊谷 16

第 35 回 平 23 年 一般男子 平野・玉井 檜垣・林 湯浅・杉本 12

Ｂ級男子 清水・内田 佐藤・熊谷 山野辺・長谷川 8

第 36 回 平 24 年 
一般男子 平野・玉井 林・鹿内 清水・内田 10

Ｂ級男子 竹腰・曽根 熊谷・福島 8

一般女子 菊地・長谷川 高橋・宮澤 6

第 37 回 平 25 年 

一般男子 平野・玉井 伊藤・菊地 柴田・安達 16

Ｂ級男子 斎藤・瀬野 佐藤・長谷川 井上・南波 12

一般女子 安達・秋元 宮澤・菊地 8

Ｂ級女子 藤田・佐藤 松井・鹿内 8

第 38 回 平 26 年 

Ａ級男子 柴田・竹中 秋元・平野 金田・川浪 16

Ｂ級男子 佐藤・熊谷 高橋・川森 奥村・瀬野 10

Ａ級女子 安達・岡本 川上・宮澤 長谷川・井上 10

Ｂ級女子 秋元・小川 佐藤・角 8

第 39 回 平 27 年 

Ａ級男子 長谷川・脇 関澤・川浪 金田・桑原 14
Ｂ級男子 岸・前田 竹腰・渥美 10
Ａ級女子 秋元・岡本 宮澤・井上 長・菊地 12
Ｂ級女子 矢代・佐藤 高橋・土田 10
ベテラン男子 伊藤・菊地 4

第 40回 平 28 年 

Ａ級男子 大石・佐藤 森田・廣澤 伊藤・菊地 16
Ｂ級男子 鎌田・伊藤 熊谷・佐藤 川森・山田 14
Ａ級女子 宮澤・井上 長谷川・菊地 6
Ｂ級女子 三上・森田 銀田・川辺 8

 

１１－９ コン杯から北網圏室内テニス選手権へ 

 協会が設立されたころ市内には４軒のスポーツ店があった。一軒は札幌

の支店でありスポンサーになってもらえなかったが、茂藤スポーツ、クマ

ザキスポーツ、コンスポーツの３社には協会設立当初からスポンサーとし

て支援してもらった。なお、阿部スポーツは協会設立１０年後に開店した

スポーツ店で、開店と同時にスポンサーになってもらっている。 

 (株)コンスポーツは、２丁目商店街にあるサンプラザの２階にお店があ

り、球技用品を中心に経営されていた。当時の店舗は少し入りずらかった

が、その後、イトーヨーカドーの前に移転し大きくなった。テニスにも理

解があり、参加者が少ないのだが、室内大会を支援してくれることになっ

た。当初の種目は一般男女ダブルスであったが、第４回からシングルスが

加わり、翌年からシングルスのみとなった。このシングルス戦から管内が

対象の大会となっているが、移転後間もないころにテニス部門を縮小する

ことになり、共催の大会は平成２年で終わっている。室内唯一の大会であ

り継続することになり、平成３年からは協会単独主催の北網地区室内選手権として現在に至っている。道

立体育館を使った大会で３面しか使えず出場枠が少ないが、レベルの高い大会となっている。 

 

コン杯室内選手権戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数

第 1回 昭 54 年 一般男子Ｄ 岡・千葉 三浦・宮中 鶴原・小畑、佐々木・青柳 48

一般女子Ｄ 伊藤・田中 新井・平野 小林・石川、渡辺・戸梶 32

第 2 回 昭 55 年 一般男子Ｄ 岡・大島 三浦・宮中 佐々木・柄目、元村・吉野 40
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一般女子Ｄ 石川・小山田 松永・戸梶 伊藤・定久、大隅・桜岡 24

第 3 回 昭 56 年 一般男子Ｄ 岡・常本 小西・宮中 吉野・池端、阿部・鈴木 26

一般女子Ｄ 石川・小山田 大隈・戸梶 平野・小林、佐藤・柴田 14

第 4 回 昭 57 年 

一般男子Ｄ 岡・常本 大野・奥屋 22

一般女子Ｄ 伊藤・高木 小山田・石川 小沢・定久、村山・工藤 16

一般男子Ｓ 岡 宏 大野 進 奥屋 滋 24

一般女子Ｓ 伊藤 信子 小山田 博子 石川 優美子 11

第 5回 昭 58 年 一般男子Ｓ 岡 宏 小西 和保 常本 秀幸、宮中 義昭 26

一般女子Ｓ 伊藤 信子 石川 優美子 戸梶 琢子、信太 寿子 12

第 6 回 昭 59 年 一般男子Ｓ 岡 宏 荒 徹 長谷川智仁、宮中 義昭 25

一般女子Ｓ 伊藤 信子 石川 優美子 森 幸子、 信太 寿子 13

第 7 回 昭 60 年 一般男子Ｓ 皆川 正広 宮中 義昭 長谷川 智仁、荒 徹 16

一般女子Ｓ 森 幸子 皆川 縁 柴崎 紀美子、信太寿子 8

第 8回 昭 61 年 一般男子Ｓ 岡 宏 長谷川 智仁 湯浅 健司、皆川 正広 21

一般女子Ｓ 皆川 縁 金一 きみ子 信太 寿子、 柴崎紀美子 12

第 9 回 昭 62 年 一般男子Ｓ 皆川 正広 長谷川 智仁 岡 宏、工藤 哲也 20

一般女子Ｓ 皆川 縁 渡辺 ケイ子 柴崎紀美子、中川 朝子 14

第 10 回 昭 63 年 一般男子Ｓ 皆川 正広 岡 宏 湯浅 健司、菊池 一浩 17

一般女子Ｓ 樋口 恵子 皆川 縁 五十田順子、柴崎紀美子  15

第 11 回 平元年 一般男子Ｓ 皆川 正広 湯浅 健司 菊池 一浩、土田 雅人 23

一般女子Ｓ 皆川 縁 長谷川 香織 真藤 恵子、樋口ケイ子 15

第 12 回 平 2年 一般男子Ｓ 皆川 正広 土田 雅人 湯浅 健司、宮中 義昭 13

一般女子Ｓ 下田 幸江 皆川 縁 柴崎紀美子、岡本 敏子 12

 

北網圏室内テニス選手権戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数

第 1回 平 3年 一般男子 皆川 正広 山田 哲也 大塚 治樹 19

一般女子 姫田 典子 山野 郁恵 岩原 裕美 14

第 2回 平 4年 一般男子 山田 哲也 坂本 富貴彦 土田 雅人、 高谷 俊光 17

一般女子 山野 郁恵 三原 一美 下田 幸江、 皆川 縁 14

第 3 回 平 5年 一般男子 皆川 正広 土田 雅人 長谷川 智仁 16

一般女子 三原 一美 皆川 縁 山野 郁恵 7

第 4回 平 6年 一般男子 坂本 一 皆川 正広 長谷川 智仁 20

一般女子 山野 郁恵 三原 一美 長 由美子 7

第 5回 平 7年 一般男子 坂本 一 皆川 正広 山本 哲史 17

一般女子 三原 一美 山野 郁恵 皆川 縁 8

第 6回 平 8年 一般男子 皆川 正広 長谷川 智仁 古賀 孝 13

一般女子 三原 一美 岩原 裕美 芳形 可奈 6

第 7回 平 9年 一般男子 古賀 孝 長谷川 智仁 村岡 直哉 16

一般女子 三原 一美 姫田 典子 谷口 フユ子 13

第 8回 平 10 年 一般男子 長谷川 智仁 山田 浅野 20

一般女子 芳形 可奈 西野 和田 喜代子 7

第 9回 平 11 年 一般男子 長谷川 智仁 江間 修 湯浅 健司 17

一般女子 三原 一美 岩原 裕美 鶴田 直子 6

第 10 回 平 12 年 一般男子 江間 修 長谷川 智仁 永嶋 秀樹 11

一般女子 岩原 裕美 三原 一美 遊佐 真理子 6

第 11 回 平 13 年 一般男子 長谷川 智仁 皆川 正広 百々 典男 16

一般女子 三原 一美 荒井 雅代 岩原 裕美 9

第 12 回 平 14 年 一般男子 長谷川 智仁 百々 典男 大滝 武彦 16

一般女子 三原 一美 永嶋 美保 野口 由美子 5

第 13 回 平 15 年 一般男子 長谷川 智仁 脇 伸一 山下 貴宏 6

一般女子 長谷川 一美 和田 喜代子 池田 とし子 5

第 14 回 平 16 年 一般男子 長谷川 智仁 永山 誠 宮城 雅章 16

一般女子 長谷川 一美 和田 喜代子 2

第 15 回 平 17 年 一般男子 長谷川 智仁 脇 伸一 菊地 亮、 永山 誠 12

一般女子 長谷川 一美 荒井 雅代 五味 直美、 永山 恭子 6

第 16 回 平 18 年 一般男子 皆川 正広 藤井 満 横田 寛樹、 永山 誠 11

一般女子 山口 未奈登 澤田 美幸 長谷川一美、 朝倉千鶴子 6

第 17 回 平 19 年 一般男子 村上 慎一 原 健太 佐藤振一郎、 山原 光広 17
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一般女子 長谷川 一美 名知 麻美 鈴木 結華、 渡辺ななみ 7

第 18 回 平 20 年 一般男子 村上 慎一 杉本 嘉久 藤井 満 8

一般女子 下司 知世 朝倉 千鶴子 渡辺 総 5

第 19 回 平 21 年 一般男子 藤井 満 浅野 晃一 山原 光広 13

第 20 回 平 22 年 一般男子 村上 慎一 永山 誠 川村 真士 9

一般女子 太見 汐里 遠藤 香織 小川 詩絵里 6

第 21 回 平 23 年 一般男子 山田 雄嗣 岩間 悠 関澤 佑介 15

一般女子 太見 汐里 小川 詩絵里 中島 和代 20

第 22 回 平 24 年 一般男子 玉井 啓博 鹿内 俊一郎 関澤 佑介 13

一般女子 秋元 知世 中島 和代 佐藤 聖七 7

第 23 回 平 25 年 一般男子 杉本 嘉久 関澤 佑介 日下部 隆 16

一般女子 不成立 0

第 24 回 平 26 年 Ａ級男子 松村 駿 川浪 諒 武田 陸 19

Ａ級女子 不成立 0

第 25 回 平 27 年 Ａ級男子 佐々木龍之慎 関澤 佑介 竹中 聡 21

Ａ級女子 岡本 真理子 小川 椎菜 久原 美那 7

第 26 回 平 28 年 Ａ級男子 関澤 佑介 吉田 剛 杉本 嘉久  大石 將巳 16

Ａ級女子 不成立

 

１１－１０ 教育長杯を含めた混合ダブルス戦 

 混合ダブルは世界の４大大会でも開催されており、当協会でも設立当初より春は教育長杯と秋の市民大

会で実施していた。教育長杯では、混合ダブルスあるいはペアの合計年齢が１００歳を超えていても出場

できる大会で、どちらかというと親睦を兼ねていたが、結構白熱した試合が繰り広げられた。教育長杯は

昭和６１年、市民大会の混合ダブルスは昭和６３年で一旦中止している。その後、親睦大会としてお楽し

み大会で復活し、平成７年～１５年まで開催されており、Ａ、Ｂ、Ｃのクラス分けで実施したり、優勝者

を決めない交流試合のときもあった。また、平成１６年～１８年にはスポンサー付きのブリジストンミッ

クスダブルス大会が開催されたが長続きしなかった。混合ダブルスが開催されないのはさびしいとの声も

あり、平成２２年に市民大会で復活したが、公式な大会でない方が良いのではないかとの意見もあり、平

成２８年からお楽しみ大会として実施している。このように混合ダブルスは、中止と復活を繰り返してい

るが、皆さんに楽しんでもらえる親睦大会になることを期待したい。 

 

教育長杯混合ダブルス戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数

第 1回 昭 52 年 混合&100 歳 岡・伊藤 浅沼・斉木 小林夫妻 森谷夫妻 24

第 2 回 昭 53 年 混合 伊東夫妻 金上・大島 内藤夫妻 浦田・佐々木 34

第 3 回 昭 54 年 混合&100 歳 鎌田・伊藤 寺前・平山 伊東・鶴原 伊藤・千葉 44

第 4 回 昭 55 年 混合 伊藤・前川 寺前・平山 新井・西口  44

第 5 回 昭 56 年 混合 石川・前川 寺前・平山  24

第 6 回 昭 57 年 混合 雨天中止

第 7回 昭 58 年 混合 伊藤・伊藤 定久・常本 伊東夫妻  52

第 8 回 昭 59 年 混合 石川・藤池 菅野・藤池 古賀・池端  52

第 9 回 昭 60 年 混合 信太・長谷川 森・小畑 金一・町田  48

第 10 回 昭 61 年 混合 高橋・高谷 古賀・土田 柏原・湯浅  30

 

市民大会混合ダブルス戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 昭 52 年 混合 常本・蒲田 山崎・佐々木 西尾・小畑 28 

第 2 回 昭 53 年 混合 伊藤・小畑 新井・佐藤 宮沢・岡 48 

第 3 回 昭 54 年 混合 新井・大島 伊東・伊東 伊藤・千葉 84 

第 4 回 昭 55 年 混合 伊藤・奥屋 石川・藤池 寺前・平山 64 

第 5 回 昭 56 年 記録なし

第 6回 昭 57 年 混合 定久・常本 伊東夫妻 伊藤・厚谷 32 

第 7 回 昭 58 年 混合 定久・常本 小林・池端 金一・関村 56 

第 8 回 昭 59 年 混合 森・小畑 信太・岩橋 水野・長谷川 48 

第 9 回 昭 60 年 混合 皆川夫妻 金一・伊藤（直） 古賀・荒 14 
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第 10回 昭 61 年 混合 皆川夫妻 及川・平田 古賀・岩橋 30 

第 11 回 昭 62 年 混合 三原・土田 東・小俣 荒木・湯浅 20 

第 12 回 昭 63 年 混合 平田・小池 因・花上 大矢根・吉田 8 

 

お楽しみ大会混合ダブルス戦績表 

年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

平 7年春 混合 有光・大島 伊東・山田 河合・梅木 22 

平 7 年秋 混合 山田・迎 荒井・横尾 横尾・芳方 24 

平 8 年 混合 加藤・赤井 伊藤・尾藤 小林・堀尾 22 

平 9 年春 混合 荒井・信太 長・橋本 伊東・佐野 18 

平 9 年秋 混合 早坂・高谷 亀岡・時任 三宅・信太 20 

平 10 年 混合 出村・高谷 鶴田・高橋 月岡・長谷川 不明 

平 11 年 混合 幡鎌・山田 河合・高谷 菊地・竹江 12 

平 12 年 
混合Ａ 三原・長谷川 荒井・林 山野・伊藤 28 

混合Ｂ 増田・小野 加藤・高谷 稲垣・澤野 18 

混合Ｃ 林・江本 佐々木・藤巻 宮部・塚田 10 

平 13 年 混合 順位のない親睦大会

平 14年 混合 順位のない親睦大会

 

ブリジストンミックスダブルス大会戦績表 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 1回 平 16 年 ミックスＤ 永山夫妻 妹尾夫妻 北野・荒井 24 

第 2 回 平 17 年 ミックスＤ 郷久・和田 永山夫妻 伊藤・荒井 28 

第 3 回 平 18 年 ミックスＤ 荒井・皆川 高橋・高橋 松井・松井 36 

 

市民大会混合ダブルス戦績表（回数は市民大会に合わせた） 

回数 年度 種 目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 

第 34 回 平 22 年 ミックスＤ 井上夫妻 熊谷・三浦 清水・渡辺 8 

第 35 回 平 23 年 ミックスＤ 野嶋・宮澤 内田・伊東 熊谷・三浦 8 

第 36 回 平 24 年 ミックスＤ 脇・長谷川 菊地夫妻 平野・平野 14 

第 37 回 平 25 年 ミックスＤ 平野・宮澤 玉井・秋元 杉本・安達 16 

第 38 回 平 26 年 ミックスＤ 竹中・安達 川浪・小川 平野・岡本 20 

 

１１－１１ ジュニア関連の大会 

本協会でのジュニア大会は、昭和５７年の市民大会シングルスが 初で、高校生と中学生が対象であっ

た。翌年、クマザキ杯（その後ヨネックス杯）でも開催しているが、ジュニア男女と表示した大会である

が、主として高校生が対象となっていた。しかし、小中学生への指導が始まってからは年齢制限制の大会

に移行している場合もある。当初は参加者も少なか

ったが、高校にテニス部ができはじめ、高校数も増

え、また、小中学生の実力も高まり協会主催大会の

中では参加者の多い大会となっている。 

市民大会、ヨネックス杯共にシングルスの大会で、

ダブルス大会のない時期があった。ダンロップトー

ナメント（後にDUNLOP SRIXONトーナメントになる）

は地区の代表を決める大会であるため、ジュニアは

参加できないのだが、ダンロップにお願いし、代表

戦とは別にＣ級ダブルスの種目を設けてもらい、平

成１５年からジュニア男女のダブルス戦が可能にな

った。同時期に、ジュニア育成にも努力されていた

２代目会長の岡氏の意志を尊重し、シングルス戦ではあるが、岡メモリアルトーナメントにジュニアの種

目を設けている。 
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ジュニアの活動は冬期間も続いており、その成果を競う場として室内大会の要望があった。平成４年か

ら道立体育館を使ってシングルスとダブルスで室内選手権を実施しているが、一時期戦績のないところが

ある。大会運営が協会から高体連に移行した時期かと思われる。同様に、平成２８年度からは高体連主催

となるために戦績一覧への記載は途絶えることになる。 

 

クマザキ杯（ジュニア）戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数 

第 7回 昭 58 年 ジュニア男子 風見 孝洋 伊藤 真一 晴山 恭 10 

ジュニア女子 信太 寿子 小橋 澄恵 菅野 敦子 9 

第 8回 昭 59 年 ジュニア男子 晴山 恭 伊藤 真一 西田 史明 7 

ジュニア女子 菅野 敦子 小幡 澄恵 荒木 麻里 7 

第 10 回 昭 61 年 ジュニア男子 工藤 和広 荒木 雅裕 小林 義和

第 11回 昭 62 年 ジュニア男子 斉藤 正宏 永山 誠 小林 義和 7 

ジュニア女子 宮浦 由紀子 穴吹 美紀 清水 雅恵 5 

第 12 回 昭 63 年 ジュニア男子 小林 義和 永山 誠 西村 英和 8 

ジュニア女子 穴吹 美紀 佐渡 ゆかり 久保 登美枝 8 

第 13 回 平元年 ジュニア男子 永山 誠 上野 俊 小林 研 17 

ジュニア女子 本間 尚代 村井 裕子 後藤田 利香 13 

第 15 回 平 3年 ジュニア男子 西村 勉 西成 心一 木村 修一 10 

ジュニア女子 長田 ユウキ 安岡 美穂 増田 みどり 32 

第 16 回 平 4年 

Ｕ18 男子 木村 修一 佐久間 大樹 沼田 強 19 

Ｕ18 女子 増田 みどり 陶山 麻恵 直井 みつき 14 

Ｕ16 男子 古米 圭亮 小野 泰宏 丸子 茂 13 

Ｕ16 女子 山木 愛 中嶋 亜希子 広瀬 季恵 19 

Ｕ14 男子 石川 幸司 志村 亮 横尾 慶紀 4 

Ｕ14 女子 東 奈樹沙 落合 佳那子 出町 有季 7 

第 17 回 平 5年 

Ｕ18 男子 古米 圭亮 近藤 康之 坂本 勤 16 

Ｕ18 女子 中嶋 亜希子 越前谷 志保 増田 みどり 13 

Ｕ16 男子 田巻 裕康 田中 和田 27 

Ｕ16 女子 高橋 美香 溝手 真由美 山田 21 

第 18 回 平 6年 

Ｕ17 男子 田巻 裕康 丸子 茂 門伝 宰人 23 

Ｕ17 女子 高橋 美香 山田 祥恵 山本 智子 22 

Ｕ16 男子 常本 邦幸 栄浪 健一 妻沼 大介 6 

Ｕ16 女子 山本 愛 花田 幸枝 坂下 綾 20 

           

ヨネックス杯テニストーナメント（ジュニア）戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数

第 1回 平 7年 

Ｕ18 男子 植田 英之 小野 泰宏 飯田 貴敏 15

Ｕ18 女子 山本 愛 石田 絵里子 大槻 奈美 22

Ｕ16 男子 佐藤 龍平 前北 優作 石川 幸司 11

Ｕ16 女子 木村 早苗 川岸 愛子 渡邊 友香 21

Ｕ14 男子 横尾 徳彦 横尾 嘉宣 高木 敬佑 5

Ｕ14 女子 及川 菜穂子 新海 由梨 陣内 ひとみ 7

第 2回 平 8年 

Ｕ18 男子 松田 大 乙部 真哉 常本 邦幸 18

Ｕ18 女子 川岸 愛子 湊 美和 木村 早苗 25

Ｕ16 男子 工山 卓也 横尾 慶紀 横尾 徳彦 8

Ｕ16 女子 坂下 あゆ 佐藤 ちひろ 鈴木 千香子 18

Ｕ14 男子 横尾 嘉宣 高木 憲佑 小川 大授 4

第 3回 平 9年 

Ｕ18 男子 佐藤 龍平 増井 誠一 庄田 昌史

Ｕ18女子 小田 しま 巡 愛子 林 美智子

Ｕ16男子 牧村 匠太郎 森下 正規 河田 達郎

Ｕ16女子 藤田 樹里 東 奈樹沙 安岡 あゆみ

第 4回 平 10 年 

Ｕ18 男子 牧野 匠太郎 奥津 康治 高橋 直之

Ｕ18女子 佐藤 明香 東 奈樹沙 安岡 あゆみ

Ｕ16男子 滝本 悟志 佐々木 寛行 横尾 徳彦

Ｕ16女子 土井 亜裕美 福澤 幸代 古澤 智佳子

Ｕ14女子 東 麻梨奈 続木 聖恵 上野 由美子

（第９回、

１４回は記

録なし、雨

天で中止の

可 能 性 あ

り） 
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第 5回 平 11 年 

Ｕ18 男子 松井 英介 佐々木 寛幸 林田 雅紀

Ｕ18女子 土井 亜裕美 福澤 幸代 吉澤 智佳子

Ｕ16男子 浦澤 佳弘 菊田 昌 大木 肇

Ｕ16女子 大屋根 工藤 秀子 新海 由梨

Ｕ14女子 続木 聖恵 小林 梓 国分 京

第 6回 平 12 年 

Ｕ18 男子 菊田 晶 大木 肇 内田 雅人 男子 43

Ｕ18 女子 工藤 秀子 笠井 雅理子 竹村 和 女子 52

Ｕ16 男子 高瀬 智史 畑山 直斗 相澤 純也

Ｕ16女子 松田 亜美 奥田 早耶歌 小野 裕子

Ｕ14女子 丸茂 加奈子 寒河江 詩乃 河本 香織

第 7回 平 13 年 

Ｕ18 男子 斉藤 誠太郎 高瀬 智 谷口 寛人 26

Ｕ18 女子 松田 亜美 小野 裕子 早坂 郁美 15

Ｕ16 男子 江頭 俊和 荒井 翔太 高橋 竜也 31

Ｕ16 女子 山崎 友香 林 寿恵 梅津 真弓 17

Ｕ14 女子 寒河江 詩乃 寒河江 美紀 吉岡 遥 6

第 8回 平 14 年 

Ｕ18 男子 高橋 竜也 江頭 俊和 佐々木 拓 33

Ｕ18 女子 石川 智子 東坂 桃江 田辺 樹里 20

Ｕ16 男子 石崎 雄太 山田 雄一郎 林 良太 25

Ｕ16 女子 原田 好恵 東 麻梨奈 岩佐 舞子 27

Ｕ14 女子 寒河江 美紀 松重 友香 寒河江 詩乃 6

第 9回 平 15 年 

Ｕ18 男子 吉村 拓朗 林 良太 山田 雄一郎 21

Ｕ18 女子 原田 好恵 岩佐 舞子 山中 沙織 25

Ｕ16 男子 渡辺 研二 伊藤 涼 橋本 和弥 33

Ｕ16 女子 浦澤 季衣 藤池 美友 影川 美姫 34

Ｕ14 男子 高廣 大知 伊藤 秀太郎 曽根 奨志 5

第 10 回 平 16 年 

Ｕ18 男子 渡辺 研二 苅谷 亮祐 蛯名 亮平 33

Ｕ18 女子 浦澤 季衣 藤池 美友 杵渕 なつき 27

Ｕ16 男子 渡辺 尚大 寺西 政人 吉川 圭太 47

Ｕ16 女子 米村 杏菜 西野 智紗斗 松本 真奈美 25

第 11 回 平 17 年 

Ｕ18 男子 寺西 政人 高屋敷 愛智 渡辺 尚大 42

Ｕ18 女子 大野 彩奈 谷田 幸穂 田邊 沙理 22

Ｕ16 男子 高間 裕樹 竹中 聡 原田 壮志 16

Ｕ16 女子 桃園 翔子 蓮井 美緒 安尾 ほたる 27

第 12 回 平 18 年 

Ｕ18 男子 竹中 聡 高間 裕樹 後藤 嘉之 23

Ｕ18 女子 菅原 唯 斎藤 光咲 濱田 真代 23

Ｕ16 男子 本間 匠 宮澤 雄太 高橋 紘康 42

Ｕ16 女子 水元 映 谷藤 杏奈 滝口 詩歩 22

第 13 回 平 19 年 

Ｕ18 男子 宮澤 雄太 本間 匠 小林 裕毅 38

Ｕ18 女子 谷藤 杏奈 黒田 菜緒 名知 麻美 18

Ｕ16 男子 菊池 瑛 鳴島 佳佑 氏家 竣 42

Ｕ16 女子 佐川 美里 大沢 和 池 侑梨子 20

Ｕ14 男子 長谷川 佑樹 上田 慎弥 藤原 拓哉 3

Ｕ12 男子 奥山 凌 中塚 優作 佐々木 諒太 6

Ｕ12 女子 山川 ひな子 馬場 あかね 小山 京香 5

第 14 回 平 20 年 

Ｕ18 男子 菊池 瑛 平 大輔 氏家 竣 40

Ｕ18 女子 太見 祥子 池 侑梨子 吉本 珠望 14

Ｕ16 男子 高間 賢治 大野 直人 早坂 秀平 43

Ｕ16 女子 篠木 有紗 小暮 菜夢 吉田 知代 26

Ｕ14 男子 藤原 拓哉 長谷川 潤平 2

Ｕ14 女子 佐藤 聖七 杉田 幸子 板野 杏子 4

Ｕ12 男子 奥山 凌 藤原 隼斗 上野 祐督 6

第 15 回 平 21 年 

Ｕ18 男子 山口 大輝 高間 賢治 羽賀 浩人 42

Ｕ18 女子 太見 祥子 篠木 有紗 森谷 佳那子 20

Ｕ16 男子 宮澤 航太 鏡 稜平 高橋 柊人 30

Ｕ16 女子 船橋 真利美 新田 しおり 平山 綾音 12

Ｕ14 男子 澤田 貴祐 長谷川 潤平 佐々木 諒太 6

Ｕ14 女子 佐藤 聖七 安原 千尋 鏡 凪紗 6

Ｕ12 男子 武田 陸 佐藤 大雅 白石 侑央 7

第 16 回 平 22 年 Ｕ18 男子 高橋 柊人 森下 史也 宮澤 航太 30
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Ｕ18女子 船橋 真利美 新田 しおり 太見 汐里 19

Ｕ16 男子 松澤 淳 小松 悟志 大森 倫平 35

Ｕ16 女子 星野 麻耶 佐藤 聖七 中川 美鈴 12

Ｕ14 女子 鏡 凪紗 安原 千尋 青田 桜子 6

Ｕ12 男子 武田 陸 武田 悠 川谷 知寛 6

第 17 回 平 23 年 

Ｕ18 男子 松澤 淳 小松 悟志 佐々木 大志 31

Ｕ18 女子 太見 汐里 小川 詩絵里 奥山 結衣 13

Ｕ16 男子 佐藤 稜 菊池 陵 服部 優大 29

Ｕ16 女子 小山 京子 佐藤 聖七 坂東 千歳 19

Ｕ12 武田 悠 神林 凛 上野 洋督 4

第 18 回 平 24 年 

Ｕ18 男子 佐藤 稜 及川 翔太 竹口 尚孝 24

Ｕ18 女子 木村 優子 佐藤 聖七 服部 佳奈 20

Ｕ16 男子 丸山 幸輝 佐々木 諒太 安藤 諒人 44

Ｕ16 女子 福士 陽子 安原 千尋 鏡 凪紗 26

Ｕ12 神林 凛 長谷川 のあ 3

第 19 回 平 25 年 

Ｕ18 男子 佐々木 諒太 武田 陸 丸山 幸輝 36

Ｕ18 女子 石山 萌子 木村 優子 福士 陽子 24

Ｕ16 男子 橋本 隆一 山田 浩喜 高橋 皓也 28

Ｕ16 女子 野村 つかさ 安原 千尋 小川 椎菜 25

Ｕ12 男子 古屋 圭梧 安田 成 真所 秀伍 10

Ｕ12 女子 松本 萌佳 飛澤 夢果 佐藤 美鈴 5

第 20 回 平 26 年 

Ｕ18 男子 武田 陸 石澤 尊 山下 禄大 26

Ｕ18 女子 野村 つかさ 片山 菜摘 石井 夢乃 25

Ｕ16 男子 吉田 誠也 熊田 幹太 坂東 大漱 36

Ｕ16 女子 小川 椎菜 長谷川 のあ 山下 絢 31

Ｕ14 男子 倉田 秀彦 上林 拓斗 7

Ｕ14 女子 飛澤 夢果 小林 はなか 4

第 21 回 平 27 年 

Ｕ18 男子 武田 陸 坂東 大漱 畠 一凱 29

Ｕ18 女子 安原 千尋 魚橋 穂乃佳 桝井 七海 22

Ｕ16 男子 岡谷 樹 柳瀬 友二郎 安田 成 45

Ｕ16 女子 長谷川 のあ 飛澤 夢果 高橋 永理奈 24

Ｕ14 男子 北本 真也 上林 拓斗 馬場 研慎 三浦 魁星 13

Ｕ14 女子 小林 はなか 田尾 美涼 高橋 唯乃 中崎 亜優香 8

第 22 回 平 28 年 

Ｕ18 男子 岡谷 樹 鈴木 大地 安田 成 42

Ｕ18 女子 安原 千尋 鏡 凪紗 内藤 さくら 26

Ｕ16 男子 北本 真也 倉田 秀彦 上林 拓斗 23

Ｕ16 女子 松井 小雪 小林 はなか 泉谷 雪衣 30

Ｕ14 男子 熊田 和也 4

Ｕ12 男子 山 将聖 森 駿輝 富山 稜太 渡辺 里恭 12

Ｕ12 女子 田尾 かりん 4

 

ダンロップテニストーナメント＆DUNLOP SRIXON テニストーナメント（ジュニア）戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数 

第 26 回 平 15 年 Ｃ級男子 池下・伊藤 森・渡辺 宮澤・成田 16 

Ｃ級女子 藤池・浦澤 松田・奥田 影川・横関 12 

第 27 回 平 16 年 Ｃ級男子 渡辺・伊藤 宮澤・森 森・橋本 50 

Ｃ級女子 佐々木・大野 熊谷・森本 藤池・浦澤 30 

第 28 回 平 17 年 Ｃ級男子 福家・寺西 渡辺・瀬越 後藤・吉田 38 

Ｃ級女子 松重・野々村 大野・岩本 小林・細川 22 

第 29 回 平 18 年 Ｃ級男子 竹中・後藤 西谷内・福本 米沢・高間 28 

Ｃ級女子 木下・霧山 本田・長屋 和田・段城 12 

第 30 回 平 19 年 Ｃ級男子 宮澤・本間 小林・加藤 菊池・鳴島 42 

Ｃ級女子 青木・林 名知・渡辺 横山・佐藤 20 

第 31 回 平 20 年 Ｃ級男子 平・橋本 蝦名・長谷川 菊池・氏家 46 

Ｃ級女子 池・太見 大沢・橋本 佐川・篠木 20 

第 32 回 平 21 年 Ｃ級男子 宮澤・井上 石黒・田村 高間・池田 46 

Ｃ級女子 古谷・太見 篠木・吉田 米村・小暮 28 

第 33 回 平 22 年 Ｃ級男子 堀内・高橋 宮澤・林 中村・井上 56 

Ｃ級女子 新田・飯田 佐々木・太見 竹山・大西 30 
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第 34回 平 23 年 Ｃ級男子 松澤・小松 佐々木・藤崎 谷・大森 58 

Ｃ級女子 太見・小川 星野・碓井 山田・奥山 34 

第 35 回 平 24 年 Ｃ級男子 竹口・為国 佐藤・原田 笠井・服部 56 

Ｃ級女子 服部・木村 馬場・末松 佐藤・白崎 42 

第 36 回 平 25 年 Ｃ級男子 丸山・平山 上野・前田 佐々木・吉田 64 

Ｃ級女子 福士・今野 木村・長谷川 舟山・中村 50 

第 37 回 平 26 年 Ｃ級男子 武田・畠 石澤・土井 小林・坂東 34 

Ｃ級女子 野村・梅津 元氏・小川 佐藤・石井 44 

第 38 回 平 27 年 Ｃ級男子 武田・坂東 下川原・横関 熊田・佐藤 56 

Ｃ級女子 小川・山下 安原・桝井 魚橋・吉永 50 

第 39 回 平 28 年 Ｃ級男子 小林・武田 北村・帰山 茂木・小坂 48 

Ｃ級女子 安原・角田 長谷川・飛澤 鏡・齋藤 56 

 

岡メモリアルトーナメント（ジュニア）戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数

第 12回 平 15 年 ジュニア男子 林 良太 石崎 雄太 渡辺 研二 森 文哉 25

第 13 回 平 16 年 ジュニア男子 宮澤 翔太 苅谷 亮祐 寺西 政人 小笠原 圭祐 55

ジュニア女子 大野 彩奈 石川 愛美 井林 摩耶 白山 愛奈 13

第 14 回 平 17 年 ジュニア男子 福家 匠 渡辺 尚大 寺西 政人 瀬越 智亮 47

ジュニア女子 大野 彩奈 斎藤 光咲 和田 眸 寺西 真希 26

第 15 回 平 18 年 ジュニア男子 竹中 聡 高間 裕樹 後藤 嘉之 宮澤 雄太 53

ジュニア女子 小林 千里 菅原 唯 斎藤 光咲 蓮井 美緒 27

第 16 回 平 19 年 ジュニア男子 本間 匠 宮澤 雄太 菊池 瑛 樋渡 満 53

ジュニア女子 谷藤 杏奈 池 侑梨子 名知 麻美 黒田 采緒 27

第 17 回 平 20 年 ジュニア男子 鳴島 佳佑 菊池 瑛 大込 凌 氏家 竣 71

ジュニア女子 太見 祥子 佐藤 桃香 小暮 菜夢 篠木 有紗 30

第 18 回 平 21 年 ジュニア男子 宮澤 航太 大野 直人 高間 賢治 外崎 孝明 63

ジュニア女子 太見 祥子 篠木 有紗 古谷 遥香 和田 共代 28

第 19 回 平 22 年 ジュニア男子 高橋 柊人 宮澤 航太 堀内 暢 井上 涼太 63

ジュニア女子 木村 七海 太見 汐里 船橋 真利美 新田 しおみ 30

第 20 回 平 23 年 ジュニア男子 松澤 淳 谷 洋輔 佐々木 大志 藤崎 崚 56

ジュニア女子 木村 七海 太見 汐里 小川 詩絵里 奥山 結衣 41

第 21 回 平 24 年 ジュニア男子 佐藤 綾 原田 拓実 井関 蒼 阿部 達也 57

ジュニア女子 小山 京香 木村 優子 佐藤 聖七 川口 璃美 42

第 22 回 平 25 年 

ジュニア男子 佐々木 諒太 丸山 幸輝 安藤 諒人 澤田 貴祐 62

ジュニア女子 野村 つかさ 神林 凛 木村 優子 石山 萌子 47

Ｕ14 男子 松本 薫 松田 空 鈴木 大和 中村 瞭仁 12

Ｕ14 女子 長谷川 のあ 佐藤 美玲 5

第 23 回 平 26 年 

ジュニア男子 武田 陸 石澤 尊 山下 禄大 58

ジュニア女子 小川 椎菜 樋口 真緒 野村 つかさ 46

Ｕ14 男子 上林 拓斗 尾崎 大治郎 4

Ｕ14 女子 飛澤 夢果 小林 はなか 4

第 24 回 平 27 年 

ジュニア男子 武田 陸 坂東 大漱 小口 侑真 79

ジュニア女子 安原 千尋 小川 椎菜 鏡 凪紗 46

Ｕ14 男子 馬場 研慎 安田 壮 玉井 祐太朗 原紺 翔 7

Ｕ14 女子 小林 はなか 森 向日葵 高木 芽依 高橋 唯乃 6

第 25 回 平 28 年 

ジュニア男子 岡谷 樹 鈴木 大地 柳瀬 友二郎 69

ジュニア女子 安原 千尋 鏡 凪紗 内藤 さくら 52

Ｕ14 男子 山 将聖 森 駿輝 安田 壮 鳶澤 遼真 14

Ｕ14 女子 田尾 かりん 森田 奈央 5

 

市民大会（ジュニア）戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数

第 6回 昭 57 年 高・中生 長谷川 智仁 伊藤 真一 晴山 恭 13

第 7回 昭 58 年 ジュニア男子 長谷川 智仁 晴山 恭 木下 雅司 西田 史明 19

第 8 回 昭 59 年 ジュニア男子 木下 雅司 西田 史明 志賀 理英 7

ジュニア女子 菅野 敦子 謙田 景子 柏葉 由紀子 13

第 9回 昭 60 年 ジュニア男子 前谷 研朗 藤代 英樹 石川 信弥 5
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第 10回 昭 61 年 ジュニア男子 岸 宣宏 小林 義和 米谷 研郎 7

ジュニア女子 藤本 栄桃 穴吹 美紀 中村 恵子 10

第 11 回 昭 62 年 ジュニア男子 小林 義和 岸 宣宏 永山 誠 9

ジュニア女子 清水 雅恵 坂口 友美 久保 登美枝 6

第 12 回 昭 63 年 ジュニア男子 永山 誠 菅原 浩昭 上野 俊 4

ジュニア女子 村井 裕子 佐渡 ゆかり 久保 登美子 9

第 14 回 平 2年 ジュニア男子 西成 心一 佐々木 英人 細川 直行 10

ジュニア女子 長田 ユウキ 佐藤 友恵 小林 幸恵 14

第 15 回 平 3年 ジュニア男子 小林 研 西村 勉 細川 直行 50

ジュニア女子 長田 ユウキ 直井 みつき 高田 美穂 36

第 16 回 平 4年 

ジュニア男子 近藤 康之 土山 徹行 窪田 勤 30

ジュニア女子 山本 愛 中岡 弥生 増田 みどり 22

Ｕ14 男子 石川 幸司 庄田 昌史 志村 亮

Ｕ14女子 落合 佳那子 出町 有希 佐藤 園江

第 17回 平 5年 

Ｕ18 男子 古米 圭亮 菅原 丸子 14

Ｕ18 女子 平林 かん奈 中嶋 亜希子 越前谷 志保 12

Ｕ16 男子 田巻 裕康 飯田 小林 15

Ｕ16 女子 結城 瞳 志鷹 綾子 橋瓜 陽子 10

第 18 回 平 6年 Ｕ15 男子 庄田 昌史 横尾 慶紀 横尾 徳彦 3

Ｕ15 女子 東 奈樹沙 及川 菜穂子 陣内 ひとみ 3

この間のデータ不明

第 23回 平 11 年 
Ｕ18 男子 松井 英介 佐々木 寛幸 熊谷 隆之

Ｕ18女子 大屋根 吉澤 智佳子 川村 夏未

Ｕ14女子 山崎 友香 続木 聖恵 小林 梓

第 24回 平 12 年 Ｕ18 男子 菊田 晶 熊谷 隆之 浦澤 佳弘 37

Ｕ18 女子 黒川 智美 工藤 秀子 佐藤 睦 36

第 25 回 平 13 年 
Ｕ18 男子 高瀬 智 高橋 竜也 斉藤 誠太郎 56

Ｕ18 女子 小野 裕子 奥田 早耶歌 高橋 由衣 18

Ｕ14 女子 吉岡 遥 畠澤 知花 松重 友香 5

第 26 回 平 14 年 
Ｕ18 男子 高橋 竜也 佐々木 拓 菅野 裕衣 40

Ｕ18 女子 山崎 友香 石川 智子 中尾 絵里香 28

Ｕ14 女子 畠澤 知花 吉岡 遥 仲西 希朝 6

第 27 回 平 15 年 

Ｕ18 男子 山田 雄一郎 林 良太 吉村 拓朗 23

Ｕ18 女子 原田 好恵 岩佐 舞子 佐々木 希望 25

Ｕ16 男子 大澤 歩 宮澤 翔太 田中 昭義 30

Ｕ16 女子 藤池 美友 浦澤 季衣 影川 美姫 27

第 28 回 平 16 年 

Ｕ18 男子 苅谷 亮祐 宮澤 翔太 住田 哲夫 30

Ｕ18 女子 藤池 美友 景川 美姫 橋本 詩織 24

Ｕ16 男子 瀬越 智亮 福家 匠 長谷川 寛幸 40

Ｕ16 女子 大野 彩奈 松本 真奈美 高橋 麻里 24

Ｕ14 男子 曽根 将志 三浦 昇悟 安宍 太郎 4

第 29 回 平 17 年 

Ｕ18 男子 寺西 政人 渡辺 尚大 福家 匠 41

Ｕ18 女子 大野 彩奈 田邊 沙理 近藤 麻衣子 21

Ｕ16 男子 後藤 嘉之 越智 俊太郎 小野寺 大樹 18

Ｕ16 女子 斎藤 光咲 桃園 翔子 菅原 唯 27

第 30 回 平 18 年 雨天中止 

第 31 回 平 19 年 

Ｕ18 男子 宮澤 雄太 本間 匠 山田 光理 23

Ｕ18 女子 名知 麻美 池 侑梨子 黒田 菜緒 19

Ｕ16 男子 菊池 瑛 鳴島 佳佑 富田 健護 23

Ｕ16 女子 佐藤 桃香 小山 舞香 篠田 藍 15

Ｕ14 男子 井上 航 藤原 拓哉 長谷川 祐樹 3

Ｕ12 男子 中塚 優作 藤原 隼斗 長井 祐人 長谷川 潤平 6

Ｕ12 女子 小山 京香 藤原 梓咲 加藤 夢梨 3

第 32 回 平 20 年 

Ｕ18 男子 菊池 瑛 大込 凌 鳴島 佳佑 高橋 潤也 32

Ｕ18 女子 太見 祥子 佐藤 桃香 篠木 有紗 佐川 美里 10

Ｕ16 男子 本間 達也 大野 直人 高間 賢治 宮澤 航太 46

Ｕ16 女子 小暮 菜夢 吉田 知代 米村 里紗 成田 菜摘 22

Ｕ14 男子 河原 亘佑 藤原 拓哉 徳道 鮎太 長谷川 潤平 11

Ｕ14 女子 金子 すなお 藤原 梓 3

第 33 回 平 21 年 
Ｕ18 男子 高間 賢治 外崎 孝明 大野 直人 池田 駿斗 39

Ｕ18 女子 高橋 柊人 宮澤 航太 鏡 稜平 堀内 暢 29

Ｕ16 男子 太見 祥子 篠木 有紗 古谷 遥香 小暮 茉夢 22
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Ｕ16女子 船橋 真利美 新田 しおり 平山 綾音 大西 舞夢 12

Ｕ14 男子 澤田 貴祐 佐々木 諒太 長谷川 潤平 4

Ｕ12 男子 武田 陸 白石 侑央 畠 一凱 10

Ｕ12 女子 鏡 凪紗 安原 千尋 北本 真央 3

第 34 回 平 22 年 

Ｕ18 男子 高橋 柊人 森下 史也 宮澤 航太 松澤 淳 39

Ｕ18 女子 船橋 真利美 新田 しおり 太見 汐里 只野 奈々 22

Ｕ16 男子 谷 洋輔 小松 悟志 佐々木 諒太 海鉾 大地 29

Ｕ16 女子 鏡 凪紗 為広 愛美 碓井 裕美子 12

Ｕ14 男子 武田 陸 武田 悠 川谷 知寛 畠 一凱 7

第 35 回 平 23 年 

Ｕ18 男子 松澤・谷 小松・佐々木 大森・藤崎 28

Ｕ18 女子 太見・小川 竹中・碓井 星野・元木 18

Ｕ16 男子 佐藤・原田 佐々木・上野 服部・笠井 28

Ｕ16 女子 竹次・白崎 坂東・小山 馬場・山下 20

Ｕ12 武田 悠 ブランドンクラロ 上野 洋督 6

第 36 回 平 24 年 

Ｕ18 男子 竹口・為国 佐藤・原田 岡田・菊地 30

Ｕ18 女子 小山・馬場 竹次・白崎 服部・木村 22

Ｕ16 男子 古川・田井 池田・小林 木村・桜井 18

Ｕ16 女子 中村・宍戸 後藤・舟山 赤澤・櫻井 18

Ｕ12 男子 安田 成 古屋 圭梧 副島 玲人 6

Ｕ12 女子 小山 葵 飛澤 夢果 松村 桜 8

第 37 回 平 25 年 

Ｕ18 男子 佐々木・前田 真所・上野 川谷・武田 34

Ｕ18 女子 今野・福士 櫻井・赤澤 舟山・中村 26

Ｕ16 男子 大関・橋本 山田・千葉 峯田・川淵 26

Ｕ16 女子 野村・梅津 石井・佐藤 笠井・古山 22

Ｕ12 古屋・木村 安田・中村 佐藤・松本 10

第 38 回 平 26 年 

Ｕ18 男子 武田・坂東 鈴木・下川原 石澤・川谷 34

Ｕ18 女子 野村・梅津 樋口・山崎 石井・佐藤 24

Ｕ16 男子 吉田・佐々木 三沢・上林 小田・岸 30

Ｕ16 女子 安原・鏡 桝井・竹次 山下・佐藤 28

第 39 回 平 27 年 

Ｕ18 男子 武田・川谷 竹中・岡谷 熊田・市村 34

Ｕ18 女子 小川・山下 安原・桝井 魚橋・吉永 24

Ｕ16 男子 安田・古屋 大門・福地 伊井・小林 38

Ｕ16 女子 鏡・井上 長谷川・飛澤 七山・菊地 24

Ｕ14 男子 尾崎・三浦 6

Ｕ14 女子 高橋・高木 4

第 40 回 平 28 年 

Ｕ18 男子 武田・帰山 岡谷・茂木 鈴木・渡辺 44

Ｕ18 女子 安原・神田 長谷川・飛澤 鏡・齋藤 30

Ｕ16 男子 上林・北本 竹下・清野 上野・菊地 18

Ｕ16 女子 田尾・小林 遠藤・水戸 西山・武永 28

Ｕ14 男子 山・安田 森・渡辺 玉井・飯島 10

Ｕ12 女子 森田・三沢 6

 

北見ジュニア選抜室内テニス選手権（シングルス）戦績表 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数

第 1回 平 4年 

Ｕ18 男子 古米 圭亮 小野 貴士 近藤 康之 坂本 勤 25

Ｕ18 女子 山本 愛 中嶋 亜希子 平林 かん奈 増田 みどり 26

Ｕ14 男子 石川 幸司 庄田 昌史 横尾 慶紀 4

Ｕ14 女子 佐藤 園江 姫田 絵美 出町 有希 7

第 2回 平 5年 

Ｕ18 男子 古米 圭亮 菅原 篤 丸子 茂 11

Ｕ18 女子 中嶋 亜希子 越前谷 志保 平林 かん奈 9

Ｕ16 男子 飯田 祐士 田巻 裕康 植田 8

Ｕ16 女子 三上 橋瓜 陽子 高橋 美香 11

第 3回 平 8年 ジュニア男子 佐藤 龍平 石川 幸司 松田 大 17

ジュニア女子 渡辺 友香 水元 芽衣 木村 香織 25

第 4回 平 9年 ジュニア男子 高橋 幸司 増井 誠一 玉木 誠一 15

ジュニア女子 小田 しま 寺町 可奈子 西田 紘子 22

第 5回 平 10 年 ジュニア男子 牧村 匠太郎 高橋 直之 奥津 康治 22

ジュニア女子 東 奈樹沙 永田 薫 安岡 あゆみ 20

第 6回 平 11 年 
Ｕ18 男子 松井 英介 横尾 嘉宜 内田 雅人 18

Ｕ18 女子 福澤 幸代 土井 亜裕美 工藤 秀子 19

Ｕ14 女子 続木 聖恵 小林 梓 東真 梨奈 4
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第 7回 平 12 年 Ｕ18 男子 内田 雅人 菊田 晶 熊谷 隆之 13

Ｕ18 女子 工藤 秀子 黒川 智美 加藤 千晴 14

第 8回 平 13 年 Ｕ18 男子 谷口 寛人 玉木 郁教 高瀬 智 16

Ｕ18 女子 小野 裕子 松田 亜美 阿部 未由季 16

第 9回 平 14 年 Ｕ18 男子 高橋 竜也 佐々木 拓 江頭 俊和 12

Ｕ18 女子 山崎 友香 小椋 みどり 金谷 美咲 8

第 10 回 平 20 年 ジュニア男子 大込 凌 鳴島 佳佑 菊池 瑛 高橋 潤也 16

ジュニア女子 太見 祥子 篠木 有紗 佐川 美里 吉田 知世 16

第 11 回 平 21 年 ジュニア男子 大野 直人 宮澤 航太 高間 賢治 土屋 和貴 16

ジュニア女子 太見 祥子 羽田野 聡子 古谷 遥香 篠木 有紗 16

第 12 回 平 22 年 ジュニア男子 高橋 柊人 堀内 暢 中村 和広 宮澤 航太 16

ジュニア女子 太見 汐里 新田 しおり 船橋 真利美 奥山 結衣 16

第 13 回 平 23 年 ジュニア男子 小松 悟志 谷 洋輔 藤崎 崚 16

ジュニア女子 小川 詩絵里 奥山 結衣 太見 汐里 16

第 14 回 平 24 年 ジュニア男子 佐藤 綾 菊地 陵 服部 優大 16

ジュニア女子 末松 ゆり 馬場 あかね 山下 奈穂子 16

第 15 回 平 25 年 ジュニア男子 武田 陸 丸山 幸輝 佐々木 諒太 16

ジュニア女子 中村 祥子 木村 優子 野村 つかさ 16

第 16 回 平 26 年 ジュニア男子 武田 陸 石澤 尊 鈴木 皓平 16

ジュニア女子 小川 椎菜 片山 菜摘 野村 つかさ 16

第 17 回 平 27 年 ジュニア男子 武田 陸 畠 一凱 川谷 知寛 坂東 大漱 16

ジュニア女子 小川 椎菜 安原 千尋 鏡 凪紗 桝井 七海 16

 
平 28 年 高体連主催大会となる 

 

北見ジュニア選抜室内テニス選手権（ダブルス）戦績 

回数 年度 種目 優勝 準優勝 3位 参加者数

第 1回 平 4年 ジュニア男子 窪田・松本 小野・小西 古米・菅原 26

ジュニア女子 増田・中嶋 広瀬・山本 和田・鈴木 26

第 2回 平 7年 ジュニア男子 小野・志村 妻沼・小川 常本・斉藤 48

ジュニア女子 渡辺・湊 大槻・土山 石田・坂下 48

第 3回 平 9年 ジュニア男子 西木・高橋 増井・新井山 岩本・牧村 16

ジュニア女子 小田・寺町 直井・宮脇 林・佐藤 28

第 4回 平 10 年 ジュニア男子 高橋・牧村 奥津・千葉 星・新井山 24

ジュニア女子 小田・伊藤 安岡・永田 佐藤・松田 18

第 5回 平 11 年 ジュニア男子 杉本・松井 浦澤・大木 桜井・鹿野内 48

ジュニア女子 福澤・黒川 竹村・大屋根 三上・吉田 40

第 6回 平 12 年 ジュニア男子 中塚・横尾 熊谷・谷内 内田・村形 44

ジュニア女子 黒川・竹村 工藤・寺町 原田・石川 48

第 7回 平 13 年 Ｕ18 男子 高瀬・斉藤 玉木・江頭 谷口・佐々木 26

Ｕ18 女子 松田・高橋 小野・奥田 阿部・櫻井 22

第 8回 平 14 年 Ｕ18 男子 江頭・荒井 佐々木・吉村 夏井・三浦 高橋・江頭 26

Ｕ18 女子 石川・原田 東坂・中尾 田邊・岩佐 大木・加藤 28

平 20 年 吹雪で中止 

第 9回 平 21 年 ジュニア男子 宮澤・池田 高間・外崎 羽賀・大野 井上・近藤 32

ジュニア女子 太見・古谷 篠木・森谷 小暮・米村 和田・成田 30

第 10 回 平 22 年 ジュニア男子 宮澤・中村 高橋・堀内 林・井上 森下・高桑 32

ジュニア女子 太見・新田 船橋・星野 飯田・佐々木 只野・中川 26

第 11 回 平 23 年 ジュニア男子 小松・谷 松澤・藤崎 佐々木・大森 30

ジュニア女子 太見・小川 山田・奥山 野口・上野 30

第 12 回 平 24 年 ジュニア男子 岡田・菊地 及川・小林 竹口・為国 32

ジュニア女子 馬場・小山 竹次・白崎 末松・山下 32

第 13 回 平 25 年 ジュニア男子 安藤・小南 木村・桜井 武田・川谷 32

ジュニア女子 野村・梅津 木村・安原 中村・舟山 32

第 14 回 平 26 年 ジュニア男子 武田・石澤 土井・坂東 沼倉・熊田 32

ジュニア女子 野村・梅津 元氏・小川 石井・佐藤 32

第 15 回 平 27 年 ジュニア男子 武田・川谷 坂東・畠 小口・赤澤 下川原・横関 32

ジュニア女子 安原・桝井 小川・山下 佐藤・小坂 吉永・角田 32

平 28 年 高体連主催大会となる 
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１２. 女子連北海道北見地区の活動 

 

 協会発足時から女性テニス愛好者を増やすために、女性部門が設けられていたが、協会内の女性担当あ

るいは女子部として位置づけられていた。平成５年に女子部役員が中心となり、日本女子テニス連盟北海

道支部（以後、女子連北海道とする）に北見地区として加盟することになった。皆さんの賛同を得、初代

地区長石川優美子さんの下、活動を開始している。加盟から２５年近くとなり、北見地区会員も７０人近

くになっているが、会員には北見市内ばかりでなく、オホーツク圏のテニス愛好者にも参加してもらって

おり、これらの方々と以下に示すような事業を行っている。 

上部組織は日本女子テニス連盟（JLTF、以降、日本女子連とする）であり、北見地区はその傘下の女子

連北海道に所属し、全道 8 地区の一つとして登録されている。日本女子連は５０年の歴史を有しており、

女性へのテニスの普及ばかりでなく、ジュニアの育成や支部あるいは地区の活動を支援しており、その活

動は高い評価を得ている。一方、女子連北海道であるが、昭和６０年に設立され、間もなく４０周年にな

る。女子連北海道の役員が北海道テニス協会の主要な役員として参画しており、女子連は道テニス協会運

営に欠かせない存在になっている。北見地区でも状況は同様であり、北見テニス協会もこれまでの歴代地

区長（石川優美子、山野郁恵、高橋真由美、宮田雅代、宮澤つぼみ）はじめ、役員皆さんのご協力で運営

されており、感謝申し上げたい。 

なお、女子連北見地区と北見テニス協会とは強い連携関係にあるが別組織であり、両者の関係をどのよ

うにするか議論されたことがあったが、結果的には、女子部時代と同様に相互協力で両組織を運営するこ

とになったと聞いている。たとえば、議案書には女子連・女子部と表示し、行事予定表や戦績結果は両組

織で併記する。ただし、組織が異なることから、収支決算は別個に行うことにしている。いずれにしても、

北見テニス協会は運営面でも競技力の面でも常に女子連にお世話になっており、今後もこのような連係プ

レーを続け両組織の発展を願うものである。 

 

              女子連北海道北見地区歴代役員一覧 

年 度 地区長 副地区長 会 計 監 事 指導顧問 

平６年 石川優美子 長 由美子 

平７年 山野 郁恵 長 由美子 

平９年 山野 郁恵 高橋真由美 

平１０年 高橋真由美 宮田 雅代 出村 澄子 

平１２年 宮田 雅代 伊藤 慧子 中村 典子 

平１６年 宮田 雅代 長部こずえ 菅野成津子 森本可恵子 

平１７年 宮田 雅代 長部こずえ 菅野成津子 武田美智子 

平１８年 宮澤つぼみ 長部こずえ 菅野成津子 武田美智子 

平２１年 宮澤つぼみ 長部こずえ 井上まゆみ 武田美智子 

平２２年 宮澤つぼみ 長部こずえ 井上まゆみ 久光美代子 仲西 厚子 

平２３年 宮澤つぼみ 長部こずえ 井上まゆみ 久光美代子 中塚ひとみ 

平２５年 宮澤つぼみ 長部こずえ 井上まゆみ 三上めぐみ 

平２９年 宮澤つぼみ 長部こずえ 井上まゆみ 

 

１２－１ 各種大会 

 女子連の大会は大きく分けると三つに分類できる。一つは、北海道８地区親睦テニス大会北見地区予選

や WE LOVE DUNLOP レディース大会、今はなくなったが東急レディース大会のように全道大会あるいは全国

大会の代表権をかけた大会。二つ目は、伊藤慧子メモリアルテニス大会やそれに続く AUTUMN レディーステ

ニス大会のように競技力向上を目指した北見地区独自の大会。もう一つは、底辺の拡大と会員定着、ある

いは懇親を重視した桑名杯及・支部長杯Ｂ級レディーステニス北見大会、チャレンジテニス大会、あるい

はエンジョイテニス大会、今はなくなったが、女子部時代に開催された TUESDAY レディーステニス大会な
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どである。なお、女子連主催の大会への参加は女子連会員が原則となっているが、エンジョイテニス大会

のように、北見テニス協会会員なら参加でき、しかも男性も認められている大会もある。 

 

1） 北海道８地区親睦テニス大会北見地区予選 

現在道内には日本女子連北海道支部に登録されている地区が８地区あり、地区予選会での勝者による全

道親睦大会が道内各地区持ち回りで開催されている。北見地区予選大会は平成６年から始まったが、全道

大会の回数に合わせたため大会回数が第５回となっている。この年から勝者を中心にチームを作り帯広で

の全道大会に参加しているが、地区大会の記録が残っていなかった。帯広大会では７地区との対戦があり、

８チーム中５位であった。（開催地区は２チーム参加できるため８チームでの対戦になる。） 

平成１０年までは７地区であったが、翌年より函館が加わり８地区で予選大会が開催されている。大会

名は、女子連８地区対抗予選大会とか女子連春のテニス大会などと言われた時期もあったが、平成２１年

からは JLTF 北海道８地区対抗戦北見地区予選大会と長い名前になり、平成２６年に現在の JLTF 北海道８

地区親睦テニス大会北見地区予選大会となっている。競技種目もその時代時代に応じて、年齢制であった

り、Ａ、Ｂ、Ｃのクラス分けとかオープン表示だったりしているが、現在は地区のトップ選手が代表権を

争う大会になっている。 

全道大会は一般ダブルス２ペアとシニア１ペアで戦うが、なんと、平成２１年の大会では優勝の栄冠を

得ている。また、この時の夜の交流会の余興でも優勝したそうだ。 

JLTF 北海道８地区親睦大会北見地区予選大会戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3 位 
参加 

者数 

道大会 

開催地 

順位 

第 5回 平 6年 記録なし 帯広 ５位

第 6回 平 7年 
30 歳女子 長谷川・松原 朝倉・滝川 高橋・小野  札幌 ６位 

40 歳女子 山野・渡辺 山口・早坂 西部・桜井

50 歳女子 加藤・本田 福浦・亀岡 石津・吉田

第 7回 平 8年 
30 歳女子 長谷川・三原 岩原・古田 佐々木・荒井 20 北見 A:6 位

B:7 位40 歳女子 小野・高橋 山口・早坂 渡部・桜井 24 

50 歳女子 前田・保前 福浦・亀岡 相原・本田 8 

第 8回 平 9年 
30 歳女子 三原・佐藤 両角・村瀬 高橋・小野 22 千歳 ２位 

40 歳女子 渡辺・大谷 赤井・月岡 笠井・三沢 14 

50 歳女子 福浦・亀岡 本田・桜岡 4 

第 9回 平 10 年 
30 歳女子 荒井・高桑 岩原・大桜 両角・村瀬 36 旭川 ７位 

 40 歳女子 佐藤・渡辺 高橋・幡鎌 渡部・桜井 26 

50 歳女子 山野・大谷 田代・嘉義 10 

第 10 回 平 11 年 一般女子 渡辺・山野 両角・村瀬 高橋・小野 32 札幌 ６位 

シニア女子 加藤・出村 本田・佐々木 岸・桜岡 6 

第 11 回 平 12 年 
30 歳女子 荒井・高橋 清信・佐藤 佐藤・松田 20 小樽 ７位 

40 歳女子 鶴田・小野 古田・岩原 中村・月岡 18 

シニア女子 増田・相原 矢代・幡鎌 渡部・桜井 10 

第 12 回 平 13 年 

Ａ級女子 吉田・岩原 荒井・小坂 西川・福田 20 室蘭 ６位 

Ｂ級女子 佐藤・清信 森谷・元氏 荻原・三浦 30 

Ｃ級女子 松永・佐々木 上口・星 国分・松重 12 

シニア女子 増田・石山 福浦・岸 本田・伊藤 6 

第 13 回 平 14 年 オープン 荒井・松浦 高橋・岩原 菊谷・小野 54 函館 6 位 

シニア女子 出村・幡鎌 桜岡・前田 桜井・増田 8 

第 14 回 平 15 年 オープン 小野・和田 西川・福田 宮澤・福井 36 札幌 ９位 

シニア女子 桜井・小林 捧・河合 岡本・増田 10 

第 15 回 平 16 年 オープン 山野・岩原 高橋・小野 佐藤・古館 30 帯広 ９位 

シニア女子 増田・桜井 小坂・森谷 河合・捧 6 

第 16 回 平 17 年 オープン 高橋・佐藤 荒井・和田 菊地・山岸 42 旭川 ８位 

シニア女子 小野・河合 湯浅・小林 桜井・小坂 6 

第 17 回 平 18 年 オープン 荒井・和田 北野・中川 横山・鹿野 24 千歳 ５位 

シニア女子 高橋・小野 矢代・渡部 河合・捧 8 

第 18 回 平 19 年 オープン 長谷川・渡辺 荒井・植松 和田・山野 38 札幌 ６位 

シニア女子 河合・捧 桜井・与坂 4 
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第 19回 平 20 年 
オープン 宮澤・和田 佐藤・工藤 岩原・鹿野 32 北見 A:７位

B:9 位シニア女子 菊谷・荒井 高橋・小野 捧・松重 8 

第 20 回 平 21 年 オープン 中塚・和田 高橋み・長谷川 酒井・尾河 24 札幌 優勝 

シニア女子 高橋・小野 荒井・藤井 菊谷・捧 6 

第 21 回 平 22 年 オープン 長谷川・和田 井上・宮澤 鹿野・横山 24 室蘭 ７位 

シニア女子 野嶋・長部 2 

第 22 回 平 23 年 オープン 荒井・和田 高橋・長谷川 野嶋・捧 18 旭川 ６位 

シニア女子 井上・宮澤 滝川・狩野 高橋・小野 6 

第 23 回 平 24 年 オープン 井上・宮澤 長谷川・和田 鈴木・高畠 18 札幌 ６位 

シニア女子 高橋・佐々木 野嶋・長部

第 24回 平 25 年 オープン 菊地・和田 大野・高岸 捧・長部 16 帯広 ６位 

シニア女子 井上・宮澤 高橋・小野 4 

第 25 回 平 26 年 オープン 菊地・長谷川 和田・井上 鈴木・高畠 20 千歳 ６位 

シニア女子 宮澤・長 高橋・小野 4 

第 26 回 平 27 年 オープン 和田・宮澤 鈴木・高畠 樋口・菊地 24 函館 ２位 

シニア女子 長・井上 2 

第 27 回 平 28 年 オープン 和田・長谷川 樋口・井上 小嶋・小久保 16 札幌 ３位 

シニア女子 宮澤・長 瀧川・狩野 4 

 

 

       平成２１年の８地区大会で昼と夜の部で総合優勝した選手と監督と高谷会長 

 

2） WE LOVE DUNLOP レディース & WE LOVE SRIXON レディース 

平成１３年から女子連北海道北見地区とダンロップス

ポーツ(株)の共催で、WE LOVE SRIXON レディースを開催

しているが、この大会の勝者はニセコで開催の全道大会

（平成２２～２４年は未開催）に招待される。女子テニ

スのレベルアップと底辺の拡大を目的とした大会であり、

３０～４０人の参加であるが、毎年、地区代表を目指し

て熱戦が繰り広げられている。参加条件にダンロップ系

のラケット、シューズ、ウエアーのいずれかを利用して

いることとなっており、これもスポンサーへの礼儀かと

思う。                

全道大会は団体戦となることから、チームワークが重     平成２５年の参加者の面々 

要であり、チームワークの良い北見地区はいつも上位に位置している。平成２５年は、女子連北海道北見

地区結成２０周年になり、地区大会を２０周年記念大会として実施したが、この記念大会の地区代表チー

ムは、２０周年を祝うように見事全道大会で優勝している。ハウス内にその時の写真が掲げられていたが、

皆さんでこの快挙をお祝いしたようだ。さらに、この大会の呼び物である、レセプションでの余興でも北

見チームは優勝しており、ここでもチームワークの成果を発揮している。 
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WE LOVE SRIXON レディーステニス大会戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3 位 参加者数 道大会順位 

第 1回 平 13 年 
Ａ・Ｂ級女子 岩原・高橋 中川・荒井 西川・福田 40 7 位

Ｃ・Ｄ級女子 甲賀・畑澤 船木・土田 河野・中村 14 

シニア女子 前田・桜岡 矢代・大滝 相原・増田 10 

第 2 回 平 14 年 

Ａ級女子 西川・福田 荒井・永嶋 福井・宮澤 18 5 位

Ｂ・Ｃ級女子 河合・湯浅 佐藤・峰 武田・菅野 28 

Ｃ級女子 松本・仲野 松重・小林 越田・野口 10 

シニア女子 増田・桜井 出村・岸 桜岡・矢代 8 

第 3回 平 15 年 

Ａ級女子 松浦・宮澤 和田・小野 岩原・高橋 14 6 位

Ｂ級女子 湯浅・大瀧 木谷・松田 橋川・尾河 24 

Ｃ・Ｄ級女子 藤田・越田 杉本・赤塚 山本・中本 14 

シニア女子 矢代・信太 桜井・小林 前田・桜岡 6 

第 4回 平 16 年 

Ａ級女子 荒井・和田 西川・福田 高橋・岩原 14 5 位

Ｂ級女子 嘉野・兒玉 佐藤・酒井 大滝・橋川 14 

Ｃ・Ｄ級女子 武田と・中本 古館・上口 佐々木・大野 14 

シニア女子 小坂・森谷 河合・捧 桜井・小林 8 

第 5回 平 17 年 

Ａ級女子 和田・宮澤 高橋・佐藤 岩原・長谷川 10 4 位

Ｂ級女子 永山・北野 武田み・井上 山岸・菊地 16 

Ｃ・Ｄ級女子 小林・中西 菅野・高橋 大野・中本 26 

シニア女子 捧・矢代 湯浅・大滝 桜井・小林 6 

第 6回 平 18 年 

Ａ級女子 長谷川・渡辺 北野・中川 植松・宮澤 8 ４位

Ｂ級女子 武田み・井上 武田と・捧 酒井・尾河 8 

Ｃ・Ｄ級女子 長部・野々村 斉藤・高岡 大野・林 24 

シニア女子 高橋・小野 湯浅・河合 4 

第 7回 平 19 年 

Ａ級女子 長谷川・村上 渡辺・北野 荒井・和田 12 ４位

Ｂ級女子 長部・小野 尾河・峰 佐藤・酒井 8 

Ｃ・Ｄ級女子 鈴木・中原 中西・小林 東坂・中尾 18 

シニア女子 高橋・捧 矢代・河合 桜井・与坂 6 

第 8回 平 20 年 

Ａ級女子 工藤・山地 宮澤・和田 長谷川・渡辺 8 ２位

Ｂ級女子 朝倉・狩野 尾河・峰 佐藤・酒井 8 

Ｃ・Ｄ級女子 三國谷・瀬川 藤井・高岡 小林・松本 10 

シニア女子 山口・荒井 小野・高橋 捧・河合 8 

第 9回 平 21 年 

Ａ級女子 荒井・和田 宮澤・井上 工藤・長谷川 12 ４位

Ｂ級女子 捧・森木 林・大野 桐山・中尾 14 

Ｃ・Ｄ級女子 松田・中西 松本・藤原 三上・玉井 12 

シニア女子 小野・高橋 菊谷・藤井 4 

第 10 回 平 22 年 
Ａ級女子 長谷川・和田 宮澤・井上 田嶋・滝川 18 未開催

Ｂ級女子 三國谷・香林 松田・中西 松本・大野 10 

Ｃ・Ｄ級女子 目黒・高畠 下平・佐藤 14 

第 11 回 平 23 年 
Ａ級女子 和田・井上 長谷川・宮澤 鹿野・横山 10 未開催

Ｂ級女子 松本・大野 目黒・高畠 野嶋・山本 10 

Ｃ・Ｄ級女子 下平・佐藤 佐藤・山川 藤原・久光 20 

第 12 回 平 24 年 
Ａ級女子 長谷川・和田 宮澤・井上 松本・大野 6 未開催

Ｂ級女子 鈴木・高畠 佐々木・高岡 捧・野嶋 6 

Ｃ・Ｄ級女子 玉井・三上 高橋・篠根 20 

第 13 回 平 25 年 
Ａ・Ｂ級女子 和田・秋元 菊地・長谷川 鈴木・高畠 16 優勝

Ｃ・Ｄ級女子 藤原・高岸 小関・青木 篠根・山川 18 

シニア女子 小野・高橋 狩野・桐山 矢代・野嶋 6 

第 14 回 平 26 年 
Ａ・Ｂ級女子 和田・宮澤 鈴木・高畠 中西・河口 14 ５位

Ｃ・Ｄ級女子 小嶋・梅岡 小久保・小野 細川・馬場 16 

シニア女子 長・井上 長谷川・野嶋 狩野・桐山 6 

第 15 回 平 27 年 
Ａ・Ｂ級女子 長谷川・和田 宮澤・井上 小嶋・梅岡 10 ５位

Ｃ・Ｄ級女子 角・森田 矢代・小関 高橋・大宮 16 

シニア女子 小野・高橋 山川・篠根 4 

第 16 回 平 28 年 
Ａ・Ｂ級女子 和田・宮澤 鈴木・高畠 長谷川・菊地 10 ４位

Ｃ・Ｄ級女子 小野・小久保 斉藤・川崎 篠根・山川 20 

シニア女子 長・井上 矢代・捧 4 



95 
 

 

3） 桑名杯レディース北見大会及び支部長杯Ｂ級レディース大会 

 桑名杯は、日本女子テニス連盟初代会長であった桑名寿枝子さんが、昭和６０年に女子テニス界の発展

を願って各支部にカップを贈ってスタートした大会だそうだ。桑名さんは９０歳になっても女子連会長を

務められ、テニスも週に２、３度されるスーパーウーマンだったようだ。女子連北海道においても、昭和

６０年から桑名杯が実施されているが、初心者でも参加できる大会とのことで、種目はＢ級、Ｃ級、Ｄ級

となっている。各地区で全道大会の予選会が行われており、当協会の会報を見ると、北見地区の大会は、

平成６年が第１回目で、この時の大会名は三菱自動車桑名杯フレッシュレディース北見地区大会となって

いる。初回の大会には日本女子連理事長の飯田藍さんや、女子連北海道支部の宮野英子さんもお祝いに来

北されている。当日は、日本女子連の副理事長である伊波昭子さんの講習会も行われたと記載されている。 

 当初はＣ級とＤ級で、まさにフレッシュレディーが対象だったが、平成９年から支部長杯を併設してＢ

級種目の試合も可能になった。 

全道大会での戦績であるが、平成１４年に高橋・松浦組がＢ級で優勝している。また、平成２０年に井

上・植松組がＣ級で優勝し、東北・北海道ブロック大会に出場している。なお、現在はこのブロック大会

はなくなり、桑名杯レディース大会 by DUNLOP となって、支部大会だけとなった。 

 

桑名杯レディース北見大会及び支部長杯Ｂ級レディース大会戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3位 参加者数 

第 1回 平 6年 記録なし 

第 2回 平 7年 Ｃ級女子 高橋・小野 加藤・松原 早坂・山口 

Ｄ級女子 福浦・亀岡 桜井・三浦 有光・吉田 

第 3回 平 8年 Ｃ級女子 中島・大桜 桜岡・庄田 山口・小野寺 34 

Ｄ級女子 矢野・吉村 北野・湯浅 松原・矢吹 50 

第 4 回 平 9年
Ｂ級女子 荒井・高桑 中村・嘉義 高橋・小野 20 

Ｃ級女子 前田・保前 福浦・亀岡 高橋・湯浅 32 

Ｄ級女子 狩野・石井 荒井・小原 笠井・三沢 42 

第 5 回 平 10 年
Ｂ級女子 小野・出村 高橋・幡鎌 古田・岩原 16 

Ｃ級女子 北野・小林 中村・河合 渡部・桜井 30 

Ｄ級女子 高野・松永 滝上・熊谷 橋川・佐藤 38 

第 6 回 平 11 年
Ｂ級女子 岩原・渡辺 宮田・幡鎌 加藤・出村 14 

Ｃ級女子 渡辺・桜井 相原・森谷 湯浅・木谷 30 

Ｄ級女子 坂間・松田 橋川・佐藤 仲西・上村 40 

第 7 回 平 12 年
Ｂ級女子 高橋・幡鎌 八木・小坂 荒井・中川 20 

Ｃ級女子 増田・遊佐 石山・庄田 石井・狩野 42 

Ｄ級女子 清信・小澤 萩原・笠井 滝上・松田 32 

第 8 回 平 13 年
Ｂ級女子 佐藤・清信 荒井・中川 出村・小野 30 

Ｃ級女子 福井・宮澤 石井・狩野 角田・小澤 30 

Ｄ級女子 甲賀・畠澤 武田・野口 滝上・松田 14 

第 9 回 平 14 年
Ｂ級女子 松浦・高橋 福田・西川 岩原・出村 22 

Ｃ級女子 武田み・福井 橋川・佐藤 宮澤・菅野 30 

Ｄ級女子 山本・武田と 松本・仲野 小林・松重 12 

第 10 回 平 15 年
Ｂ級女子 和田・脇 高橋・小野 宮澤・福井 20 

Ｃ級女子 峰・酒井 橋川・佐藤 木谷・湯浅 28 

Ｄ級女子 星・古館 杉本・大野 山原・狩野 8 

第 11 回 平 16 年
Ｂ級女子 小野・和田 森谷・佐藤 宮澤・福井 18 

Ｃ級女子 木谷・松田 河合・捧 高岡・坪井 26 

Ｄ級女子 佐々木・大野 伊藤・赤塚 多賀・石井 12 

第 12 回 平 17 年
Ｂ級女子 宮澤・北野 木谷・松田 小林・桜井 10 

Ｃ級女子 河合・矢代 酒井・佐藤 武田み・井上 26 

Ｄ級女子 向井・鈴木 岩野・横山 林・赤塚 32 

第 13 回 平 18 年
Ｂ級女子 鹿野・横山 宮澤・武田み 中川・北野 16 

Ｃ級女子 高畠・鈴木 植松・井上 渡邉・山本 24 

Ｄ級女子 松実・熊谷 高貝・横田 後藤・久光 16 

第 14 回 平 19 年
Ｂ級女子 宮澤・村上 高橋・北野 庭田・泉 16 

Ｃ級女子 中西・中原 尾河・佐藤 武田と・山本 18 

Ｄ級女子 青山・竹上 小林・松本 味噌・田中 10 

第 15 回 平 20 年 Ｂ級女子 小野・和田 井上・植松 工藤・山地 20 
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Ｃ・Ｄ級女子 大野・青木 藤井・長部 松実・藤田 24 

第 16 回 平 21 年
Ｂ級女子 工藤・岡本 酒井・峰 宮澤・井上 18 

Ｃ級女子 佐藤め・中川 瀬川・高岡 森木・長部 10 

Ｄ級女子 山川・米谷 藤原・松本 三上・玉井 16 

第 17 回 平 22 年
Ｂ級女子 長谷川・宮澤 小野・和田 狩野・東坂 18 

Ｃ級女子 香林・三國谷 捧・相馬 藤田・山川 6 

Ｄ級女子 高岸・久光 藤原・松本 岡・山口 12 

第 18 回 平 23 年
Ｂ級女子 井上・宮澤 小野・和田 岡・中西 10 

Ｃ級女子 高岸・久光 松実・山川 4 

Ｄ級女子 藤原・松本 三上・玉井 小林・太田 8 

第 19 回 平 24 年
Ｂ級女子 長谷川・井上 小野・宮澤 鈴木・高畠 10 

Ｃ級女子 野嶋・長部 高岸・山川 藤原・松本 6 

Ｄ級女子 佐藤・秋元 篠根・三上 安達・細川 18 

第 20 回 平 25 年
Ｂ級女子 菊地・長谷川 和田・秋元 井上・宮澤 16 

Ｃ級女子 藤原・松本 山川・篠根 4 

Ｄ級女子 森川・佐藤み 細川・斉藤 小関・青木 16 

第 21 回 平 26 年
Ｂ級女子 和田・矢代 宮澤・小野 中西・河口 12 

Ｃ級女子 高岸・松本 藤原・山川 森川・佐藤み 6 

Ｄ級女子 小久保・梅岡 小嶋・小野 細川・三上 16 

第 22 回 平 27 年
Ｂ級女子 和田・中西 小野・井上 長・宮澤 6 

Ｃ級女子 佐藤・三上 小久保・梅岡 山川・篠根 6 

Ｄ級女子 小嶋・小野 佐藤・斉藤 菅原・角 18 

第 23 回 平 28 年
Ｂ級女子 井上・宮澤 小野・長 鈴木・高畠 6 

Ｃ級女子 小嶋・山岸 三上・森田 小久保・梅岡 12 

Ｄ級女子 土田・鹿内 安藤・大宮 川辺・平田 8 

 

4） チャレンジテニス 

 この大会では、テニスを始めたばかりでカウントの取り方も怪しいような人でも参加できるよう、初心

者クラスが設けられている。ダブルスなので相手を気遣いながらにはなるが、試合の楽しさを通してテニ

スを継続してもらうのが狙いである。ただ、初心者クラスで参加者が少なくペアを組めないような場合で

も、試合を体験してもらうために組合せに配慮して試合を進め、順位をつけないこともあった。 

 

チャレンジテニス戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3位 参加者数 

第 1回 平 14 年 Ｃ・Ｄ級 駒田・阿部 武田と・野口 越田・藤田 14 

第 2 回 平 15 年 Ｃ・Ｄ級 越田・山川 我妻・瀬古 赤塚・大野 8 

第 3 回 平 16 年 初心者 福田・林 半田・中本 山川・菅原 8 

第 4 回 平 17 年 
Ｃ級女子 井上・高畑 皆川・稲葉 古舘・吉田 12 

Ｄ級女子 横山・岩野 久光・高貝 林・赤塚 12 

初心者 個人ポイント制 6 

第 5回 平 18 年 
Ｃ級女子 藤田・青木 松重・林 中川・吉田 8 

Ｄ級女子 杉本・久光 高貝・横田 後藤・鶴巻 10 

初心者 個人ポイント制 4 

第 6回 平 19 年 Ｃ級女子 松重・藤井 竹山・青木 杉本・林 6 

Ｄ級女子 須藤・鶴巻 松本・小林 藤原・米谷 8 

第 7 回 平 20 年 Ｃ・Ｄ級 中尾・桐山 松本・小林 林・須藤 8 

初心者 玉井・三上 小関・加納 青木・鵜橋 14 

第 8 回 平 21 年 Ｃ・Ｄ級 松本・藤原 藤元・田中 坂井・八木 8 

初心者 青木・鵜橋 小関・加納 馬場・上野 12 

第 9 回 平 22 年 
Ｃ級女子 藤原・松本 久光・山川 青木・鵜橋 6 

Ｄ級女子 射水・上野 小関・藤原 岡田・斉藤 6 

初心者 上林・神田 大宮・越智 太田・北上 6 

第 10 回 平 23 年 
Ｃ級女子 森木・久光 高岸・上野 4 

Ｄ級女子 三上・玉井 篠根・斉藤 加納・小関 10 

初心者 小林・安達 副島・太田 加藤・真坂 10 

第 11 回 平 24 年 
Ｃ級女子 篠根・高橋 高岸・山川 玉井・三上 6 

Ｄ級女子 斉藤・畑 安達・細川 森川・佐藤 10 

Ｄ級女子 馬場・細川 加納・鶉橋 小関・青木 12 
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第 13回 平 26 年 AUTUMN 大会と合同開催

Ｄ級女子 鹿内・中野 大宮・平田 河原・真坂 8 

第 14 回 平 27 年 Ｄ級女子 川崎・斉藤 安藤・土田 木戸・大宮 12 

初心者 個人ポイント制 11 

第 15 回 平 28 年 Ｄ級女子 角・大宮 銀田・川辺 土田・平田 8 

 

5） 伊藤慧子メモリアルテニス大会から AUTUMN レディーステニスへ 

＜伊藤慧子メモリアルテニス大会＞ 伊藤慧子さんがテニスを始めたのは協会ができて間もないころだっ

たと記憶している。アナウンサーを辞められ独立し、キャップという司会紹介やイベント企画の会社を立

ち上げ、忙しい日々を送られていたが、ストレス解消に時々コートに来られた。女性会員や女子連にとっ

て頼もしい存在で、女子連の監査や副地区長協会として皆さんの相談相手になっていた。 

平成１３年だったろうか、皆さんに押されて、北見市議会議員選挙に立候補することになった。立候補

に向け準備していた時期に体調が思わしくなく、検査を受けたところ悪性の癌が見つかってしまった。ト

ップ当選間違いなしと言われていたが、立候補を断念し、札幌で治療に専念されたが、平成１５年に帰ら

ぬ人となった。ご遺族の高﨑様から女子連北見地区にご寄付があり、お世話になったお礼と慧子さんを偲

ぶために記念大会を開催することとなった。３回忌までということで２回開催している。 

       伊藤慧子メモリアルトーナメントに寄せられたお花と大会受賞者 

 

余談であるが、ご遺族の高﨑明子さんは慧子さんの双子のお姉さんにあたる方で、北海道テニス協会常

務理事でもある。また、ジュニア大会委員長もされており、女子連北見地区、北見テニス協会にいつも気 

を使ってもらっている。よく似た姉妹で、高﨑さんに会うことがあるが、今でも慧子さんと声をかけたく

なる。慧子さんがお元気であれば、協会の４０周年記念の行事を助けてもらえたと思うが、改めてご冥福

をお祈りしたい。 

 

伊藤慧子メモリアルテニス大会戦績表 

年度 種目 優 勝 準優勝 3 位 参加数 

平 16 年 一般女子 和田・武田 嘉野・兒玉 松浦・永山 大滝・橋川 56 

平 17 年 一般女子 和田・宮澤 松浦・菅野 中川・北野 嘉野・兒玉 54 

 

＜AUTUMN レディーステニス大会＞ 伊藤慧子メモリアルテニス大会は２回で終えたが、このような競技力

を高める大会が必要であり、AUTUMN レディーステニス大会と名称を変えて継続することになった。女子連

北海道北見地区の大会は、全体としてビギナーの育成に力を入れており、クラス分けの大会が多い。競技

力を高める過程で欠かせないのは、力の差を実感できる対戦を何度も経験することであると言われている。

そのためには、本大会のようにクラスにかかわりなく対戦できる大会も必要となる。このような大会にＢ

クラス、Ｃクラスの人も積極的に参加するようになると北見地区の競技力が高まるのではないだろうか。 
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AUTUMN レディーステニス戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3位 参加者数

第 1回 平 18 年 オープン 長谷川・渡辺 宮澤・植松 野々村・松重 捧・河合 56

第 2 回 平 19 年 オープン 長谷川・村上 朝倉・岩原 野々村・福士 湯浅・松下 48

第 3 回 平 20 年 オープン 宮澤・和田 山口・荒井 工藤・山地 48

第 4回 平 21 年 オープン 井上・和田 鹿野・横山 森木・久志 34

第 5回 平 22 年 オープン 長谷川・井上 高橋・小野 岡・中西 34

第 6回 平 23 年 オープン 大野・和田 中塚・高岸 井上・青木ふ 32

第 7回 平 24 年 オープン 鈴木・高畠 小野・和田 中塚・宮澤 24

第 8回 平 25 年 オープン 宮澤・和田 長谷川・井上 高橋・小野 18

第 9回 平 26 年 オープン 長・井上 長谷川・宮澤 川上・和田 26

第 10 回 平 27 年 オープン 宮澤・井上 長・和田 中西・高畠 24

第 11 回 平 28 年 オープン 長谷川・宮澤 長・井上 和田・藤原か 16

 

6） 東急レディスモナリザカップ及び東急レディーステニス 

昭和５７年に北見市に東急デパートができ駅前が明るくなり、近代都市の仲間入りをしたような気にな

ったのを記憶している。デパートのスポーツ部門はテニスにも力を入れており、女性が楽しめる大会を開

催してほしいとの申し出があった。大会名は東急レディースモナリザカップと命名されたが、モナリザと

いう粋な名前が付いたダブルスの大会となった。豪華賞品と昼食付ということで参加希望が多く、参加人

数に制限を設けたこともあった。当時は協会競技部と女子役員が連携して運営していたと思われるが、デ

パート側の都合によって第５回で中止になっている。 

東急デパートととの共催の大会は無理かと思

っていたが、東急イン及びデパートの創立１０

周年記念の平成４年に、日本女子連、女子連北

海道及び北見東急会の協力で札幌、旭川につい

で道内３都市目となる東急レディーステニス北

海道北見大会が開催された。第１回目の時点で

は女子連はまだ結成されていなかったが、女子

役員が中心となって大会運営を担当し、６４ペ

アで２日間にわたる大会をスムーズに運営して

おり、この大会が女子連結成のきっかけになっ

たのではないか。女子だけの試合で６４ペアを

集めるのは極めて難しく、道東地区全体に呼び

かけたところ、定員を上回り、抽選で涙を飲ん

だ方もいたようだ。優勝者は全国大会に行ける

こともあり、北見在住者の優勝への期待が大き

かったが、第５回大会で帯広ペアーが優勝した

時には役員の皆さんが悔しい思いをしたようだ。    東急レディースが載った会報Ｎｏ．37 

第１回大会では、豪華景品の他、全員が夜のレセプションに招待され、この大会に合わせて来北されて

いた東急所属の岡川恵美子プロと日本女子ジュニア監督の松原慶子さんとの記念撮影などで盛り上がって

いた。なお、お二人には翌日、模範試合と講習会も開催してもらった。岡川さんはその後も野村勉プロと

共に、この大会に合わせて北見に来られ講習会を開催してくれており、北見地区のテニス普及・向上に貢

献いただいた一人である。 

残念ながら、国内景気の後退、あるいはイオン、ダイエーなどの大型店の出店によってデパートの収益

が改善できず、大会支援も厳しくなって平成１４年の第１１回大会で中止となった。また、デパート部門

は平成１９年に閉店し、東急インは平成２２年にクローズしている。 
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東急レディースモナリザカップテニス大会戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3位 参加者数 

第 1回 昭 60 年 一般女子 金一・姫田 小沢・信太 皆川・小野寺 48 

第 2 回 昭 61 年 一般女子 金一・信太 柴崎・古賀 渡辺・菅野 32 

第 3 回 昭 62 年 一般女子 伊藤・石川 皆川・金一 山野・五十田 60 

第 4 回 昭 63 年 一般女子 皆川・高橋 柴崎・五十田 水元・山野 52 

第 5 回 平元年 一般女子 山野・樋口 長谷川・石野 三原・藤田 64 

 

東急レディーステニス北海道北見大会戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3位 参加者数 

第 1回 平 4年 一般女子 下田・皆川 柴崎・渡辺 河合・富樫 128 

第 2 回 平 5年 一般女子 富樫・中村 渡辺・三原 加藤・出村 128 

第 3 回 平 6年 一般女子 渡辺・三原 川井・両角 加藤・出村 126 

第 4 回 平 7年 一般女子 山野・加藤 信太・芳形 皆川・長 126 

第 5 回 平 8年 一般女子 小田・三浦 矢萩・加納 田嶋・滝川 128 

第 6 回 平 9年 一般女子 村上・沢田 皆川・長 岩原・高橋 128 

第 7 回 平 10 年 一般女子 古田・大桜 大谷・渡辺 前田・保前 128 

第 8 回 平 11 年 一般女子 三浦・石川 小坂・保前 芳形・渡辺 128 

第 9 回 平 12 年 一般女子 小坂・岩原 菊谷・小野寺 西川・福田 128 

第 10 回 平 13 年 一般女子 桑原・飯塚 菊谷・山野 川路・杉江 128 

第 11 回 平 14 年 一般女子 菊谷・北川 西川・福田 中川・杉原 102 

 

 

７）その他の大会 

＜女子連北海道北見地区創立１０周年記念大会＞ 

平成１５年で女子連北見地区は１０周年になり、この記念事業の一つとしてダブルスの大会が行われた。

６０人が参加し１０周年にふさわしい大会となった。優勝者等は以下のとおりである。 

優勝 佐藤・岩原   準優勝 松浦・宮田  ３位 脇・和田 

 

１２－２ 主として親睦を目的とした大会 

＜TUESDAY レディーステニス大会＞ なぜ火曜日の

名称がついた大会が開催されたかが、１５周年記念

誌に書かれている。土日は仕事で大会などに参加で

きない商店街の方が中心になって、火曜会を作って

いたそうだ。その方たちが、商品を持ち寄って開催

したのが始まりで、当初は親睦会だったためか戦績

記録が残っていない。運営も商店街の方が行ってい

たが、女子部が支援して実施したようだ。 

第１回目は、大会運営者を含め８０人くらい参加

したようで、その時の写真が残っていた。第５回か    第１回 TUESDAY 大会の参加者など 

らはクラス分けして実施しており、テニスを始めて間もない人が豪華賞品をもらってニコニコ顔で帰路に

着いたそうだ。協賛いただいた商店等は以下のとおりであり、テニスの普及に貢献いただいたことに感謝

したい。 

 

協賛商店等：子供服の白樺、ＩＣカプセル、竹江薬局、ジュークボックス、２条商店街振興組合 

      東亜興信所 

 

TUESDAY レディーステニス大会戦績表 

回数 年度 種目 優 勝 準優勝 3位 参加者数 

第１回 平３年 女子Ｄ 大会日程にはあるが、記録なし 

第２回 平４年 一般女子Ｄ 大会日程にはあるが、記録なし 
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第３回 平５年 一般女子Ｄ 大会日程にはあるが、記録なし 

第４回 平６年 一般女子Ｄ 大会日程にはあるが、記録なし 

第 5回 平 7年 
Ｂ級女子 宮田・本田 西部・上銘

Ｃ級女子 原・笠井 捧・山下

Ｄ級女子 国分・中村 梶谷・小林 上岡・亀田

第 6回 平 8年 Ｃ級女子 青山・伊藤 有光・丸田 中村・国分 24 

Ｄ級女子 川染・吉岡 臼淵・河内谷 長部・松原 24 

第 7 回 平 9年 Ｃ級女子 下込・月岡 土田・桜井 小林・赤井 18 

Ｄ級女子 玉坂・森本 国分・廣野 須藤・堀田 24 

 

＜エンジョイテニス大会＞ 女子連のお楽しみ大会は平成７年

ころから行われており、当時はクラス分けしたダブルス戦になっ

ていた。この大会は平成１３年に女子連秋のテニス大会となり団

体戦が行われている。エンジョイテニス大会はそれに代わる大会

として数年前から始まった。 

 大変ユニークな大会で、個人で申し込むが、女子連会員でなく

ても参加でき、しかも男性の協会員も認めてもらえる親睦大会で

ある。チーム編成は競技責任者が決めるが、チーム内のペア編成

はリーダが行い、団体戦が行われる。時間制限の大会で、時間に

なった時点での勝ちゲーム数で勝敗が決まるのだが、この方式だ

と時間管理ができるのと、時間が近づくにつれ仲間の応援が一段    エンジョイテニスの案内 

と高まり、まさにエンジョイテニス大会となっている。 

                                       

１２－３ 講習会の開催 

 女子連が行っている講習会は、前期（５～７月）、後期（８～１０月）と長期にわたり、週２回クラス分

けして開催している。このような講習会の企画は平成１６年からで、松浦恵子さんの提案によるものだそ

うだ。指導経験豊富な中塚ひとみさんに講師をお願いし、女子連役員が補助スタッフとなってスタートし、

現在に至っている。新規会員がテニスを継続するうえで良いサポートとなり、また、仲間を作る機会にも

なっているそうだ。冬期間（１１～３月）にも講習会は継続されており、運動不足の解消にも一役買って

いる。協会ができて間もないころ女子練習会というのがあり、初心者から初中級を対象に週１回で７回実

施する講習会があり、現在もゴールデンウイーク明けに実施しているが、女子連のように長期にわたって

いない。 

 女子連が主体となった外部講師による講習会も開催されている。特に、東急レディーステニス大会の時

には岡川恵美子プロが３度来北され（平成４、７、８年）、野村勉プロと共に指導されていたのが記憶に残

っている。また、平成１５年の女子連北見地区の創立１０周年記念では、日本テニス協会国内大会委員長

の姫井義也氏においでいただき、ルール講習会を開催している。関西弁で間違いやすいルールの解説や審

判の実技指導もしてもらった。ルール講習会と言えば、平成１２年にも開催しており、女子連北海道支部

長宮野さん、細田さん、松村さんにお世話になっている。 
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１３. 会則、部局主業務及び申し合わせ 

 

１３－１ 会則 

 

第１章  総   則 

本会は北見テニス協会（ KITAMI LAWN TENNIS ASSOCIATION／KLTA ） 

と称する。 

本会は明朗なスポーツ精神のもとに健康の増進ならびに会員相互の親睦を図り 

北見におけるテニスの普及発展に資することを目的とする。 

本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

1. 北海道テニス協会および北見市体育協会に、北見市のテニス統括団体として加盟する。 

2. 各種大会、講習会を開催する。 

3. 施設の整備、管理を行う。  

4. その他、会の運営に必要な諸事業を行う。 

本会は事務所を北見におく。 

第２章  会   員 

本会は次の個人会員及び団体会員をもって組織する。  

1. 個人会員は正会員、学生（小・中・高生）及び１８歳以上の学生とする。  

2. 団体会員は６名以上からなる職域団体、クラブ団体とする。  

本会に入会するには所定の様式により申し込みを行う。  

本会の会員は、総会の定めた会費を毎年５月末日までに納入しなければならない。 

ただし、新入会員は入会金および当該年度会費を入会の際に納入するものとする。 

すでに払い込んだ会費、入会金は払い戻しをしない。 

本会の会員が会則に違反し、または会の名誉を傷つける行為があると認められ 

た場合には、理事会の決定により除名することが出来る。 

第３章  役   員 

本会に次の役員をおく事ができる。 

1. 会長１名  

2. 副会長若干名  

3. 理事長１名  

4. 副理事長１名 

4. 理事 各部長・副部長とする。 

5. 監事２名  

本会の役員は次の任務を行うものとする。 

1. 会長は本会を統括し、会の代表者とする.  

2. 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はこれを代行する｡ 

3. 理事長は会長の指示を受け、会務の処理を代表して行う。 

4. 副理事長は理事長を補佐し、また事務局長を務める。 

5. 理事は理事長の指示を受けて、本会の常務を分担する。 

6. 幹事は本会の専門部局の任務を分担協議する。 

7. 監事は本会の会務・会計について監査する。 
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本会の役員は総会において選出するものとする。ただし補充を要する時は理事 

会において指名することが出来る｡ 

役員の任期は 2年とする｡但し再任を妨げない。補充による役員の任期は残任期間とする。 

役員は任期満了後も後任者が決定するまでその任務を執行するものとする。 

本会に特別に功績のあるものは、総会において名誉会員として推薦することができる。 

名誉会員は次の通りとする｡ 

1. 名誉会長  

2. 顧問  

第４章  総   会 

本会の定期総会は毎年 4月に開催する｡また必要に応じて臨時総会を開催するものとする。 

総会の招集は会長または理事会の議決を持って行う。なお議長は会長がこれにあたる。 

次の事項は総会で決めなければならない。 

1. 予算および決算  

2. 事業報告および事業計画 

3. 会則の改廃 

4. その他必要な事項 

総会の議決は出席者の過半数を以って決し、可否同数の場合は議長がこれを決する。 

第５章  理 事 会 

理事会は会長、副会長、理事長、副理事長、理事および監事を以って構成し、 

総会の決定事項を協議執行する。なお必要に応じて幹事、名誉会員も出席する 

ことが出来る。 

理事会は必要に応じて会長または理事長がこれを召集する｡ 

理事会は本会の運営に必要な機関として次の専門部局をおく事が出来る｡ 

1. 事務局（総務、会計） 

2. 競技部 

3. 普及・強化部          

4. 施設部 

5. その他必要な部局  状況にあわせ統廃合をする事がある。 

第６章  会   計 

本会の運営に必要な経費は会費、入会金及びその他収入を以てこれに当てる。 

本会の会計年度は総会の日から翌年の総会の前日までとする｡ 

第７章  付   則 

本会の運営に関して必要な細則は理事会において別に定める。 

本会の会員にあって本会に要望・意見のある場合は、文書を以て会長、または 

理事長へ申し出ることが出来る。 

本会則は昭和５２年１月３０日より施行する。 
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本会則中、専門部局の改正を昭和５５年４月１０日より施行する｡ 

本会則中、会計年度の改正を昭和５６年４月２０日より施行する。 

本会則中、臨時会員を追加し昭和６３年４月１３日より施行する。 

本会則中、賛助会員の項目を削除し、平成１７年４月１０日より施行する。 

本会則中、退会時の届け出を削除し、平成１７年４月１０日より施行する。 

本会則中、臨時会員の項目を削除し、平成２１年４月１２日より施行する。 

本会則中、名誉会員から会友の項目を削除し、平成２６年４月６日より施行する。 

     

会 費 等 細 則 

1. 本会の会費を年額次のように定める｡ 

  個人会員 

正会員             5,000 円 

小・中・高生会員        1,500 円 

１８歳以上学生         2,000 円 

１８歳以上学生         2,000 円 

  団体会員（６名以上） 職域・クラブ団体        5,000 円 

  但し 9月１日以降入会する場合 年会費は半額とする。 

2. 入会金は１，０００円とする。但し、小・中・高生は不要とする。 

3. 納入期日は毎年５月末日とする。但し新入会員については入会時とする。 

4. 大会参加料、講習会受講料等についてはその都度徴収するが会員には特典が与えられる。 

5. 寄付金については随時役員がこれを受け所定の領収書を発行する。  

6. 本細則は昭和５２年１月３０日から施行する。 

 

１３－２ 各部局主業務 

 

 会 長  会の代表者       

 副会長  会長を補佐し、会長に事故ある時はこれを代行する｡ 

 理事長  会務全般の統括     

    

道協会評議委員会・市体協評議委員会等への出席 北見市担当部局との渉

外 

    ソフトテニス連盟との渉外 理事会・総会開催業務 

 事務局          

 事務局長  事務全般の統括     

    道協会・市体協・ソフトテニス連盟・他市町協会との連絡・調整 

    各部局との連絡・調整     

 副事務局長  事務局長の補佐     

    総会・理事会議案書の作成 会議開催文書の作成・発送 

 会計  協会会計全般の管理 会計帳簿の作成・管理 領収証等の保管 

 会員受付  受付業務 受付名簿の作成 会員数の把握 

    受付書類作成  受付業務の指導   

 広報担当  事務局業務全般の補佐、 ホームページ資料・会報の作成 会報の発送 

 競技部          

 競技部担当  協会主管大会（女子部の大会を除く）の企画・運営・大会案内・受付 

    ドロ－作成 ボ－ル・賞状・トロフィ－等の準備 室内大会会場の予約 
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    大会進行 成績整理 ポイントランキング表の作成 

    ジュニア大会の企画・運営   

 強化普及部          

    講習会の企画・運営     

    

講習会の案内 コ－チの手配 ボ－ルの準備 講習会受付 受講者の指

導 

    テニスルール マナー指導 会員の拡充 テニスフェスティバルの分担 

    都市対抗大会に関わる業務 道協会主管大会に関わる業務 

    派遣選手の選考 選手派遣の依頼 派遣スケジュ－ルの作成・手配 

    強化練習のコ－ト確保 練習ボ－ルの準備 強化練習のスケジュ－ル 

    メニューの作成 道協会主管大会の案内 

    小・中学生の指導 講習会開催   

 女子部          

 女子連・部担当 女子連大会の企画・運営 女性テニス大会・講習会の企画・運営 

    女性会員の拡充 受付業務分担 コ－ト開き・コ－ト納め分担 

 企画部          

 企画部担当  お楽しみ大会の企画・運営 クラブ対抗戦の企画・運営 

    テニスフェスティバル・忘年会の企画・運営 

 施設部          

 施設部担当  コ－ト・コ－トハウス・コ－ト備品の維持・管理 コ－ト開き準備実施 

    

コ－ト納め準備実施 備品チエック 利用状況の整理 コ－トマナ－の

指導  

    会員外利用者のチェック 冬期間室内コートの利用申請 
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１３－３ 北見テニス協会申し合わせ 

 

Ⅰ 北見テニス協会の慶弔に関する申合せ 

  北見テニス協会役員及び関係者の慶弔に関する対応は、以下のように定める。 

 
弔事について 
① 理事以上の役員（監事を含む）及び会長経験者が死亡された場合には、供花と弔電を送る。 
② 理事以上の役員（監事を含む）の配偶者、子及び同居の両親が死亡された場合は供花を送る。 
③ 幹事が死亡された場合は、供花を送る。 
④ 幹事の配偶者、子及び同居していない役員のご両親が死亡された場合は弔電を送る。 
⑤ 会長経験者以外の顧問が死亡された場合は、供花を送る。 
⑥ 上記を原則とするが、事情によって変更する場合は理事長が判断する。 

 
慶事について 
① 役員が結婚した場合は、祝電を送る。 

 
 その他、慶弔に関する申し合わせには、理事会で定める。 

本申し合せは、平成２７年３月１５日から施行する。 
 

 

Ⅱ 事務的活動費について（北見テニス協会 理事会申し合せ） 

 

① 謝金の対象者 

基本的には理事を対象とするが、理事相当の活動をしている幹事についても配慮する。 

② 謝金の金額 

金額は、3000 円、5000 円、１万円とし、理事の標準は 5000 円とする。なお、理事で業務頻度が少ない

場合は 3000 円とする。また、対象となる幹事がいる場合は 3000 円とする。１万円はホームページの維

持管理、総会資料作成などを対象とする。 

② 対象者の推薦と決定 

部門責任者から理事長に以下の推薦書を出してもらう。これを基に理事長が会長と相談して決定する。

なお、部門責任者については理事長が会長に推薦する。 

③ 配慮事項 

 ・ ２部門で活動している理事の場合、若干の加算を行う場合がある。 

 ・ 強化・普及部で講習会を担当して活動している場合、講師謝金が出ているので本活動費の対象とし

ない。 

 ・ 女子部の理事については、女子連との区分が難しいが、協会活動と判断できる場合は対象とする。 

 

（附則） 本申し合わせは平成２６年３月１６日に制定、平成２６年３月１６日から適用する。 

 

 

Ⅲ テニス教室に参加している小中学生に関する申し合わせ 

 
北見テニス協会が主催するテニス教室に参加している小中学生は、北見テニス協会内のジュニア団体と

位置づけ、名称を「北見ＢＧジュニア」とし、これまでと同様、大会出場やコート利用などについて以下

のように取り扱う。 

 
1） 会員資格：「北見ＢＧジュニア」に所属する小中学生は、会員に準ずるものとし、北見テニス協会所
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属として大会に出場することができる。 
2） コートの利用：「北見ＢＧジュニア」のテニス教室の時間と高校の部活動の時間帯が重なることが多

いことから、高校の部活動に配慮し、主として一般貸出コートを借りてテニス教室を実施する。また、

ジュニア指導部が認める一部の小中学生には、単独でコートを借りることを認めるが、コートの混雑

状況を判断して利用するよう指導する。 
3） 大会の支援など：北見テニス協会は、「北見ＢＧジュニア」のメンバーが参加する管内中学校テニス

団体戦、中学校個人戦の大会を支援するとともに、北海道あるいは道東ブロックで開催されるジュニ

ア大会への参加の支援も行う。 
4） 費用について：テニス教室に参加する生徒からは参加料を徴収し、その中から講師謝礼、備品代、コ

ート借料費などを支払い、残高が出た場合は協会に還元する。 

 
本申し合わせは平成２８年３月２０日の理事会で制定 

 

 

Ⅳ 競技部が主催する各種大会に関する申し合わせ 

 

1. 競技運営について 

競技部が主催する大会は、年齢別、クラス別、会員資格別など年間１０数試合行われるが、それらの

大会を運営するための基本的な方針を以下のようにまとめた。 

 

１） 北見テニス協会はオホーツク圏の中核協会であり、大会開催に当たっては、地域のテニス競技

力の向上並びに普及活動にも配慮する。 

２） 競技に当っては、日本テニス協会の競技規則に則って大会を運営することを基本とするが、ロ

ーカルルールを適用する場合には、大会要項等に記載するなどして周知する。 

３） 競技部は大会要項の作成から大会運営、戦績集計などの責任部署であり、大会要項等の重要な

変更がある場合は、競技部内で協議し決定する。ただし、事案によっては理事会に付議して決

定する。 

４） 大会要項、ドローの作成においては、公平性、公正性に十分配慮して作成する。 

５） 競技部主催の大会が多いことから、当面、中学校テニス大会は強化普及部のジュニア担当が中

心となり、女子連の支援を得て実施する。その他のジュニア大会については、競技部ジュニア

部門の理事が中心となって、高校のテニス部顧問の先生などの協力を得て実施する。 

 

2. A 級該当要件について 

大会グレードやエントリー数によって優勝者等の獲得ポイントを定めるが、以下のようなポイント条件、

あるいは過去の実績をもとに A 級該当者を毎年度決定し、シード選手の判断やクラス別大会の活性化に活

用する。 

 

１） 年間の獲得ポイントが、男子 10 ポイント、女子 8 ポイント以上でかつ、得点率（総獲得ポイン

ト/出場回数）が男子 3.0、女子 2.0 以上の者を A 級該当者とする。なお、この要件を変更する

場合は、競技部で検討して理事会に提案する。 

２） 上記ポイント要件を満たしていた A級該当者が、その年度にポイント要件を満たせなかった場合

でも、理事会推薦でその翌年度の A級該当者とすることができる。(以下理事会推薦者と呼ぶ) 

３） 転入者及び他協会からの出場者については、過去の実績等から競技部が A級相当と判断した者 

４） 日本テニス協会のポイントを有していて、競技部が A級相当と判断した者。 

５） 高校生以下については、競技部が高体連等と協議し、A級相当と判断した者。 

＊  A 級該当者数は男女とも 30名前後と想定しているが、40名を越えるような場合には、1）の 

要件を変更する場合がある。        
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特例：A級該当者は、B級の試合に出場できないことを原則とするが、60歳を超えている場合(試合時点

で 60歳以上)には、B級への出場を認める。 

          

＊本申し合わせは、平成２６年３月 16日の理事会で制定     

＊本申し合わせ中、2）項の理事会推薦者の定義、及び A級該当者の B級出場特例について、平成２７年

３月 15日の理事会で改正 

 

3. シードについて 

１） シード数は競技規則に則り決定するが、一般大会では協会ポイント、ジュニア大会では協会のジ

ュニアポイントに基づき配置する。 

２） 各大会のシード順位は、当該大会前１年間の獲得ポイントを基に定めるが、その他の公式ポイン

トを持った者あるいはそれに準ずる者の登録があった場合には、競技部で判断する。そのため、

募集要項に保有ポイントあるいは他協会でのランキングなどを自己申告するよう求める。 

 

4. 戦績ポイントについて 

大会のグレード、エントリー数によって以下のように戦績ポイントを定め、年間獲得ポイントを算出

する。 

 

１） 協会員外でも参加可能な A級のオープン大会は別表 1のように定める。 

２） 会員のみを対象とした A級大会は A級オープン大会の０．８倍とし、別表２のように定める。 

３） B 級大会、ベテランの大会は A級オープン大会の 1/2 とし、別表３のように定める。 

４） ジュニア大会のポイントは高体連と同様であり、別表４のように定める。なお、ドロー数や年齢

によるポイント制については、ＪＰＩＮ制度が決まった段階で導入を検討する。 

５） ポイントを得るには、本戦で 低１勝しなければならない。 

 

別表１  A 級オープン大会                  別表 2 Ａ級会員限定大会 

ドロ

ー数
64 48 32 24 16 8 4 

優勝 64 43 33 22 13 6 3 

2 45 30 23 15 9 4 2 

3 32 22 16 11 6 3  

4 19 13 10 6 4 2  

8 13 9 7 4 3   

16 6 4 3 2     

32 3 2        

 

別表４  ジュニア大会 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ドロ

ー数 
64 48 32 24 16 8 4 

 

優勝 80 54 41 27 16 7 4 1.00

2 56 38 29 19 11 5 3 0.70

3 40 27 21 14 8 4  0.50

4 24 16 12 8 5 2  0.30

8 16 11 8 5 3    0.20

16 8 5 4 3      0.10

32 4 3         0.05

ドロ

ー数 
128 64 48 32 24 16 8 4 比率

優勝 54 40 27 21 14 8 4 2 1.00 

2 38 28 19 14 9 6 3 1 0.70 

3 27 20 14 10 7 4 2  0.50 

4 16 12 8 6 4 2 1  0.30 

8 11 8 5 4 3 1   0.20 

16 5 4 3 2 1     0.10 

32 3 2 1         0.05 

年齢 
１８歳 

以下 

比率 

優勝 8 1.00 

準優勝 6 0.75 

ベスト 4 4 0.50 

ベスト 8 2 0.25 

別表 3  B 級及びベテラン大会 
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5. ジュニアの一般の大会への参加について 

 

１） ジュニアのレベルアップに伴い、一般大会への参加希望も増えているが、冠大会や市民大会のよ

うにジュニア部門と一般部門が分かれている大会については、ジュニア会員は一般部門にエント

リーできない。なお、一般の大会でジュニアが参加可能な大会は以下の表の＊印大会とする。 

２） ジュニアがエントリーできる一般の大会でのジュニアの受付は、競技部のジュニア担当が行う。

なお、A 級部門への出場枠は４枠以内、B 級部門については大会ごとに決められた枠内とし、ジ

ュニアポイントを基に選考する。ただし、A級に該当するジュニアが一般と組んだ場合には一般

枠として扱うが、A級でないジュニアと組んだ場合には A級のジュニア枠と判断する。 

 

＊ ジュニアがエントリーできる試合 

種目 一般の大会 ジュニアの大会 

シングルス ダブルス シングルス ダブルス 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

翌３月 

＊春季選手権 

ヨネックス杯 

 

 

岡メモリアル 

 

＊北網地区 

＊春季ダブルス 

 

ダンロップ 

＊会長杯 

＊秋季北見選手権 

市民テニス大会 

 

（中学生シングル） 

ヨネックス杯 

岡メモリアル 

 

 

（室内ジュニア） 

 

 

ダンロップ C 

 

 

市民テニス大会 

（室内ジュニア）

大会数 4 5 4 3 

 

6．大会の中止あるいは延期について 

 

１） 荒天あるいは大きな事故があった場合は、競技部の判断で大会は中止できる。 

また、大会開始後に荒天などで中断した場合、１時間程度様子を見、再開できないと判断した場

合は中止とする。 

２） 中止となった大会で、地区代表を選考する大会は予備日に再度実施するが、予備日のない大会に

ついては、基本的には中止とする。なお、大会開始後に中止となった大会の場合、進捗状況によ

っては日程を調整し再開することがある。 

３） 中止が決定した場合、ハウスに掲示するとともにホームページでも周知する。 

 

7. その他 

 

１） コンソレーションが行われる大会では、初戦で敗者となった選手にのみ出場権が与えられる。た

だし、シード選手は、初戦で敗者になっても出場権がない。 

２） 大会参加者が少なく、４ドローにならない場合、その種目は原則不成立とする。ただし、ベテラ

ン大会とジュニア大会の低年齢部門は特例として実施することがある。また、ジュニアの出場が

確かな一般大会の場合、一般からのエントリーが２枠であれば実施するが、１枠の場合には不成

立とする。 

３） 同一地域からの出場者が２～３人と少なく、ドロー数が多い大会においては、初戦で対戦しない

ように配慮することがある。 

   

                      本申し合わせは平成２８年３月２０日の理事会で制定 
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Ⅴ  ジュニアとその家族等でのコート利用についての申し合わせ 

 

 ジュニア（小中高校生）が会員の保護者などとテニスをすることがあるが、その場合のコート利用につ

いて統一した方針がなかった。今回理事会おいて協議し、以下のような申し合わせに基づき運用すること

としたのでご理解とご協力をお願いしたい。 

 

1）会員の保護者が高校生（会員）とコートを利用する場合、 

  ①高校生の利用時間で、コートが空いている場合は利用を認めるが、クラブ活動に支障をきたさない

ようにすること。 

  ②高校生の利用時間外で、コートが２面以上空いている場合は認めるが、全コートが埋まった場合に

は速やかに利用を中止すること。 

2）会員となっている小学生、中学生などのジュニアについても上記 1）と同じ扱いとする。 

3）一般会員が高校生（会員）を指導することを目的にコートを利用する場合、 

①高校生の利用時間で、コートが空いている場合は利用を認めるが、クラブ活動に支障をきたさない

ようにすること。 

②高校生の利用時間外で使用する場合、事前に協会事務局に利用申請を提出し、許可を得ること。こ

の場合でも原則 1）の②の条件の下で利用すること。 

但し、いずれの場合も所属する高校テニス部の顧問の了解のもとで行うこと。 

4）非会員のジュニア（小中高生）が公園事務所で使用手続きをした上で、会員の保護者等とコートを利用

する場合は一般市民利用と同様の扱いとするが、コートが込み合っている場合、保護者等は会員として

のマナーにも配慮すること。 

5）会員の高校生同士あるいは高校生と保護者等が東稜運動公園コートの利用手続きをしてコートを利用す

る方法があるが、このような使い方は一般会員の利用に支障をきたす恐れがあり、協会としては認めな

いのが基本方針である。市民としての権利はあるが、日頃より協会員として恩典を受けていることもあ

り、会員はコートにおいては本協会のルールに従ってもらい、会員皆さんが楽しくテニスができるよう

に配慮すること。 

6）ジュニア講習会など協会の年間スケジュールに記載されている強化普及活動に関する事業については、

強化普及部がコート利用について調整する。 

平成２５年６月１日制定 
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１４. 編集委員・実行委員から 

 

私と硬式テニス 

 阿部正孝 

私がテニスを始めたのは、北見市役所に就職して３年目の昭和５３年からです。私が 初に配属された

職場が都市計画課公園係だったことから昭和５２年に東稜公園のバレーボールコートがテニスコートとし

て整備され、それまでテニスといえば中学校や高校の部活動で行っている軟式庭球が一般的で硬式テニス

は馴染みの薄い存在でしたがコートが整備されたことにより身近なスポーツに感じられたものです。 

 市役所には、福利厚生の一環として様々なスポーツの同好会があり、全道市役所大会等が毎年各都市持

ち回りで開催されています。当初、硬式庭球部はありませんでしたが、東稜公園にテニスコートが整備さ

れると同時に同期に入所したメンバーを中心にクラブが結成されました。メンバーは 15，6 人だったと思

いますが全員テニス未経験者で見よう見まねでラケットを振り回し、なかなか上達せずテニスの難しさを

痛感したものでした。 

それでも暫くすると何とかラリーが続くようになり、曲りなりにもサーブもできるようになると試合も

できるようになりテニスの楽しさが少しずつ分かってきました。楽しさが分かってくるにつれ練習にも打

ち込むようになり、出勤前の時間を利用して毎朝 6 時から 1 時間ほど早朝練習に励み、お盆休みなどを利

用して夏合宿をしたこともありました。 

全道の市役所大会では、札幌、函館、旭川、帯広など全道各地のコートでプレイする機会を得ることが

でき、同じ仕事をする仲間たちとの交流もいい思い出になっています。北見市でも過去 3 回ほど大会を開

催しており北見テニス協会には大変お世話になりました。 

私とテニス協会との関わりは、職場が市役所だったことから施設部の役員としてお手伝いをさせていた

だき、クレーコートの時代は、耕耘からローラー転圧、ラインテープ張りなどコートの整備と管理に大変

苦労したことが懐かしく感じられます。現在は、オムニコートとなって維持管理の苦労も軽減され、今年

は長年要望してきたコートハウスが改築されることとなり 40年前とは隔世の感があります。 

一時テニスを離れた時期もありましたが約 40年、懲りずにテニスを続けてきました。なぜここまで続け

てこられたか考えてみると、まず、テニスが私にとって面白くて楽しいスポーツだったいうこと。次に、

東稜公園などいつでもテニスができる環境が整っていたこと。また、市役所のクラブやテニス協会といっ

たテニスを楽しむ仲間が近くに居てくれたことなどがここまで続けて来られた理由ではないかと思います。 

これからも体力に合わせ「テニス」という素晴らしいスポーツを楽しみたいと思っています。 
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テニス談義 

宮澤 つぼみ 
社会人一年目に何かスポーツをしたいと思っていた時、北大のバトミントンサークルに誘われ、インド

ネシア出身の小太りの男性 (ごめんなさい)と練習試合をしました。楽勝とたかをくくっていましたが、こ

てんぱんにやられました。肩で息をするほどしんどかったのに、彼は平然としていたのです。元々バレー

部で、体力に自信があったのですが、この一件でバトミントンは諦めました。 
その後、大学の部活で硬式テニスをしていた夫と知り合い、自分もテニスを始めました。札幌テニス協

会のサークルに所属し、中島体育館や外のコートを利用して練習していました。更に上手になりたく、宮

の森テニススクールに一年半ほど通いました。その後妊娠出産をし、二男を身ごもった年に、北見に引っ

越してきました。長男が幼稚園、次男が一歳になりテニスを再開したいと思った時、たまたま伝書鳩に湯

浅さん、岸さんの奥様方が所属していたホワイトリリーさんがサークルの募集をしていたので入れていた

だくようになりました。とにかく沢山のサークルがあり毎日にぎやかでした。またコートに入って驚いた

のはまだ土だったことです。北見でテニスを始め半年ほどで、義父の病気や三男を身ごもりテニスから離

れました。後に 15 周年記念誌を見せていただき、義父が初代テニス協会の会長であったことや、その年に

義父が亡くなったということも知りました。一緒にテニスをすることができず残念な気持ちになりました。

その後三男を出産し半年後にコートに戻りました。その時はすでにきれいなオムニコートに改装されてい

ました。三男が小学校に入学してから、平日の昼間に練習に行けるようになりましたがサークル数が多く、

コートの場所とりが大変でした。お姉さま方がくるといつの間にかコートはなく双葉町や NTT のコートで

練習しました。北見はスクールがなく、協会の講習会で唯一指導をうける事ができました。それだけでは

ダメだということで、女子連はクラスを初心者から上級者の 4 クラスに分け、年間を通して講習会を実施

することにしました。講師の松浦さん、中塚さんには大変ご苦労をかけました。そのおかげでいつも全道

大会では 下位争いをしていた北見が優勝という快挙を成し遂げることができました。日本女子テニス連

盟北海道地区 30 周年の年には全道優勝、親睦会での余興優勝とすごい年でした。現在も毎年ニセコで開催

されているスリクソン大会では輝かしい 
成績をおさめています。 
私の場合、子供 3 人も硬式テニス 

をしています。捧さんにはジュ 
ニア育成にむけて、講習会を 
立ち上げていただき大変感 
謝しております。いまでは 
沢山の子供たちが硬式テニ 
スを楽しんでいる姿を頼も 
しく感じております。 
「より多くの人がテニス 

を楽しみ、テニスを通じて人の 
和が広がる」と協会の理念にあり 
ますが、私自身も本当に沢山の方々と 
知り会え、これからも協会が末永く存続 
できますよう協力していきたいと思います。     平成２１年７月札幌にて 
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駆け足で過ぎてゆく時間        

強化普及部   和田 喜代子 

テニスを始めるきっかけは、結婚してから時間に余裕ができ、何かスポーツを始めようと思い、 

当時住んでいた旭川でのスクールへの入門だった。しかし、あっという間に妊娠・転勤でほとんど通うこ

とができず、北見へ向かうことになった。 

長男を出産して、慣れない土地での生活から自分の時間がほしくて、ナイターテニス教室に 

参加したことを覚えている。それから長女・次男の出産があり当然であるが、テニスを続けることはでき

なかった。次男が保育所に入る頃だろうか！？ 数年が経過しているというのに、私のことを覚えていて

くださったナイターテニス教室に参加していた Mさんからお電話をいただいた。 

「そろそろテニスできませんか！？」と・・・うれしかった！ 

自由な時間ができたとき、コートへ行ってもどう仲間に入れてもらえば良いか！？ わからず 

ベンチに腰掛けコートを眺めるだけで何度か帰ってきたことがあり、テニスはできないとあきらめていた

のだ。 

平日の日中～主婦層の時間帯に、さあ！ テニス本格的デビュー！！ あれよあれよとテニスにはまり、

土日以外の週 5 回、テニスコートへ足を運ぶ日々が始まった。3 年もすると、それなりの結果も出始め 40

歳前後で若手！？ と呼ばれ、複雑な心境であったが Mさんをはじめ、Aさんや Oさんなど多くのお姉さま

に育てていただいたおかげで今の私はあると感謝している。いろんな方への感謝の気持ちは、協会へ貢献

することでお返ししたいと考えている。 

女子連から始まり、強化普及部を取りまとめるようになり、10 年以上小中学生のテニス教室に携わり続

けることができたのも、協会のご理解とともに、ジュニアをはじめテニスの普及に力を貸してくださる協

会員の皆さんのお陰である。年数を重ねるごとに参加数も増え、いまなを状況の変化に対応しながら少し

ずつ様代わりし続けている。また、中学生時期の空洞化（部活動への移行）はどの地域でも問題があるよ

うだが、中学生層の練習回数を増したり、中体連加盟活動にも奮闘しているところである。 

また、キッズ部門（低学年）においては、日本テニス協会の会長・畔柳さん、常務理事の平木さん、そ

して道の普及関係者との会合を通し、全道・全国の情報を共有している。まだまだ手探りであるが、微力

ながら子供から大人まで、テニスの普及に努めたいと思う。 

選手として、振り返ってみるとテニスを始めて 4 年くらい過ぎた頃だっただろうか！？ 持病の股関節

が悲鳴を上げ始め、シングルスは断念、ダブルスのみの活動にシフトした。途中、利き手の手首の手術、

そして、いよいよ走ることができなくなり、今年の春は人工股関節の手術に踏み切った。やっとリハビリ

がてらテニスを開始し始めたばかりだが、衰えた筋力の回復を望むのはもう少し時間がかかりそうだ。技

術面での課題が大きく 2 つほどあり(秘密・・・)強化したいとの欲も薄れていないようで、年齢の許す限

り可能な向上心をもう少し維持したいものだ。 

あっという間に 15年が経過している。手薄になる家事に文句も言わない我が子達、ジュニアの普及に理

解を示してくれる夫。家族の協力がなければなかなか活動を続けることはできなかったであろう。高３の

次男もいよいよ巣立ちの年を迎えている。人生の折り返し地点は疾うに過ぎている。一日が 30時間あった

らといつも思うくらい時間がほしい。ボーっと 1 週間くらいゴロゴロしたい・・・が、そのあとの事務仕

事を考えると恐ろしく止まることができない。今は走り続けるしかない！ やるっきゃない！！ 

 

 

 

 

写真スペース 
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114 
 

記念誌のまとめにあたって 

 

編集長  常本秀幸 

 

昨年後期高齢者になった。まさかこの年になってもラケットを振り回していると思わなかった。３０歳

の手習いで始めたテニス、４０年以上も継続でき、自分の肉体と精神の健康の基になったと思っている。

できることなら８０歳までとの思いがあるが、果たして可能かどうか、「神のみぞ知る」である。 

年齢的には断捨離を進めなければならないが、昨年ラケットがまた増えた、生涯ラケット数は２０数本

だと思う。現在手元に残っているのは数本だが、４０周年を記念して古いものは捨てることにした。ラケ

ットにも投資したが、シューズにも相当額を消費した。もちろん底がすり減ってから買い替えるが、デザ

インに誘われ新しくしたこともある。テニスに夢中になっていたころは年に２足程度消耗したが、今は２

年使っても傷んでいない。古いシューズを残しているわけではないが、５年前の靴が、下駄箱の奥に置か

れていた。かなりよれよれでゴミ箱直行品である。 

昨年から絵を習い始めた。自分の歩んだ足跡を絵で残したいとの思いがあり、３足の靴を描くことにし

た。一足目は独身時代を象徴する靴、登山靴である。冒険心もあって一人でよく山に出かけた。冬のクッ

ク山を無謀にも単独で目指したが、途中までしか行けなかった。人生で登りたい山はキリマンジャロ、ま

だ行きたいとの気持ちはあるが、体力的に難しいと思っている。でも、登山靴は手入れしており、その靴

を、若かりし頃を思い出しながら描いた。 

次の一足はやはりテニスシューズになる。３０代で初めたテニス、夢中になり、休日になると大会や講

習会に出かけていて、我が家は母子家庭になってしまったようだ。子供達には、テニスは父親を奪う敵だ

ったのだろう。今でも当時のことを子供たちから非難されるが、北見にテニスを普及させた功労者だと自

負している。もし、テニスとの出会いがなければ、平凡

な人生だったかもしれない。感激もし、感動もし、涙も

あったが、沢山の仲間に出会え、人生に潤いを与えても

らった。家族には申し訳なかったが、そのような仲間も

あって、元気な父親でいられたと思ってもらいたい。こ

れらの反省と想いを込め、記念誌出版に間に合うように

テニスシューズを描いた。 

後の一足は家計と仕事を支えてくれた革靴を描く予

定である。テニスばかりしていて仕事をしなかったので

は、と思う人もいたようだが、テニスでリフレッシュが

できた。お蔭で効率良く仕事ができ、研究成果もまずま

ずだったと      思い出のテニスシューズ 

思っている。仕事人生の 後は、大学の経営までやらせても

らったが、大学人時代の喜怒哀楽を吸い込んだ革靴が三足目

になる。年内には仕上げたいものだ。 

後に一言、この記念誌に出てくる多くの方が、私と同様

にテニスが人生の１ページになっているのではないかと思っ

ている。私の場合は 1ページどころでなく、数ページになり、

後は会長まで仰せつかり、自らを４０周年記念誌の編集長

に任命してしまった。わがままな編集長の下、多くの方にご 

迷惑もおかけしたが、次世代への引継ぎに値する記念誌がで 

     編集作業中の編集長      きたと思っている。また、予算の関係で印刷は白黒しかでき

ないと思っていたが、サンケイプリント社のご厚意で、カラーで印刷していただけることになった。ご厚

意に心より感謝申し上げたい。そのほか、編集にご協力いただいた皆様に改めて感謝申し上げ、創立４０

周年記念誌を締めることにする。 
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